

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　ディオスは、ただ困こん惑わくしていた。

　どうして今、こんな状じよう況きようになっているのか──と。

　一日の疲つかれを取るために、風ふ呂ろに入っていたディオス。

　だがこの状況では、とても疲れなど取れそうにない。

　ディオスの他ほかに、四人の少女が同じ湯船に浸つかっている、この状況では──。

「ひゃんっ!?　へ、変なところを触さわらないでよディオス！」

　頭から虎とら耳の生えた白い髪かみの少女が、顔を真っ赤にしながら言えば。

「あ……ごめん……。今の……私……」

　覇は気きのない声で、水色の髪の少女が答える。

「狭せまいんだから、みんな動くのやめようよー」

　赤い髪の少女がやんわりと注意を促うながし。

「うふふ……楽しいですね、ご主人様」

　淡あわい緑の髪の少女がにこやかに言う。

　確かに、傍はたから見ればとても楽しい──いや、羨うらやましい状況であろう。

　しかし今のディオスにとって、これはとても楽しめる状況ではなかった。

　逃にげだそうとする『理性』の文字の端はしを、何とか脳内のロープで縛しばり、留とどめることに必死だったからだ。

　これは決して、ディオスが望んだ状況ではない。

　ではなぜ、こんなことになってしまったのかというと──。








一章　男の神サ獣マ使ナいーならここに誕生しましたよ？









　トルバ・マディナは、円形の街だ。

　街の中央には巨きよ大だいな闘とう技ぎ場があり、そこから放射状に通りが延のびた造りとなっている。

　四角く削けずられた石を精せい巧こうに積み上げて造られた闘技場は、観光名所としても有名だ。

　その闘技場の入り口に、多くの人間が長い列をなしていた。

　この世界セント・エスピリでは、十年に一度『スリアンヴォス』という、異種格かく闘とう技ぎ大会が開かい催さいされる。

　スリアンヴォスで優勝した者は、どんな願いでも神に叶かなえてもらうことができるという。

　どこかの国の王になりたい。一生遊んで暮らせるだけの金が欲しい──。

　不可能と思われるような荒こう唐とう無む稽けいな願いでも、神──ガルフネーデの手にかかれば、たちまちそれは現実となる。もっとも『願いを叶えた後』についてはガルフネーデは関わらないので、そこは完全に個人の資質に委ゆだねられるわけだが──。

　それを差し引いても、神に願いを叶えてもらえるスリアンヴォスは、人々の心を大きく魅み了りようする大会であった。

　しかしスリアンヴォスに参加するには、ある条件が課せられる。

　スリアンヴォスの前に開催される『事前大会モナーフエス』という大会に出場し、『推すい薦せん状』と呼ばれる紙を四枚獲かく得とくせねば、参加資格を得ることができないのだ。

　列に並ぶ者は、全員が事前大会モナーフエスの参加希望者──挑戦者ヴアンデラーと呼ばれる者たちだ。

　現在ここでは、事前大会モナーフエスの受付が行われている真っ最中であった。

　身みの丈たけほどもあろうかという、巨大な剣けんを背負った青年の戦士。先せん端たんに鮮あざやかな宝石が付いた杖つえを持つ、魔ま法ほう使つかいの女性。引ひき締しまった肉体の人物は、己の拳こぶしで戦う中年の拳けん闘とう士。足元に魔ま物ものを侍はべらせている、魔物使いの少年──。

　老若男女、職業もバラバラな者たちが並んでいるさまは、異様、かつ壮そう観かんでもあった。そんな挑戦者ヴアンデラーたちを、観光客たちが物もの珍めずらしげに眺ながめている。

「はぁ、緊きん張ちようしてきた……」

　その列に並ぶ一人の少年が、前の人の背中に向けて息を吐はき出した。

　短めの藍あい色いろの髪を持つ、十代の少年。名を、ディオス・ソマといった。

　拳闘士としての道着に身を包んではいるが、あまり強そうには見えない。

　前後を屈くつ強きような戦士に挟はさまれたディオスの体は、より貧弱そうに見えるのだった。

　突然、ディオスの後方からわあっ、という歓声が上がった。反射的に振り返るが、屈強な戦士の厚い胸板が見えるだけ。その戦士も、声につられて振り返っていた。

　ディオスは列から頭だけを出して後方を確認する。しかし列は円形の闘技場の形に沿うようになっており、ディオスの位置からその原因はよく見えない。観光客たちが盛り上がっていることを察するに、有名な挑戦者が列に加わったのだろうとディオスは推測した。

（どうか、そんな人と対戦することにはなりませんように……）

　後方の歓声を聞きながら、ディオスの緊張はさらに上昇するのだった。




　しばらく順調に列は進み続けていたが、突とつ然ぜんその動きが止まった。

　何かトラブルでもあったのだろう。割とよくあることなので、多くの参加希望者たちは動じない。例えば、参加する意思がない酔よっ払ぱらいが紛まぎれていたり──なんてことも少なくないのだ。

　しかし数分待っても動くことがない列に、次第に参加希望者たちから、疑問と不満の声が洩もれ始めていた。

　その列の先頭。カウンターの前で止まっているのは、ディオスだった。




　波の音をさらにうるさくしたような周囲のざわめきは、間ま違ちがいなく自分が原因であるとディオスは理解していた。しかしその周囲に、顔を向けている余よ裕ゆうは微み塵じんもない。

　ディオスは、この上もなく焦あせっていた。

　おそらく、今までの人生で二番目くらいに。

　ディオスの前には、カウンターを挟んで、長い髪を後ろできっちりと結わえた女性が座っている。いかにも「受付の女性です」と言わんばかりの清潔感あふれる女性は、不ふ審しんな目をディオスに向けていた。

「ええと、記入して頂いたエントリーシートには、職業欄らんに『拳闘士』と書かれているのですが……」

　ディオスは頷うなずく。カウンターの端でエントリーシートに個人情報を記入し、それをこの女性に渡わたしてからその場で身体検査を受ける、という手順だった。

　常時なら、簡単に終わる流れ作業。しかし受付の女性から、ディオスは既すでに何度も同じ問いをされていた。それでも、彼の答えは変わらない。

「はい。拳闘士です……」

「で、ですが身体検査では……あなたの職業は『神サ獣マ使ナいー』と判定が出ております……」

　受付の女性も眉まゆを寄せる。彼女も既に、何度も同じことをディオスに告げていた。しかしその顔には「納得できない」と大きく書かれている。

　神サ獣マ使ナいー。

　この世界において特別な意味を持つその職業は、ある制限が課せられているものである。

　女性しかなることができないのだ。

　これまでにも、例外は一切存在していない。神しん獣じゆうたちは雌めすばかり──という生態のせいなのか、それとも他に理由があるのか──。

　理由は不明だが、とにかく女性しかなることができない職業であった。

「だから、違ちがうって何度も言っているじゃないすか……。どう考えてもそっちの検査が間違ってるでしょ……。それとも、俺が女だと？」

「わ、私だって信じられませんよ。男の神サ獣マ使ナいーだなんて……！　でも、検査結果が──」

「あーもう……！　だから、その検査が間違っているんじゃないかって話なんですけど」

　先ほどからずっとこの調子で、一向に話は進展しない。後ろに並んで待っている人たちのイライラを背中で直じかに感じていたディオスは、早く終わってくれと心の底から思っていた。

「せ、先せん輩ぱい～……」

　受付の女性は救いを求めるかのように、隣となりの中年男性に視線を送る。中年男性も、大いに困惑していた。

「私も、にわかには信じられません……。男性の神サ獣マ使ナいーは、今までに存在したことがない。でも、検査が間違っているとは思えないのです……」

　参加者たちの身体検査は、全すべて彼が担っていた。いや、正確には、彼の持つ道具が。

　中年の男性は複雑な形状をした、金色の物体を持っていた。まるでトランペットのような物体の上部には大きなレンズがあり、そのレンズ越ごしに男性はディオスを見つめる。

「この道具は神──ガルフネーデ様のお力を直に受けた『神じん器ぎ』です。間違った判定をするとは到とう底てい思えません」

「いや、でも……」

　ディオスは、それ以上言葉を返すことができなかった。

　男性が持っているのは、レンズで覗のぞいた人物の『適性な職業』を判断することができる、特別な道具である。対象をレンズ越しに解かい析せきし、結果を色で表示する、という物だ。

　たとえば、戦士は赤、魔法使いは緑、魔物使いは紫むらさき──といった具合だ。

　ディオスの主張する拳闘士は、オレンジ。しかし男性がディオスに見せてきたレンズは、どう見ても桃もも色いろに染まっていた。これは神サ獣マ使ナいーの色だ。

　ガルフネーデの祝福を受けた道具は、この世に多く存在しているものではない。その希少価値から、オークションでは億の値段が付くこともあるという。

　その神の道具が、ディオスを『神サ獣マ使ナいー』と判定している。理由はわからないし納得もできない。だが、さすがに神を否定することは、ディオスにもできなかったのだ。

「でもやっぱり、俺が神サ獣マ使ナいーとか信じられない……。『いでよ、神獣』とか言って、神獣を召しよう喚かんできるわけじゃないし？」

　揶や揄ゆするかのように軽く言った、その瞬しゆん間かん。

　ディオスの周囲に、突とつ如じよとして円形の光が出現した。

「…………………へ？」

　目を点にして、その光を見つめるディオス。

　周囲の人々も、突如現れた光に驚きよう愕がくしている。

　そして──。

　円形の光から、四体の生き物たちが一いつ斉せいに飛び出してきた！

「うええええええ!?」

　ディオスは思わず大きな声を上げ、一歩後ずさる。周囲の人々も同様に、目を丸くしながら後退した。

「や、やったぁ！　召喚してもらえた！　私、光の神獣のレイナです。よろしくお願いします、ご主人様！」

　飛び出してくるなり、白い虎とらが嬉うれしそうに挨あい拶さつをした。

　虎といっても、肉にく食しよく獣じゆうのような威い厳げんは一切ない。頭身が低く全体的に丸いフォルムをしているので、ぬいぐるみと言っても差し支えないほど、愛らしい姿だ。

「チョリーッスご主人様。火の神獣のルヴィだよー」

　炎ほのおを彷ほう彿ふつとさせる模様が付いた、小さなヒヨコがそれに続き──。

「マリン……。水の神獣……」

　つぶらな瞳ひとみのクラゲも、覇は気きのない声を発した。

「草の神獣のエメロードです。よろしくお願いいたします、ご主人様」

　そして、額に宝石のようなものが付いた、色いろ鮮あざやかな蛇へび──。

　光の中から出てきた、自らのことを神獣と名乗った生き物たち。しかし神獣たちはディオスと目を合わさず、不思議そうに周囲を見回していた。

「あ、あれ？　ご主人様はどこだろう？」

「もしかして、あなたですか？」

　エメロードが近くにいた魔法使いの女性に尋たずねると、彼女は「ち、違います」と首を振ふって否定した後──。
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「そ、そちらの方が──」

　とおそるおそるディオスを指さした。神獣たちは、一斉にディオスを見上げた。

「…………男？」

　レイナと名乗った白い虎が、風に溶とけてしまいそうな声でポツリと呟つぶやいた。

「え、いや、信じらんない。本当に男なの？　神サ獣マ使ナいーは女性のはず。ありえない！」

　白い顔を青くしながら、レイナが絶ぜつ叫きようする。それは、他の神獣たちの総意でもあった。

「うええ!?　ヤババじゃん！　マジのマジにこの人？」

　ルヴィと名乗ったヒヨコはディオスの足元まで移動すると、興奮しながら見上げた。

「信じられないけど……この男の人から……召喚された時と同じ力……感じる……」

　ふよふよと浮きながら、マリンが死にかけの文鳥のようなテンションで答える。

「そうですね。間違いなさそうです」

　しゅるりとその場でとぐろを巻くエメロードは、キラキラした目でディオスを見つめた。

「うう……まさか本当に男の神サ獣マ使ナいーだなんて……」

　皆の言葉を聞いたレイナは、この世の終わりを前にしたかのようにうな垂れる。

「……ていうか、ちょい待って？　もしかして召喚されたの、ルヴィだけじゃなさげ？」

　ヒヨコは首をキョロキョロと回し、自分以外の神獣を見やった。

「そう……みたい……」

　マリンもつぶらな瞳で、他の神獣たちの顔を確認している。

「あらあら。神サ獣マ使ナいーが召喚できる神獣は、通常一体だけなはずなのですが。男性なことといい、これはなかなかに規格外なご主人様ですねえ」

　のんびりとした口調で、蛇のエメロードが面白そうに続けた。

　頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮かべながら、神獣たちがお互たがいの顔を見比べているその横で、ディオスはただ放心していた。

「……噓うそだろ……。これ、俺が召喚したの？　本当に、俺が……？」

「はい。間違いなく私は、ご主人様に召喚されましたよ」

　にっこりと、エメロードが穏おだやかに答えると──。

「うん、ルヴィもだよ」

「私も……確かに……」

「男なのが信じられないけれど、私も……」

　ルヴィ、マリン、レイナが続ける。ディオスは、自分の頰ほおを自分でつねってみた。

　……痛い。

「つまり、俺は本当に、神サ獣マ使ナいーってこと……？」

　一部始終を見ていたディオスの周囲の人たちが、神獣たちの姿を見て次第にざわめき始める。

「男の神サ獣マ使ナいー……噓だろ？」

「どういうことだよ、あれ」

「そもそも本当に、あれは神獣なのか？　魔ま物ものじゃなくて？」

「魔物じゃないだろ。言葉を喋しやべってる」

「た、確かに……」

　神獣と魔物との決定的な違い。それは、人語を喋るか否かにある。つまり言葉を喋った時点で、彼女たちが神獣だということは疑いようのない事実であるのだ。

　──男の神サ獣マ使ナいーが誕生した──。

　ざわめきは波は紋もんのように広がっていき、あっという間に大きなうねりへと変化した。

　周囲のただならぬ反応に気付いたディオスは、そこでようやく我に返る。

　どういう理由で、神獣が召喚できたのかはわからない。わからないが、自分がとんでもないことをしでかしてしまった──という自覚はあった。

　とにかく、今はこの場からさっさと引き上げなければ──。

　ディオスは再び受付の女性へと向き直る。彼女も「噓……え……夢……？」と、ディオスと似たような反応をしていた。

　隣の中年男性もまた呆ぼう然ぜんとしていたが、それでも彼は、今の自分の役割を何とか思い出したらしい。彼女の代わりに、動どう揺ようしながらもディオスに問うた。

「え、ええと……ディオス・ソマさん。事前大会モナーフエスには『神サ獣マ使ナいー』でエントリーということで、よろしいでしょうか……？」

「あ……はい…………。そ、それでいいです…………」

　消え入りそうな声で答えたディオスは、神獣たちをまとめてサッと抱かかえると、逃にげるようにして受付を後にするのだった。




　ディオスは神獣たちを抱えたまま、闘とう技ぎ場の南の広場に到とう着ちやくした。

　トルバ・マディナの形状そのままの円形の広場には、石いし畳だたみが綺き麗れいに敷しき詰つめられていた。中央には白の噴ふん水すいがあり、時おり思い出したかのように、空に向けて水を放っている。

　ディオスは噴水の周囲に設置されたベンチに腰こし掛かけると、深いため息を吐はいた。

「ご主人様、そろそろ苦しいです」

「私たちはぬいぐるみじゃないんだけど」

「そうそう。このままじゃルヴィ、潰つぶれちゃう」

「私も……変な型がつきそう……」

「あ……。ご、ごめん」

　次々と訴うつたえてくる神獣たち。ディオスは抱えていた神獣たちを、そっと地に下ろした。

　ディオスに解放された神獣たちは、それぞれに伸のびをする。そんな神獣たちを見つめながら、ディオスは再び自分の頰をつねった。

「やっぱり……夢じゃないんだな……」

　小さく呟いたディオスは、目の前に広がる現実をまだ受け入れられない。

　自分の適性は、己の拳こぶしで戦い抜ぬく拳けん闘とう士。

　疑う余地もなかった。なにより幼い頃ころからずっと、拳闘士の道場の子として育てられてきたのだから。

「まぁ確かに、拳闘士としての実力はなかったけどさぁ……」

　かといって、神サ獣マ使ナいーの適性があるはずがない。

　……なかったはずだ。ディオスは男だ。

　だから本当に、ディオスにはこの状じよう況きようが信じられなかったのだ。

「あらあらご主人様。私たちの存在は、夢でも幻まぼろしでもないですよ？」

「あ、いや……」

　しかしエメロードの言葉に反応したのは、ディオスだけではなかった。

「私もまだ、信じられない……」

　不ふ審しんな目でディオスを見つめるレイナ。その横で、ルヴィが「まぁまぁ」と小さな羽でレイナをぽんぽんと叩たたいた。

「ルヴィたちみんな召喚されたことは事実だし。ここはいっちょ受け入れちゃおーよ、レイにゃん？」

「か、勝手に変なあだ名をつけないでよ！」

「そう？　カワイイじゃん。マリンは目の雰ふん囲い気き的にマリぴっぴかな。エメロードはお姉さんって感じだから、エメ姉って呼ぶねー」

「わかった……」

「あらあら。お姉さんなんて、ちょっと照れてしまいますね」

「ところで……ご主人様の名前……まだ聞いてない……」

　マリンのつぶらな瞳を向けられたディオスは、確かに自己紹しよう介かいがまだだったことを思い出した。

「ディオス・ソマだ。……その、ご主人様って俺のことだよな？」

「うん……」

「そうか。貴族でもないのに、何だか照れるな……」

「だったら……お兄ちゃんって呼んでもいい……？」

「え？　いやまぁ、マリンがそう呼びたいなら別にいいけど……」

　クラゲにお兄ちゃんと呼ばれるのは、それはそれで不思議な気分になるのだが。嫌いやというほどではなかったので、ディオスは特に否定しなかった。

「ありがとう……お兄ちゃん……」

「あ、うん……。あの、みんなもよろしく」

「よろよろー。ディオっちね。ルヴィ覚えた」

「ディオっち？」

「うん、ディオっち。可愛かわいいっしょ」

　ルヴィは羽をパタパタとさせながら、上じよう機き嫌げんに答える。

「俺には『可愛い』は不要な気がするんだけど……」

　とはいえ、今は訂てい正せいを要求する──ということまで、ディオスは頭が回らなかった。

「ええと、俺、本当は拳闘士……だったはずなんだけど。なぜか君たちを召しよう喚かんできてしまって──。今、とても混乱している」

「お気持ち、お察しいたします。でも私たちを召喚できたことが、ご主人様が神サ獣マ使ナいーという何よりの証しよう拠こですよ」

　落ち着いた口調で語るエメロードを見ながら、彼女が神しん獣じゆうたちの中で一番頼たよりになるかもしれない──とディオスは思った。

　そんなことを考えるディオスの足元に、エメロードはスルスルと静かに近付く。

「うふふ。でも念のため、少し確認させていただきますね」

「えっ、な、何を？」

　うふふ、と静かに笑いながら、ディオスの脚あしに巻き付き、上へ上へと移動するエメロード。ディオスは蛇が特別苦手ということはないのだが、体を這はわれるとさすがに少しぞわっとしてしまった。しかし一体何が目的なのか──。

「のわあっ!?」

　突とつ然ぜん大声を出すディオス。あろうことか、エメロードはディオスの両足の付け根の部分を一周したのだ。

「いやいや、それってセクハラだから!?　セクハラ反対！」

「あらあら。女性が男装していたわけではなく、本当に男性の方のようですね」

「疑ってたのかよ!?」

「人間にはそういう趣味のお方もおられるみたいですし。まぁ、喉のどの出っ張りから本物だとは思っていましたけれど」

「それがわかっていたなら、わざわざ確認しなくても良かったよね!?」

　ディオスの抗こう議ぎにも、エメロードはうふふ、とにこやかに笑っているだけだ。

　とりあえず先ほどのエメロードに対する「一番頼りになるかも」という考えは撤てつ回かいした。むしろ危険な香かおりすらする。

「男の神サ獣マ使ナいーかあ。超ちようウケるし。他の神獣には絶対経験できないっしょ。大人になったら、オナ神たちにスーパー自じ慢まんしちゃう系」

「お、オナ神……？」

　ルヴィが発した謎なぞの単語の意味を、思わずディオスは聞き返してしまった。先ほどからのルヴィの会話を聞く限り、彼女の言語感覚はかなり独特だ。

「同じ神獣、みたいな？　神サ獣マ使ナいーに使役された仲間っていうか。そうでない神獣もいっぱいいるし？」

　全すべての神獣が、神サ獣マ使ナいーに召喚される存在ではないとルヴィは言う。

　確かに『魔ま法ほう使つかい』が扱あつかう魔法は精せい霊れいの力を借りているらしいが、その精霊たちを束ねているのが神獣──という話は、ディオスも拳闘士の修行時代に聞いたことがある。

「男の人……とても興味深い……」

　マリンはふよふよと浮うきながら、ディオスの周りを一周した。

　よくよく見てみると、彼女には口がない。一体どうやって言葉を発しているのか──という疑問が浮かぶが、そもそも陸にクラゲが浮いていること自体がありえないことなので、ディオスはそれ以上考えないことにした。

　神獣だから──。このひと言で片付く。

　そんな中、レイナだけが皆みんなの輪から外れ、怪け訝げんな視線をディオスへと送っていた。

「ど、どうした……？」

「だって……男だし……」

　レイナは不服そうに言うと、ぷいと顔を横に向けた。ディオスは困ったように頭を搔かく。

　確かに神獣にとっても、女性に召喚されることが当たり前だったはずだ。でも、こうもあからさまに嫌けん悪おの態度を取られると、それはそれで少し寂さびしい。

「もしかして、レイにゃんって男が苦手？」

「あ、当たり前じゃない！　今までこんなことなかったし！　ていうか、どうしてみんなは平気なの？」

「んー。だって、超面白いじゃん？」

「私も……たまにはこんなことがあっても……いいと思う……」

「私、以前から人間の男性に大変興味がありまして。今回召喚していただいた神サ獣マ使ナいーがご主人様で、とても興奮しております」

「みんな、変わりすぎだよ……。それとも私の感覚がおかしいの……？」

　神獣たちの返答に、レイナが脱だつ力りよくしながらため息を吐いた、その時だった。

「ん……？　何だか急に騒さわがしくなった？」

　広場にいた人々が、急にざわざわし始めた。

　ディオスは首をグルリと動かして、その原因を探るが──。

「……あ……」

　小さくひと言だけ洩もらし、そのまま硬こう直ちよくしてしまった。

「お、おい、見ろよ。あの男──」

「もしかして、前回のスリアンヴォスで準優勝した……」

「あぁ。あの風ふう貌ぼう、間ま違ちがいない。『破は壊かいの拳士』ラズミール──！」

「すげぇ……。でけぇ……」

　人々の視線の先には、背せ丈たけ二メートルはあろうかという、巨きよ大だいな男が歩いていた。拳闘士用の道着に身を包み、太い両りよう腕うでにはバンデージを巻いている。

　その巨きよ漢かんは人の波を割って、ディオスの許もとまでやって来たのだった。

「よう。ディオスじゃないか」

　ベンチに座るディオスを見下ろしながら、巨漢は口くちの端はしに笑みを浮かべた。

　ディオスは彼に声をかけられた瞬しゆん間かん、強こわ張ばっていた顔をさらに硬かたくした。

「……誰だれ？　このデカいの」

「……道場時代の先せん輩ぱい、ラズミールさんだよ。前回のスリアンヴォスで準優勝している、凄すごい実力者なんだ」

　小声で尋たずねるルヴィに、ディオスもまた小声で返す。

　十年に一度開かい催さいされる、異種格かく闘とう技ぎ大会、スリアンヴォス。

　優勝者は神に願いを叶かなえてもらえることから、スリアンヴォスには、世界中から様々な実力者が集結する。とある国で、英えい雄ゆうクラスの働きをした者の参加もあるほどだ。

　老若男女、確かな腕うでを持つ者ばかりが集まるスリアンヴォスは、まさに群ぐん雄ゆう割かつ拠きよと呼ぶにふさわしい大会であるのだ。

　その前回の大会で、準優勝したラズミール。拳こぶしであらゆる物を破壊する様子から、『破壊の拳士』との二つ名まで付けられていた。

　ラズミールはディオスの周囲の神獣たちを流し見ると、軽けい薄はくそうな笑みを浮かべた。

「さっきの受付での騒そう動どう、一部始終を見ていたぜ。神サ獣マ使ナいーになったんだってなあ？」

　ディオスはわずかに眉まゆを内に寄せる。まさか、彼にあれを見られていたとは──。

　そこでディオスは、列に並んでいた時のことを思い出し、ハッとする。列の後方で観光客たちが歓声を上げた理由。それは間違いなく、彼にあるのだろうと。

　試合の対戦相手として絶対に当たりたくない人物であるが、ディオスにとっては試合以外でも遭遇したくない人物であった。

「全まつたく、本当に笑わせてくれるぜ。拳けん闘とう士の道場の息子が、よりによって神サ獣マ使ナいーだとよ！　腰こし抜ぬけで腑ふ抜ぬけなお前には、むしろピッタリだな。天職が見つかって良かったじゃねえか！」

　大きな笑い声をあげるラズミール。ディオスの肩かたがピクリと小さく震ふるえるが、それでも彼は無言のままだ。

「しかし道場を出たお前が、こんな場所にいるなんて思ってもいなかったぜ。つまり、スリアンヴォスを目指しているってわけだよなあ？」

「あ、あはは……。それは……」

「……そうやってお前は、いつもヘラヘラと笑って誤ご魔ま化かすだけだ。俺は、お前のそういう態度が気にくわねえ。そう、お前の妹が行方不明になった時ですら──」

　瞬間、ディオスの目つきが変わった。昏くらく、それでいてナイフのように鋭するどいものへと。

「おお、なんだぁその目つきは？　俺に逆らうってのか？」

「いえ……。そんなことあるわけないじゃないっすか。俺が先輩に敵かなうわけないのに……」

　感情のない笑みを浮かべるその目には、既すでに先ほどの鋭さは消えていた。

「はっ。自分の実力をきちんと把は握あくしていることは良いことだ。何なら、昔のようにサンドバッグにしてやってもいいんだぜ？　お前弱いくせに、耐たい久きゆう力だけは無む駄だにあるからな」

「……ねえディオス。どうしてさっきから言い返さないのよ」

　レイナが苛いらだたしげにディオスに振ふり返かえる。他の神獣たちも、レイナと同じような怒ど気きを纏まとっていた。

「そうだよ。いくらスリアンヴォスで準優勝した実力者っていってもさぁ、言い方ってもんがあるっしょ。温厚で有名なルヴィも、さすがにマジカチレボリューションなんですけど？」

「神サ獣マ使ナいーを馬ば鹿かにする……許さない……」

「無駄なことをペラペラと喋しやべる男性は、私の好みではないですね」

　刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きを纏いながら、神獣たちが一いつ斉せいにラズミールを睨にらみつける。

「……おい。お前の神獣たち、口の利き方がなってねえみたいだが」

　スッと目を細め、ラズミールは低い声をディオスへと投げた。

「す、すみません！　なぁお前たち、頼たのむから──」

「いや……自重はしない……」

「そうです、ご主人様。ここまでご主人様のことを馬鹿にされて、黙だまってはいられません。ここは一つ、勝負を申し込みましょう」

「いやいや、絶対に無理だよ！　だって、先輩は前回のスリアンヴォスで準優勝してるんだぞ？　俺なんかが勝てるわけ──」

「勝てますよ？」

　にっこりと。そしてあっさりと、エメロードは言い切った。

「え、ちょっと？　みんな──？」

　焦あせるレイナの背後で、マリンは腕（触しよく手しゆ）をまくる仕草をした。

「うん……。こんな奴やつ……余よ裕ゆう……」

「パパッと終わる予感しかしないしー？」

「ほう、言ってくれるじゃねえか……。いいぜ。望み通り勝負してやろうじゃねえか、小動物どもが！」

　犬歯をむき出しにして吼ほえたラズミールが、拳を地に叩たたきつけた。

　ゴガッ──！

　激しい破壊音と共に、簡単に抉えぐれる石いし畳だたみ。

「や、やばっ──!?」

　目の前に小さなクレーターを作り出したラズミールに、掠かすれた声を出すディオス。まさに『破壊の拳士』の二つ名そのままの光景に、思わず身み震ぶるいする。

　ディオスの反応に、ラズミールが小さく笑った、その時──。

　神しん獣じゆうたちの体が、一斉に光に包まれた。

「なっ──!?」

　ディオスは目を疑った。そして広場にいた人々も、突とつ然ぜん発生した光に驚きよう愕がくしていた。気付いた時には、ディオスの前に三人の少女たちがズラリと並んでいた。

　状じよう況きよう的に、この少女たちは神獣なのだろう。それくらいは直感で理解した。だがあまりにも唐とう突とつな変化に、ディオスの脳の処理が追いつかない。魚のように口をパクパクさせることしかできなかった。

　それぞれ姿は異なっていたが、神獣の時の特とく徴ちようが残っているという点では同じだった。

　小さな鳥の羽が生えた、赤い髪かみの少女はルヴィか。神獣としての姿がヒヨコなのに、割と出るところが出ている体に驚愕した。見た目も、ディオスとあまり変わらない年ねん齢れいだと言われても納得してしまう。

　代わりに──と言って良いのかはわからないが、出るところが出ていない、なだらかな体のラインの持ち主は、マリンだった。背もルヴィよりも低い。というか、完全に子供だ。涼すずしげな海色の髪は短め。クラゲの時はつぶらな瞳ひとみだったのに、人間形態ではとても眠ねむそうな目をしている。

　そして、豊満な体を持つエメロード。彼女は胸を強調するように、胸の下で腕を組んだ。淡あわい緑の髪が豊かな胸の上で滑すべり、淫いん靡びな雰囲気を醸かもし出す。

　レイナだけが神獣の姿のまま、皆の変身にオロオロとしていた。

「…………？」

「ん、どしたのマリぴっぴ？」

「胸が……とてもドキドキしてる……」

　ほぼ水平な胸に手を当て、首を傾かしげるマリン。

「それはルヴィもだけど、単に今がテンアゲ状況だからじゃないかな？」

「そう……かも……？」

　そんな神獣たちの変身に驚おどろいたのは、ディオスだけではなかった。

「……そういや神獣は、戦う時は人間の姿になるんだっけか？　まぁ貧弱な女に変身したところで、俺に敵うわけねえだろうが」

「それは……どうかしら……」

　一番小こ柄がらなマリンが、そこで一歩進み出る。彼女の足元から水が滴したたり落ち、じわりと横に広がっていく。そして、マリンの姿がフッとかき消えた。

「おお。マリぴっぴが消えた」

　目を見開くラズミール。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後──。

「──ぐはっ!?」

　ラズミールの巨体の前に、突如、大きな水流が発生。水鉄砲のように放たれた水流は、ラズミールの体を大きく後方に吹っ飛ばした。

　まるで紙のように空を舞まう巨きよ体たい。そしてラズミールは派手な音を立て、石畳の上に背中から倒たおれた。

「……噓うそだろ？」

　見たことのないラズミールの姿に、ディオスはただ驚愕する。

　再び姿を現したマリンは両腕を前に突つき出だし、何かを撃うち放ったような格好をしていた。

「ぐ……！　ガキが──！」

　起き上がったラズミールはいきり立ち、マリンの許へ駆かけていく。その彼の足首が、突如背後から伸のびてきた何かに摑つかまれた。

「あらあら。大人おとな気げないですよ」

　エメロードの背から伸びた蔦つただ。

　蔦は高く上じよう昇しようし、ラズミールの体を宙ちゆう吊づりにする。

「ぐっ──！　てめえら、卑ひ怯きようだぞ！」

「心外です。これは、私たち神獣の正当な能力ですよ？」

　エメロードの背からさらに伸びた蔦が、宙吊り状態のラズミールに向かう。蔦は鋭い勢いで彼の顔を掠め、激しい音と共に地面に突き立った。

「な──!?」

　頰ほおに赤い線を浮うき上がらせながら、予想外な蔦の威い力りよくにラズミールは目を見開いた。

「私の蔦は、硬こう軟なん自由に変えることができるのです。……次は、どこを狙ねらいましょうか？　足？　それともお腹なか？」

　頰に手を当てながら、エメロードはうふふ、と柔やわらかな笑みを浮かべた。

「エメ姉の脅おどし、怖こわいって」

「あらあら、そうですか？」

「てことで、次はルヴィにパス」

「わかりました。ではどうぞ」

　エメロードがラズミールを縛しばっていた蔦を緩ゆるめると、たちまち彼は地面に落下した。

「てめえら……おちょくってくれるじゃねえか」

「ディオっちに謝ってよ」

「やなこった」

　ラズミールは立ち上がると唾つばを吐はき出し──。

「覚かく悟ごしろやゴルアアアアアア！」

　その体に似合わぬ猛もうスピードで、ルヴィに向かって駆ける。

「ルヴィ！」

　ラズミールの鬼き気き迫せまる雄お叫たけびに、たまらず叫さけぶディオス。だが、ルヴィは余裕の笑みを浮かべ、ただその場に立っていた。

　そして──。

「いっけええええ！」

　ルヴィが吼え、同時に片かた腕うでをラズミールに向けて突き出す。ルヴィの掌てのひらから、赤い光がほとばしった直後。広場に、炎ほのおの花が咲さいた。

　芸術性さえ感じられる炎の花に、皆みんなは一瞬目を奪うばわれる。が、数秒も待たぬ間に、炎の花は轟ごう音おんを響ひびかせ、ラズミールの頭の上で散った。

　たちまち広場一面は、煙けむりに覆おおわれる。

「ま、スリアンヴォスに出場したことがあるんなら、これくらいでは死なないっしょ」

　パンパンと手を払いながら、軽く告げるルヴィ。薄うすれゆく煙の中から現れたのは、地に倒れ伏ふすラズミールの姿だった。

「ちく……しょう……」

　ひと言だけこぼしてから、彼はガクリと頭を落とし、気を失うのだった。

　興きよう味み津しん々しんにディオスたちを取り囲んでいた人々は、一連の流れにしばし呆ぼう然ぜんとしていたのだが──。

「おおおお!?　すげえぞ、姉ちゃんたち！」

「スリアンヴォスの準優勝者をあんなに簡単に……！　あれが神獣！」

　そこで一斉に拍はく手しゆと歓かん声せいを送った。

「でも、ちょっと待て……。あの神サ獣マ使ナいー、男じゃないか……？」

「た、確かに」

「それに、一体だけじゃないっぽい」

「どういうことなんだ……？」

　神獣たちに送られていた歓声は、次第にディオスに対するざわめきへと変わっていく。闘とう技ぎ場での受付の時と、同じような状況になってしまった。

　まずい。既すでに見世物のようになってしまっている──。

　ディオスはすぐに神獣たちを呼び寄せると、野次馬たちに向けて軽く頭を下げた。

「す、すみません、お騒さわがせしましたっ！　行くぞ、お前たち！」

　そして猛ダッシュで広場を後にする。

「あ、待ってよディオっち！」

「置いて行かないでください、ご主人様！」

　慌あわててディオスの後を追いかける神獣たち。

　通りを駆け抜ぬけるディオスの顔は、この上もなく高こう揚ようしていた。

「あの先せん輩ぱいを、こんな簡単に……。これはもしかして──いけるかも……」

　推すい薦せん状の獲かく得とくだけでなく、スリアンヴォスでの優勝さえも──。

　ダメ元で、それでも僅わずかな希望をかけて、ディオスは事前大会モナーフエスにエントリーをしていた。

　だが、この神獣たちの力を使えば……。

　遠い遠い目標だった『神に願いを叶かなえて貰もらうこと』が、ここにきて一気にディオスの中で現実味を増していくのだった。




　トルバ・マディナの街に続く街道の脇わきには、広い平原が広がっている。

　その風吹き抜ける平原の一角に、ディオスと神しん獣じゆうたちはいた。

　なぜ、彼らは街の外に出たのか──。

　先ほどのラズミールとの勝負において、レイナだけが何も能力を使うことなく終しゆう了りようしてしまったからだった。

「ごっめーん。レイにゃんの能力を披ひ露ろうさせる前にあいつボコっちゃって」

　とルヴィが言ったことから察するに、彼女たちはレイナがオロオロとしていたことに気付いていなかったらしい。ディオスはレイナの態度に何か引っかかりつつも、

「でも確かに、レイナの能力も見ておきたいな……」

　と思ったのも事実なので、ここまでやって来たというわけだ。

「『男の神サ獣マ使ナいー』が誕生した」という、人々の好こう奇きの視線から逃のがれるため……というのも、ディオスが街の外に出た大きな理由ではあったのだが。

　そういうわけで、レイナも街を出て早々、人間形態へ姿を変えていた。

　レイナの人間形態は、他ほかの神獣たちと同様に、神獣の時の特徴が残っている姿であった。

　白い髪の頭部には、猫ねこ耳ならぬ虎とら耳が付ふ随ずいしていた。尻しりの付け根からは、白い虎の尻尾しつぽが伸びている。

　その人間形態のレイナは、現在とある魔ま物ものと対たい峙じしていた。

　ゼリー状の体に、小さな蝙こう蝠もりの羽が生えた魔物。

　そこらの猫より一回り大きいその魔物は、ジェリー・バトと呼ばれる魔物だった。

　魔物の中では最弱であることから、挑戦者ヴアンデラーたちがまず力試しをするのは、この魔物である。たまに武器の切れ味を試すためだけに狩かられることもある、悲しい運命を背負った魔物だ。今からディオスたちがやろうとしているのも、それと大差ないのだが。

　羽はあるが、空を飛ぶことはできない。正直なところ、ただのアクセサリーだ。役に立たない事こと柄がらを「ジェリー・バトの羽かよ」と言って揶や揄ゆする言葉も存在するほどである。

　そんな最弱の魔物と対峙しているレイナは、しかしとても自信なさげな顔をしていた。

「さあ、レイナ！　お前の力を見せてくれ！」

　ビシリ！　とジェリー・バトを指さし、ディオスは力強くレイナに告げる。

　どうやら先ほどの神獣たちの圧あつ倒とう的な強さを見たことで、気持ちが振ふり切れたらしい。

　しかしレイナはディオスの指示には従わず、眉み間けんに皺しわを寄せているばかりだ。

　先に痺しびれを切らしたのは、ジェリー・バトだった。レイナに向けて突とつ進しんを開始する。

　足のないゼリー状の体だというのに、どういう原理なのか、その動きは意外にも速い。

「うにゃあっ!?」

　悲鳴を上げながら、慌てて横に跳とんで避よけるレイナ。心なしか目が潤うるんでいる。

「落ち着けレイナ。神獣の力がお前にもあるんだろう？」

「で、でも──」

　振り返るレイナだが、ディオスの力強い、かつ曇くもりのない目を見て「うっ……」と言葉を詰つまらせる。

「もう……。こうなったらヤケなんだから！」

　レイナの全身が、淡あわい光を発し始める。光に怯ひるんだのか、ジェリー・バトの動きが止まった。警けい戒かいしているようだ。

　レイナはそのまま光り続けている。息を吞のんで見守る、ディオスと神獣たち。出方を窺うかがっているジェリー・バト。

　尚なおも光り続けるレイナ。拳こぶしを握にぎり、ディオスは見守っている。

　ひたすら光り続けるレイナ。動かないジェリー・バト──。

　光の量は、少しずつ小さくなっていく。

　夜の帳とばりを照らすには物足りないが、就しゆう寝しん前に見る光としては適切であろう、光の量に。

「…………」

[image: ]

「…………」

『…………』

　何か勘かん付づいたのか、全員が微び妙みような雰ふん囲い気きを醸かもし出しつつも、言葉はない。いや、元々ジェリー・バトは喋しやべらないのだが。

「あの……さ……もしかして……だけどさ」

　拳を握り身を乗り出した体勢のまま、おずおずとディオスが切り出す。

「それ……光るだけ……？」

　ディオスの疑問の答えは、言葉では返ってこなかった。この場合、言葉は不要であったと言うべきか。

　涙なみだ目めでディオスに振り返るレイナの姿が、何よりも雄ゆう弁べんに物語っていたのだから。




　結局ジェリー・バトは、エメロードが蔦つたの鞭むちを軽く振るっただけで終了した。

　光の粒りゆう子しとなって消えゆくジェリー・バトの前で、レイナは涙目のままふるふると体を震ふるわせ、その場に固まっている。

「ええと……」

　どう声をかけようかと、ディオスが無意味に手を握ったり開いたりしていた次の瞬しゆん間かん、レイナは勢いよく振り返った。

「ええ、そうよ！　私は弱いわよ！　悪かったわね！」

　レイナの絶ぜつ叫きようが、空に虚むなしく溶とけていく。

「……その、何か、ごめん……」

「謝らなくていいわよ。どうせ、私が弱いのが悪いんだし……」

　急にしおらしくなったレイナは、その場にしゃがみ、指先で地面に丸を描かきだした。

「いや、でも──」

「ていうか、そもそもみんな強すぎでしょ……。あんなの見せられた後じゃあ、惨みじめなだけじゃない……」

「お、おーい？」

　レイナが描く丸の数は、どんどん増えていく。

「何で同じ神獣なのに、こんなに個体差があるのよ……。これに関してはガルフネーデ様にひと言もの申すわ……。もっと能力は平等であるべきよ……」

「れ、レイナさん……」

　ディオスの声に応えることなく、レイナはただひたすら丸を描き続ける。

「私も……強くなりたい……」

「だったら、これから強くなればいいんじゃないかな？」

　レイナの虎耳がピクリと動いた。

「え──？」

　ディオスを見上げる顔は、なぜか疑問に満みち溢あふれている。

「だから、これから強くなろうよ」

　ディオスは、同じことを繰くり返し告げた。

「俺も、拳けん闘とう士としては全然強くなかったからさ……。レイナのことを馬ば鹿かになんてできないし、するつもりもない。だから、これから強くなろう？　そして、俺と一いつ緒しよにスリアンヴォスに出てくれないかな？　……頼たのむよ」

「…………」

　先ほどよりも穏おだやかなものになったとはいえ、それでもレイナの眉間には、まだ皺が数本寄っていた。

「そういえば……お兄ちゃんはどうして……スリアンヴォスを目指しているの……？」

　微妙な空気を変えるかのように、突とつ然ぜんマリンがディオスに聞く。

「そうだな……。あわよくば願いを叶えて貰えたらいいなっていう、一種の夢……かな」

「夢で、スリアンヴォスに挑いどむつもりだったの？　世界中から猛も者さが集まる大会なのに？」

　レイナの言葉に、しかしディオスは腹を立てるでもなく頰ほおを搔かいた。

「まぁ、そういうことになるかな……」

「別にいいんじゃないー？　そういうのも面白そうじゃん」

　軽いノリで言うルヴィに、レイナは「へ？　そんなのでいいの？」と振り返る。

「そうですね。参加しなければそもそも優勝もありませんし」

「大だい丈じよう夫ぶ……。私……お兄ちゃんを優勝に導くから……」

「うふふ。私もご主人様のためなら頑がん張ばりますよ？」

「あ、ルヴィもルヴィもー。てことでほら、レイにゃんも一緒にがんばろー！　おー！」

　ルヴィはレイナの手首を摑つかみ、無理やり腕うでを高く掲かかげた。

「え……あ……うん……」

「みんな、ありがとう」

　ディオスはそんな神獣たちの反応に、静かに感激するのだった。




　ディオスたちは、街の大きな通りの一角にいた。

　事前大会モナーフエスに合わせて出店した露ろ店てんがズラリと並び、多くの人々が行き交っている。

　ディオスに関する噂うわさはまだこの通りまでは広がっていないらしく、今のところ姿を見られても騒さわがれはしない。

「というわけでぇ、『ディオっちとレイにゃんの仲を深めよう作戦』の開かい催さいを、ここに宣言しまーす。はい、拍はく手しゆー！」

　ルヴィの号令の後に、マリンとエメロードの拍手の音が鳴なり響ひびく。

　その横で、ディオスは目を点にして突つっ立たっていた。

「どうしてそういう流れになるのか、さっぱり意味がわからないんだが……」

　ここは少しでもレイナを強くするために、何か特訓をするべきではないのか──と考えていたディオス。しかしルヴィが「今から遊ぶぞ」と言っているようにしか思えなかったので、ディオスは思わず眉間に皺を寄せてしまったのだった。

　そんなディオスに対し、ルヴィは「チチチ」と指を軽く左右に振ってみせた。

「ディオっちの考えてることはお見通し。ルヴィたち神獣が強くなるにはね、互たがいの『絆きずな』を深める必要があるんだよー」

「絆……？」

　ルヴィの説明に、なぜかそこでレイナがぷいと横を向いた。

「はい、絆です。私たち神獣は、召しよう喚かんしてくださった神サ獣マ使ナいーと心を通わせることで、強くなっていくのですよ」

「仲良く……なる……」

　エメロードとマリンが説明を補足する。ディオスは神しん獣じゆうたちの説明に、大層驚おどろいていた。

「そうなのか。やっぱり神獣って、かなり特とく殊しゆな生態なんだなあ……」

「まあねー」

「でも、みんなの能力って既すでに結構高いよな？　みんな同じタイミングで召喚したから、条件はレイナと一緒なはずだけど」

「まぁ、そういうこともあるよね、的な？」

　要は、素質だと。ディオスはそう解かい釈しやくした。

　そこで、レイナと目が合った。

「えっと……」

「いちいち見ないでよ……。別の人に召喚された時も、すぐに追い返されてしまったほどだし……」

「別の人？」

「あぁ、ご主人様は神サ獣マ使ナいーになったばかりだからご存じないのですね。基本的に神サ獣マ使ナいーは、最初に召喚した神獣とずっと行動を共にするのが常識なのですが──」

「ごくたまに、追い返してくる人もいるんだよねー」

「追い返される……とても……傷つく……」

「そうなのか……」

「わかったでしょ？　私はこれまでに何回も追い返されている。それほど、能力が弱いのよ……」

「まぁだから、強くなろうよって話なんだけど」

「……でも……」

「それともやっぱり、レイナは強くなりたくない？」

「そんなことない。私だって、神獣として強くなりたい気持ちはある……。でも、ディオスは男だし……」

　レイナの語ご尾びがごにょごにょと小さくなっていく。

　今まで、女性しか存在していなかった神サ獣マ使ナいー。そういうわけで、レイナが男に対して苦手意識を持っているのは、何らおかしいことではなかった──のだが。

「まあまあレイナさん、そう言わずに。よく考えてみてください。男の人ですよ？　とても興奮するではありませんか……」

　頰に手を当ててうっとりするエメロードの背中から、シュルシュルと蔦が数本伸のびてきた。その蔦は、みるみるうちにエメロードの体に巻き付いていく。

　蔦はエメロードの体にきつく絡からみ付き、彼女の豊満な体をさらに強調させた。

「ええっ!?　何か縛しばられてるけど大丈夫!?」

「うふふ、ご心配なくご主人様。私は興奮してしまうと、自分で自分を縛ってしまう体質なだけですから」

「ヤバいなそれ!?　ていうか、何で興奮してんの!?」

「それは……ご主人様と色々と高め合うことを想像してしまって……！　あぁっ！」

　そこでエメロードはさらに蔦をきつく縛り、身み悶もだえた。

「エメロード……とても独特……」

「だよねー。突き抜ぬけすぎっしょ」

「いや、お前らも結構なもんだぞ……？」

　思わずマリンとルヴィにツッコんでしまったディオスだが、二体の神獣はまったく自覚がなかったのか、「またまたぁ」といった生暖かい目をするだけで、軽く流されてしまった。

「それはともかく、さっきの話の続きね。要するに、ディオっちとレイにゃん、今からデートしてきなよ、ってこと」

「うにゃっ!?　ででででデート!?」

　声を裏返すレイナに、ルヴィは「そう」と笑顔を向けた。

「ディオっちと仲良くなれば、レイにゃんの能力も強くなる。万々歳じゃん？」

「そ、それは確かにそうだけど……」

　レイナは俯うつむき、モジモジとしている。心なしか顔も赤い。

「よし、そういうことならレイナ。早速行くとするか」

「え、でも……」

「早く……行く……。事前大会モナーフエスまで……あと数日……。時間……もったいないよ……？」

　マリンに背中を押され、レイナは渋しぶ々しぶとディオスと歩き出すのだった。




　ディオスとレイナの二人は、絶ぜつ妙みような距きよ離りを保って並んだまま、通りを歩いていく。

（流れであぁは言ってしまったものの、デートって、何をどうすればいいんだ……）

　今まで、女性とはまったく無む縁えんの生活を送ってきたディオス。

　レイナを強くするため──とつい軽く了りよう承しようしたものの、一体何をすればいいのかわからず、ディオスはほとほと困り果てていた。

　それに加え、デートを開始してから、レイナとひと言も喋しやべっていなかった。

　レイナが発している「男は苦手」というオーラを、ディオスはひしひしと感じていたのだ。非常に話しかけづらい雰ふん囲い気きである。

　レイナの顔が仄ほのかに赤いのは、おそらく緊きん張ちようのせいだろう。歩き方もギシギシとしているから、間ま違ちがいない。とはいえ、このまま歩くだけで終わるわけにもいかない。

　どうにかして、レイナとの絆を深めなければ──。

　そんなことを考えながら、とある露ろ店てんの前を通りかかった時だった。

「……ん？」

　ディオスの目は、ある物に釘くぎ付づけになっていた。

「あら、お兄さん。お一つどうです？」

　露店のお姉さんが、にこやかな営業スマイルをディオスへと向けた。

　そこに展開されている品物を見たレイナは、ヒクリと口くちの端はしを上げてしまった。しかし、ディオスはそれに気付かない。

「おお……とても可愛かわいらしいですね」

「でしょ？　どれも、今の流行の最さい先せん端たんなんですよ」

　そう言ってお姉さんは、目の前の商品の一つを手に取り、ディオスに見せた。

　それは、赤ちゃん用かと思えるような、とても小さな服だった。ただ、手を出すための穴が四つも空いている。

「今、ワンちゃんと猫ねこちゃんにお洒落しやれな服を着せるのが、世界中で大流行しているの」

「へえ、そうなんですね」

　ディオスはチラリとレイナを見る。レイナは黄色い布地にレースが付いた服を手に取り、「猫用……」と無表情で小さく呟つぶやいていた。

「ところでお兄さんが飼っているのは、ワンちゃん？　それとも猫ちゃん？」

「あ、猫です」

　即そく答とうしたディオスに、思わずレイナは振ふり返かえる。ディオスは爽さわやかな笑顔をレイナに向け「気に入ったのを選んでくれ」とサムズアップをした。

「私は猫じゃないわよおおおおおおッ!?」

「はぐっ!?」

　レイナの拳こぶしが、ディオスの鳩みぞ尾おちにめり込んだのだった。




　レイナの機き嫌げんを損ねてしまったことで、二人を見守っていた神獣たちが即そく座ざにディオスを招集。緊きん急きゆう審しん議ぎが開かれていた。

「ディオっち……。あれはちょっとないわ……」

「私も……援えん護ご不可……」

「そ、そうか。可愛い服だと思ったんだけどな……」

　神獣たちからダメ出しを受け、ディオスはすっかり意い気き消しよう沈ちんしてしまった。

　少し離はなれた場所で待機しているレイナはまだ怒おこっているのか、あれから目を合わそうとしてくれないし、口もきいてくれない。

　乙女おとめ心ごころというか神しん獣じゆう心ごころというか──。なかなかに複雑で理解しにくいものだと、改めてディオスは思うのだった。

「デートって難しいな……」

「最初はとにかく……楽しく過ごせればいいと思う……？」

「そこは疑問形じゃなくて断定してくれよ」

「というわけで、第二ラウンドいってみよー」

「次は頑がん張ばってください、ご主人様」

「はい……」

　神獣たちに背中を押されながら、ディオスはまたレイナの元へと向かうのだった。




　再びレイナと共に、街の中を歩くディオス。二人の距離は、先ほどより少し開いてしまっていた。

（頑張るとは言ったものの、どうすればいいのか──）

「お兄さんお兄さん。ちょっとどうだい？」

　考えながら歩いていると、またしても露店の人から声をかけられた。

　その露店には、他の露店と違ちがい商品が並んでいない。代わりに浅い大きな水すい槽そうがあり、その中には黒い魚がたくさん泳いでいた。

「ええと、魚屋さん……？」

「いや、違うんだなこれが。魚を使った催もよおしだ。制限時間内に魚を捕つかまえる。捕まえた魚の数によって景品をプレゼント、ってわけだ」

　店主の説明を聞いて、レイナも興味を示したらしい。水槽の中でゆったりと泳ぎ回る魚たちを、物もの珍めずらしげに眺ながめている。

「へえ……。面白そうだし、ちょっとやってみようかな」

「捕まえられるの？」

「俺だって拳けん闘とう士としての修行をしてきたんだ。瞬しゆん発ぱつ力りよくにはちょっと自信あるよ？」

　ディオスは参加料を店主に払はらってから腕うでをまくった。

「まいど。制限時間は十秒だ」

「えっ、十秒!?　短いな！」

「始め！」

「うええっ!?」

　有無を言わさぬ店主の号令に、ディオスは焦あせりながら水槽に手を突つっ込こんだ。

「一、二、三、四──」

　魚の死角を取るように、尾おびれ側を攻せめるディオス。しかし、魚の動きが想像以上に速い。先ほどゆったりと泳いでいた時とは、比べものにならない。

「五、六、七、八──」

　何とか魚に手をかけることに成功。

　──が、表面がとてもぬるぬるとしている。ディオスの手からスルリと抜けた魚は、驚おどろいたかのように大きく水面を跳はねた。

「うわっぷ!?」

　バシャリと、水しぶきがディオスの顔を直ちよく撃げきする。

「九、十！　はい残念ー」

「…………」

　結局、一いつ匹ぴきも捕まえられないまま終しゆう了りよう。ディオスの顔が、びしょびしょになっただけであった。

「……冷たい」

「──ぷっ」

　ポタポタと顔から水を滴したたらせるディオスを見つめていたレイナが、突とつ然ぜん小さく噴ふき出した。

「わ、笑うなよ……」

「くくっ、だって──あはははは！」

　ついには、お腹を抱かかえて笑い出してしまった。

　しばらく後頭部を無意味に搔かいていたディオスだったが、レイナの笑顔に次第につられていく。

「良かった……。ちゃんとレイナも笑えるんだな」

「へにゃっ!?　ど、どういう意味よ？」

「いや、だって。召しよう喚かんしてからずっとムスッとしてたからさ……。そんなに可愛く笑えるんだと思って」

「ななな何言ってんの!?　か、可愛くなんてないし！」

　そっぽを向いたレイナの顔は、あからさまに赤い。そして彼女の尻尾しつぽも、嬉うれしそうに上に立っていた。

「兄ちゃんたち。そういうのはおっちゃんのいない所でやってくれ？」

　店主に苦笑いで言われてしまい、ディオスとレイナは慌あわてて露店から離れるのだった。




「何だか……良い感じだった……」

　他の神しん獣じゆうと合流したディオスたち。レイナ以外は笑みを浮うかべている。

「うんうん。実にデートって感じだったし」

「そ、そうか？」

「はい。そしてこの後のことなのですが、ここは共鳴術テグヴエルトを利用して、さらに絆きずなを深めてみるというのはどうでしょう？」

「てっ、共鳴術テグヴエルト!?　む、無理無理無理無理！」

　エメロードが口にした単語に、レイナが異様な反応を見せた。顔を真っ赤に染めながら後ずさっていく。

「何だ、その──テグボルト？　ってやつは」

「共鳴術テグヴエルト、です。ご主人様。とても簡単に申しますと、私たちの体に直じかに触ふれてスキンシップをはかることです」

「でも……共鳴術テグヴエルトは……嫌いやがる神獣に無理やりやっても……逆効果では……」

　眉まゆを下げるマリンに、エメロードも「そうでした……」と肩かたを落とす。

「ええと、俺にもわかるように説明してほしいんだけど」

　ディオスの要求に、しかし神獣たちは顔を見合わせた。

「んー、どうしよう？」

「ここは……私たちで……一度共鳴術テグヴエルトを……やってもらうというのは……」

　マリンの提案に、エメロードとルヴィの顔が途と端たんに明るくなった。

「あぁ、それが良いかもしれませんね！　私たちもさらに能力を強化できますし。その共鳴術テグヴエルトを見ていたら、レイナさんもご主人様との絆を深めたくなるかもしれませんし！　まさに一石二鳥です！」

「そ、それはないから!?」

「いひひ、わかんないよー？」

「ということで、ひとまず人目に付かない場所に移動しましょう、ご主人様」

「え？　う、うん……？」

　勝手に盛り上がり話を進める神獣たちに、とりあえずディオスは従うしかないのだった。




　人ひと気けのない場所を求め、トルバ・マディナの街を彷徨さまようディオス。

　目立つことを避さけるため、神獣たちも今は元の姿に戻もどり、ディオスの体に乗っていた。

　頭の上にはルヴィ。肩にはレイナ。右みぎ腕うでにはマリンが触しよく手しゆを使って巻き付き、左腕にはエメロードが巻き付いている。

　これはこれで目立ってはいる。が、広場での戦いの時に人間形態を多くの人に覚えられていることを考こう慮りよし、あえてこの状態を選んだのだ。

　神獣たちが全員ディオスの体に乗っているのは、単純に皆みんな小さいからだった。特にルヴィの移動速度に合わせていると、それこそ日が沈しずんでしまう。

　黙もく々もくと、ひたすら歩き続けるディオス。やがて、魔ま物ものからの襲しゆう撃げきを避けるための外がい壁へきが見えてきた。いつの間にかディオスたちは、街の外れまでやって来ていたのだ。

　外壁に沿うように、大きな木がいくつも並んでいる。街の中心部の喧けん噪そうが噓うそのように、ここは静せい寂じやくに包まれていた。

「とりあえず、この辺りなら人ひと気けはないみたいだけど……。そもそもどうして、こんな場所を探してたんだ？」

「それは、共鳴術テグヴエルトの時って、ルヴィたち無防備になっちゃうからー」

「あまり人に……見られたくない……」

「そういうものなんだ……」

「猫ねこだって、自分のお腹なかを見せるのは心からくつろいでる時だけじゃん？　ねえ、レイにゃん？」

「だ、だから私は猫じゃないってば！」

「うふふ。ご主人様、それでは早速、共鳴術テグヴエルトをするといたしましょう」

　ディオスの体から飛び下りた神獣たちは、そこでディオスを見上げた。

「ではまず、私の体を撫なでてください」

「えっと、うん……」

　言われた通り、エメロードの細い体を撫でるディオス。整った鱗うろこは、少しひんやりとしている。

「それから、どうするんだ？」

　問いかけるが、エメロードからの返事がない。

「エメロード？」

「え……あれ……？」

　なぜか、エメロードは酷ひどく戸と惑まどっていた。

「どうした？」

「何も……起こらない……？」

　呆ぼう然ぜんとするエメロード。ディオスには意味がわからない。

「ね、ねえディオっち。次はルヴィを撫でてみて」

「……？　わかった」

　ディオスは要求通り、今度はルヴィの頭にそっと指を置く。

　小さなルヴィの頭を、指で優しく撫でるディオス。しばらく同じ動作を繰くり返かえすが、ルヴィもまた、エメロードと同じような顔になってしまった。

「噓？　マジで何も起こらないし……。どういうこと、コレ？」

「じゃあ……今度は私が……」

　ディオスはルヴィから離はなれると、ふよふよと浮いているマリンの頭に手を乗せた。

　ツルリとした、それでいて柔やわらかいマリンの独特の感かん触しよく。

「本当だ……。反応がない……」

「な、なあ。さっきから何も起こらないとか言っているけど、どういう意味なんだ？」

　神獣たちは、一いつ斉せいに困こん惑わくした表情でディオスを見つめる。マリンだけは、感情の窺うかがえないつぶらな瞳ひとみのままだったが。

「本当は……神サ獣マ使ナいーに撫でてもらうと……私たちの体が光る……」

「そして、私たちの中で力の上じよう昇しようを感じることができるはずなのですが──」

「ディオっちに触さわられても、光らないうえに、何も感じないんだよねー……」

　おかしい──と首を捻ひねる神獣たち。

「それはディオスが、男だからじゃないの……？」

　ポツリと呟つぶやいたレイナに、全員が一斉に振ふり返った。

「そう……かも……」

「たぶんそれだよレイにゃん！　ディオっちは色々と規格外だから、たぶんそれ！」

「とはいえ、共鳴術テグヴエルトがまったく使えないというのは、少し困りましたね……」

「まだ……わかんない……。もしかしたら、何か別の……」

　言葉の途と中ちゆうで、マリンは何かに気付いたようにピタリと動きを止める。そして次の瞬しゆん間かん、彼女は人間形態へと姿を変えていた。

「マリン？」

「お兄ちゃん……。この状態で……私を撫でてみて……」

　マリンは眠ねむそうな目でディオスを見上げる。

「え？　あぁ、わかった」

　ディオスは水色の頭にそっと手を添そえ、よしよしと撫でてみた。

「──っ！」

　今まで表情の乏とぼしかったマリンだが、そこで初めて眉み間けんが内に寄る。

　そして、感じた。ディオスの中に、何かの力が流れ込んでくるのを。

　まるで水のように透とう明めい感かんのある力が、ディオスの全身を駆かけ巡めぐっていく。

「こ、これは──!?」

　自身の中に渦うず巻まく感覚に、ディオスもたまらず声を上げていた。

　ディオスとマリンの反応に、神獣たちは目を見開いた。

「つまりご主人様との共鳴術テグヴエルトは、人間形態でないと効果がないということなのですね！」

「なるなる。さすがディオっちだわ。色々と神獣の常識が通じないねー。それにしても、よく思いついたねマリぴっぴ」

「最初に人間形態になった時……なぜか……とてもドキドキしたから……」

「あー……確かにそうだったかも」

　言いながら、エメロードとルヴィも人間形態へと姿を変えた。

　ただでさえ戸惑っていたレイナだけが、顔を赤くしながらあわあわと震ふるえていた。

　ディオスはそのまま、マリンの短い髪かみをそっと指で梳すいた。しっとりとした感触は、絹の上に指を滑すべらせているようでとても心地好よい。

　しばらく繰り返していると、マリンの眠そうな目がさらにトロンとしてきた。

「お兄ちゃんの手……気持ち良い……」

　だが、マリンから感じる力が少しずつ弱くなっていく。

　これで、共鳴術テグヴエルトは終わりなのか──。

　そう考えたディオスの手を、マリンがきゅっと摑つかんだ。

「へ？」

「同じ場所……触れ続けるより……色々な場所……触って……」

　マリンはディオスの手を、自分の首筋に置く。ひんやりと冷たく、そしてすべすべとした感触に、ディオスは口の中で小さく悲鳴を上げた。

『ひんやり』の理由はすぐにわかった。まるでバケツの水を浴びたかのように、マリンの体が濡ぬれているのだ。

「私、力が高まると……全身が濡れるから……」

　ディオスの疑問を察したらしく、マリンは少し息を荒あららげながら答えた。

「なるほど、水の神しん獣じゆうだけあるな……」

　ディオスは感心を装いながら、マリンから目を逸そらした。

　濡れたことにより、マリンの薄うすい服が透すけてしまっていたのだ。なだらかな──まだまだ青い果実と表現するべき体がうっすらと透けて見えるさまは、とにかく背徳感が凄すごかった。

　目を逸らしたディオスの手が、マリンの肩から二にの腕うでまで滑り落ちる。しまった──と焦あせるディオスの手を、マリンが素早く摑み、固定する。

　枯かれ木きの枝のように折れてしまいそうな細い腕は、それでもちゃんと柔らかさを持っていた。ディオスは不思議でならなかった。自分の腕と女の子の腕とでは、こうも違ちがうものなのかと。

　──と、急激にマリンから流れてくる力が大きくなる。

　マリンがディオスの手を、今度はその薄い胸に持っていったからだ。

「ええっ──!?　い、いや、マリン！　そ、それはっ──！」

「あっ……お兄ちゃん……力、すごい……」

　ディオスの掌てのひらに伝わる感触は、小さい。

　……小さいけれど、確かに柔らかさを伴ともなっていて。

　さらにマリンの全身から、水が滴したたり落ちていく。既すでに彼女の足下には、水たまりができてしまっているほどだった。

「ひゃぁ……」

　小さな悲鳴を上げたのはレイナだ。マリンの大だい胆たんすぎる行動は、彼女にとっても刺し激げきが強すぎたのだ。肉球を目に当て、真っ赤になっている。

　この状じよう況きよう、とてもヤバイ気がする──。

　ディオスの額から嫌いやな汗あせが滲にじみ出でる。でもなぜか、ディオスは手を離すことができない。

　マリンは歯を食くい縛しばる。マリンは力の高まりと比例して、恍こう惚こつも誘さそわれていた。彼女は、自身の内で渦巻く激しい力に耐たえているのだ。それでも声を抑おさえているのは、彼女の性格ゆえか。

　マリンの全身から、さらに水が滴り落ち──。

　そしてついに、力が大きく弾はじけた。

「────！」

　ディオスも同時に、その力の爆ばく発はつを感じた。

「これが、共鳴術テグヴエルト……」

　ふわふわとした感覚に酔よいそうになっていたが、マリンの体が倒たおれそうになっていることに気付き、慌あわてて抱だきとめた。そのままディオスは、彼女の背を外壁に預け、座らせる。

「ええと、じゃあ、次は──」

　ディオスが振り返った視線の先には、ルヴィ。彼女はまるで、射すくめられたかのように硬こう直ちよくしていた。
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「え、あ、ちょっと、その……」

　ディオスが近付くと、ルヴィは全身を真っ赤に染めながら、両手を振って拒きよ否ひの意思を示す。

「あれ？　もしかしてルヴィ、共鳴術テグヴエルトは苦手なのか？」

「そ、そんなことはないんだけど。こんな共鳴術テグヴエルトは見たことないから、何か、その──」

「じゃあ、やめておく？」

「それはいけません」

　横から声を上げたのは、エメロードだった。

「エメロード……？」

「ご主人様とマリンさんの今までに見たことがない新しい共鳴術テグヴエルト……私、とても興奮いたしました……！　ルヴィさん、あなたの共鳴術テグヴエルトを見せてください。もっと私に興奮をお願いいたします！」

「ええええぇぇぇ？」

　エメロードは、自分の体を自分の蔦つたで縛りながらルヴィに要求をする。ルヴィは困ったようにディオスを見上げるが、ディオスも同様に困惑していた。

「その、無理にとは言わないが……」

「ううん。その、ルヴィもディオっちに強くしてもらいたいから、ガンバる……」

　ルヴィは指をいじりながら頷うなずいた。

　最初は余よ裕ゆうそうだったルヴィなのに、マリンとの共鳴術テグヴエルトを見てすっかり態度が変わってしまっていた。

　ディオスは決意した。ここは彼女のためにも、早く終わらせてしまおうと。

　彼女の赤い頭を、ディオスは優しく撫なでた。しかしマリンの時と違い、何も力を感じない。

「あ、あれ……？」

　さらにルヴィの頭を撫で回すが、結果は同じだった。

（どういうことだ？　共鳴術テグヴエルトにはマンネリにならないための措そ置ちとかあるわけか？）

　神獣の力を強くする行こう為いにそんな馬ば鹿かなことがあるのか、と思いつつもさらに撫で回すが、やはり何の力も感じることはできない。

　では、マリンのように腕ならば──。

　ルヴィの人間形態の格好も、なかなかに露ろ出しゆつが大きい。容易に腕に触ふれることができたのだが──。

　そこも、何も感じなかった。困惑するディオス同様に、ルヴィも首を傾かしげている。

　とにかく、触れる場所を変えてみるしかない。二の腕から肘ひじ、手首へとディオスの手は移動する。それでもやはり、変化はない。

　ディオスはどうしたものかと頰ほおを搔かく。上半身のめぼしい所は、大体触れ終えてしまった。

　ルヴィもディオスの考えを何となく察したのだろう。顔を赤く染めたまま、「お、お腹なかも試してみていいし！」と半ば投げやりに言い放つ。

　申し訳ないと思いつつも、ディオスはおそるおそる手を伸のばした。

　細いのに、柔やわらかいお腹──。

「ひゃん!?」

　瞬間、ディオスの中に熱く、荒あら々あらしい力が生まれる。間ま違ちがいなく、ルヴィの力だった。

　なぜ、腹に反応したのか。理由は不明だが、ルヴィに共鳴術テグヴエルトが使用できないわけではないとわかったので、ディオスは少し安あん堵どする。

「うー……。悔くやしいけどディオっちの手の感かん触しよく、好き、かも……」

　ルヴィは赤面しながら呟つぶやいた。

　ディオスは先ほどから緊きん張ちようしっぱなしだが、さらに顔を強こわ張ばらせていた。彼女もいない男が女の子のお腹を触さわる機会など、普ふ通つうに生活していたらまず訪れない。

　ディオスはふと、縦に長いおへそを見やった。

　……眩まぶしい。男のものとは、位置も形も少し違う気がする。

　しなやかなくびれのラインは、目に新たな潤うるおいを与あたえてくれるよう。

　自分との体の違いに、感心と共に少し感動もしていたディオスだったが、流れてくる力が弱くなっていることに気付いた。

　やはり先ほどと同様、同じ場所に触れ続けているとだめらしい。だが、ルヴィの上半身はほぼ触れ終えている。残るは二つの膨ふくらみだが、さすがにそれはマズイとわかるので選せん択たく肢しには入れていない。

　となると、残るは『下』しかないのだが──。

　ルヴィはホットパンツを着用しており、長い足がほぼむき出し状態だ。ディオスは遠えん慮りよしながらも、ルヴィの太ふと腿ももにそっと指を置いた。

「──！」

　再びルヴィの力を激しく感じる。同じ場所に触れ続けると共鳴術テグヴエルトの効果が薄れてくることは、ほぼ確定だろう。

　腹ともまた違う柔らかさ。こんなに柔らかさにも種類があるのかと考えた時、ディオスの手はそれとはまた違う感触に襲おそわれた。

「……ん？　さっきより体が熱くなっている気がするんだが……」

「ルヴィ、力がアガると、体に熱を帯びるから……」

　実に火の神獣らしい反応だが、あまり長引くと火傷やけどをしてしまいそうなほどには熱い。

（早く終わらせないと──）

　いざとなったらマリンに冷やしてもらおう──と考えたその時、急激にルヴィの体が倒れてきた。力の高まりに、立っていられなくなったのだ。

「あっ──!?」

　ディオスは咄とつ嗟さに彼女の体を支えようとする。そのディオスの手を、柔らかな二つの膨らみが包み込んだ。

　マリンのものより、さらに柔らかい──。

　もはや、柔らかさの暴力と呼ぶべきものだった。無意識の内に、指をわきわきと動かして抵てい抗こうしてしまうほどの暴力。

　そのディオスの反応に対し、ルヴィの中でさらに強きよう烈れつな熱が生まれた。

「やっ、マジ何なのこれっ……。こ、こんな熱い力、今までに感じたこと──！」

　耐えられなかったのか、ルヴィが激しく身を捩よじらせる。その反応でディオスの手が胸の間を滑すべり、ルヴィがまた反応して──とある種の永久機関が形成されてしまったところで、ついにルヴィの力が限界を超こえ、ディオスの中で爆発を起こした。

　火の神しん獣じゆうだからか、ルヴィの爆発は、マリンの力の肥大よりも熱く感じた。

　地に手を突き、荒い呼吸を繰くり返かえすルヴィは、しばらくの間立ち上がれなそうだ。

　そしてディオスは、エメロードに視線を送る。

　彼女は二人の共鳴術テグヴエルトを見て既に激しく興奮しており、体を縛る蔦の数は凄いことになっていた。増えすぎて服のようになっている。

「ええと……」

　自分で自分を縛り興奮状態にある人物に、何と言葉をかけてよいのかわからず、ディオスはそこで固まってしまった。

　常時であれば、そんな怪あやしい人物と遭そう遇ぐうしても間違いなく無視一択たくである。

　相変わらず吐と息いきが荒あらいエメロードは、ディオスの言葉はちゃんと聞こえていたらしい。無む駄だに体をくねらせながら、ディオスに接近してきた。

　腹を括くくったディオスは、エメロードの頭に手を置いた。ルヴィの時は反応がなかったが、とりあえず触れやすいところから試してみたのだ。

　マリンともルヴィとも違ちがう、より柔らかい髪かみ質しつ。草の神獣ということが窺うかがえるような、滑なめらかな指通りだった。

「あっ……！」

　一いつ瞬しゆん目を丸くしたエメロードだったが、すぐにその顔は恍惚に濡ぬれた。同時に、ディオスの中に何かが流れ込んでくる。エメロードの力だ。

　どこに触れたら力が発生するのか、共鳴術テグヴエルトは法則性があるようでない。

　ディオスは内心首を捻ひねりながらも、エメロードの力の性質を冷静に分ぶん析せきしていた。彼女の力は、風のような爽さわやかさがある。

「あぁ……素晴らしいですご主人様。私の中で力が激しく渦うず巻まいてる……。人間形態で共鳴術テグヴエルトをするなんて初めてです……」

　エメロードは、そこで豊満な胸を押し付けてきた。いつの間にか、彼女の体を縛しばる蔦は解ほどけている。

　突とつ如じよ腕うでを包んだ柔らかい感触に、ディオスの脳は悲鳴を上げていた。サンドイッチの具ですら、もっと苦しい圧力を受けているだろうに──と、咄嗟によくわからない比ひ較かく対象を考えてしまうほどの混乱。

　早くこの柔らかい暴力から逃のがれないと、やばい気がする。さっきからやばい状態は続いているのだが、とにかくさらにやばい気がしたのだ。

　ディオスはエメロードのむき出しの肩かたに、空いていた片手を置き、体を遠ざけようと試みた。だが、エメロードの体は微び動どうだにしない。

「だめです、ご主人様。このまま続けてくださいませ……」

「いっ、いや、でも離はなれてくれないと。か、片手では上う手まくできないかなぁって」

　しどろもどろになりながら、ディオスはエメロードから離れる口実を探す。とにかく、この豊満な胸が密着している状態だけは、直ちに何とかしなければ。

「大だい丈じよう夫ぶです。この状態でも十分に力は高まっております」

　言いながら、エメロードはディオスの頭をがっしりと摑つかんだ。

　選せん択たくを誤った──とディオスは後こう悔かいした。あろうことか、エメロードはディオスの頭を、自分の胸の谷間まで持ってきたのだ。

「ふごっ!?」

　マシュマロ。

　その瞬しゆん間かん、ディオスの脳内はその単語で埋うめ尽つくされた。それまで存在していた理性が、半分ほど外に出て行ってしまった気がした。

「あぁ、感じます……。さらに私の力が高まっていくのを。この感覚、クセになりそうです……」

　ディオスにはエメロードの言葉は届いていなかった。この窮きゆう地ちをどう脱だつするか、残った理性で必死に考えていたのだ。

　これまで女性とはまったく縁えんがなかったディオスには、マリンとルヴィに続き、さらにエメロードのそれは、強烈すぎる感触だったのだ。

「あっ──あの……え、エメロード……」

「はぁんっ……!?」

　胸に挟はさまれながらディオスが呼びかけた瞬間、なぜかエメロードはさらに激しく身み悶もだえた。

「いやっ!?　う、動かないで!?」

「ご、ご主人様の熱い吐息がっ──！」

　エメロードの力がさらに肥大した。これまでとは比べものにならないほどの力の高まり。

　エメロードが身悶えて動くたび、ディオスを挟む胸も動く。息苦しさと柔らかさと羞しゆう恥ちに襲われ、ディオスはさらにふごふごと呻うめいてしまう。

（と、とにかく、は、離れないと──！）

　逃れることに必死になっていたディオスは、ついにその手をエメロードの胸に置いてしまった。フカフカした感触とは別に、何か柔らかい突起のようなものが──。

「……あ」

　それが何か気付いてしまったディオスは、咄嗟に手を横に滑らせてしまった。

「ごっ、ご主人様……！　さすがにこれは私も──やぁんっ!?」

　やがてエメロードの艶あでやかな声が、空に上っていった。

　流れてきていたエメロードの力が体の中で弾はじけ飛とんだのを感じてから、ディオスの頭はようやく解放された。

　糸が切れたように、くったりとディオスにもたれ掛かかるエメロード。彼女の重さを胸板で感じながら、ディオスは顔色を赤と青、交こう互ごに変えていた。

（いや、俺、結局何をしていた……？　総合的に振ふり返ってみると、女の子の胸を堪たん能のうしただけでは──？）

　震ふるえる手でエメロードを支えながら、ディオスは激しい自己嫌けん悪おに陥おちいっていた。

　だが、もう終わってしまったことはどうしようもなくて。

　そう、ようやく共鳴術テグヴエルトが終わったのだ──。

「大変だった……」

　三者三様の能力を体内にずっと感じていたディオスも、疲ひ労ろうしていた。

　ふと、視線を感じた。エメロードの体を支えたまま、ディオスはレイナへと顔を向けた。彼女は頰ほおを赤く染めながらも、今の共鳴術テグヴエルトをずっと見ていたのだ。

「ええと……。レイナは……どうする？」

「わ、私はいいから！」

　ディオスに視線を向けられて、レイナはズザザッと後ずさった。

　ただでさえ男が苦手なレイナにとって、ディオスとの共鳴術テグヴエルトは、あまりにもレベルが高すぎる行こう為いになってしまったのだ。

「まぁ、そうだよな……。それじゃあ、エメロードが起きたら──」

「きゃあっ!?」

　突とつ然ぜん聞こえた女性の悲鳴が、その場の空気をガラリと変えた。

　神獣たちの声ではない。ディオスが声の方向に視線をやると、少し離れた場所に、白いローブを着た少女が立っていた。少女の栗くり色いろの頭には、太めの黒い猫ねこが寝ねている。

　少女を見た瞬間、ディオスの顔が色を失った。

　なぜ、こんな所に人が。いや、人ひと気けがないとはいえ、よくよく考えるとここは街の中だ。人が来ても何らおかしいことはない。

　ディオスは今の自分たちの状じよう況きようを、冷静に見つめる。

　際どい格好をし、艶やかな吐息を漏もらしながら果てている女の子たち。

　その内の一人と密着している男。人目につかない街の外れ──。
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（どう見ても事案だな!?）

　とにかく、説明をせねばならない。自分が神サ獣マ使ナいーだということは信じてもらえないかもしれないが、これは事案ではないと伝えなければならない。

「こっ、こんな所で何をやっているのですか!?　は、破は廉れん恥ちですううううっ！」

　しかしディオスが言葉を発する前に、少女は真っ赤になった顔を覆おおいながら、その場から走り去ってしまった。

「あぁっ、待って！　ち、違う！　これは違うから！」

　少女はディオスの声に一切振り返ることなく、駆かけて行ってしまった。

　絶対に、いかがわしいことをしていたと勘かん違ちがいされてしまった。いや、確かに半分は正解であるかもしれないのだが……。

　あの状況で『神サ獣マ使ナいーとして共鳴術テグヴエルトを行使していた』という考えには、まず間ま違ちがいなく辿たどりつかないだろう。普ふ通つうの神サ獣マ使ナいーの共鳴術テグヴエルトとディオスのそれとは、まったく方法が違うのだから。

　少女の後を追いかけようと立ち上がるディオス。だが、それを阻そ止しする者たちがいた。

「ご主人様、もう少しだけお願い致いたします……。今までにない、最高の共鳴術テグヴエルトでした……！」

「……私も……もう一回……」

「うぅ、ルヴィも……」

　三人がディオスの足にしがみついてきたのだ。皆みんなの目は蕩とろけたように潤うるんでいる。大たい抵ていの男なら落とせそうなその表情は、しかし今のディオスには何の効果ももたらさなかった。

「いや、ちょっと待てお前ら。今は放してくれ！　あの人の誤解をとかなければ──ってルヴィ熱い！　マリン冷てぇ！　俺まで一いつ緒しよに縛るなエメロード！」

　さすがに三人から縋すがり付かれては、ディオスも動くことはできなかった。

「もういやあああぁぁぁ……」

　その横でレイナは、神獣形態のまま頭を抱かかえるのだった。




「俺は人として、何か大切なものを失った気がする……」

　木の根元に座り込んで頭を抱えるディオスの全身を、負のオーラが覆っていた。マリンが「今のお兄ちゃん、闇やみ属性……」と評するほど、ディオスの周辺の空気は淀よどんでいるらしい。

　結局、少女を追いかけることは叶かなわなかったのだ。

　そのディオスの纏まとう『どろどろ』をものともせず、エメロードがディオスの肩をポンポンと軽く叩たたいた。

「大丈夫ですよご主人様。あの人もすぐに忘れると思いますよ？」

「いやいやいや。忘れられるような光景か？　俺なら数年後でも覚えてるぞ。それにあの状態、絶対に顔を見られた……」

「まあ、凝ぎよう視ししてたもんね……」

　レイナのダメ押しに、さらにディオスは下を向く。このまま地にめり込んでしまいそうな勢いだ。

「でも……たぶんあの人、神サ獣マ使ナいー……」

「頭に猫がいたもんね。あれは神しん獣じゆうっしょ」

　確かに普通の人間は、頭に猫を乗せて移動したりはしない。

　同じ神サ獣マ使ナいー同士。今から追いかけて真しん摯しに説明をしたら、理解してくれる可能性が無きにしも非あらず──と考えて、ディオスは頭を横に振った。

　既すでに、少女が駆けて行ってから時間が経たっている。どこに向かったのかもわからない状況だ。

「よし……こうしていても仕方がない。今は事前大会モナーフエスに向けて、早く寝て疲つかれを取るに限る！」

　拳こぶしを握にぎり、勢いよく立ち上がるディオス。

「お。復活したねディオっち」

「本当はちょっと自ヤ棄ケになってるでしょ……」

「ほっといてくれよ……」

　レイナの冷静なツッコミに、ディオスは半ば投げやりに答えるのだった。








二章　神獣を強くするならドキドキは必ひつ須すですよ？









　先ほど宣言した通り、ディオスは早めに宿を取り、部屋に入る。

　簡素な木製のベッドとクローゼットだけが置かれた部屋。払はらった代金の少なさを思えば、妥だ当とうなところであろう。

　神獣たちはディオスの体から降り、真っ先にベッドに向かっていった。ヒヨコ姿のルヴィだけは、ベッドに上がれずジタバタとしている。

「そういえばご主人様。先ほどの受付で宿の方が、ここには露ろ天てん風ぶ呂ろがあると仰おつしやっておりましたが──」

「却きやつ下か」

　ルヴィをつまみベッドの上に移動させた直後、ディオスは無機質な声で答えた。

「ええ、どうしてですか。私、ご主人様と一緒に入ることを楽しみにしていたのに。お風呂で絆きずなを深めましょうよ」

　言いながら、エメロードは人間形態へと変身する。既にその体には蔦つたが巻き付いていた。

「勝手に変身するな!?　というか、もうこの後の展開が予想できるから却下！　露天風呂には他ほかにも人が入ってくるかもしれないのに、そんな痴ち態たいを晒さらせない！」

　先ほど少女に見られてしまったこともあり、ディオスは慎しん重ちようにいきたかったのだ。

「むうぅぅ……。残念です……」

「でも、小さいけど……部屋にも、お風呂ある……」

　いつの間にか、マリンが部屋の中にあるドアの前に佇たたずんでいた。

　基本的に、どの宿にも風呂とトイレは付いている。神獣たちが作る『結けつ晶しよう』の力が、このような施し設せつの設置を可能にしているのだ。

　神サ獣マ使ナいーは、召しよう喚かんした神獣の能力を使って小さな『結晶』を作ることができる。その神獣の能力が込められた結晶はあらゆる場所に売ばい却きやくされ、様々な形に加工されるのだ。

　例えば、一いつ瞬しゆんで火を起こす調理器具や、常に一定の明るさを保つランプ、いつでも清潔な水が湧わき出てくる蛇じや口ぐちなど、挙げればきりがない。

　故に、人々の生活を支えている神サ獣マ使ナいーは、聖なる職業ともされているのだ。

　結晶を使い、人間が様々な道具に加工するその技術は、かなり昔に確立されている。神獣の力を神サ獣マ使ナいーが結晶に変えることを見つけたことは『結晶革命』と名付けられ、今こん日にちまで人々に伝えられているのだ。

　そのような神獣たちの力の恩おん恵けいを、心ゆくまで使用するべきだとディオスは思った。

　この場合は単に、エメロードの怪あやしい誘さそいから逃のがれたかった、というのもあるのだが。

「よし。今日の俺の風呂はそこ。みんなも、勝手に露天風呂に行くことはしないように。特にエメロード」

「あらあら。私だけ名指しなのですね」

「当たり前だろ。そもそもお前、人間の男に興味があるって言っていたじゃないか。人様に迷めい惑わくはかけられん」

「うふふ、大だい丈じよう夫ぶですよ。もう身も心もご主人様のものですから。だから、是ぜ非ひお風呂をご一緒に──」

　これ以上やり取りをして墓穴を掘ほるわけにはいかないと判断したディオスは、ただ黙だまって流すのだった。




　なみなみと湯を張った浴よく槽そうに浸つかりながら、ディオスは長い息を吐はいた。

　今日は、本当に色々なことがありすぎた。

「まさか、俺が神サ獣マ使ナいーになってしまうとは……」

　今まで女性しか存在していなかった神サ獣マ使ナいー。

　なぜ自分が神サ獣マ使ナいーになってしまったのか、その理由は不明なままだ。神獣たちの反応を見るに、彼女たちもそれは知らなそうである。考えてもわからない。

　神獣──。

　あのラズミールをいとも簡単に倒たおしてしまった時の力を思い出し、ディオスの鼓こ動どうは速くなる。遠い夢でしかなかった『スリアンヴォスでの優勝』が、彼女たちの力のおかげで、一気に現実の目標へと変わった。

　あとはレイナも強くすれば、より目標に届く確率は高まるはず。

「神獣の強化……」

　ふと、人間形態になった神獣たちの体の柔やわらかい感かん触しよくを思い出してしまい、ディオスは咄とつ嗟さに頭を湯船に沈しずめる。

「ぶばっ!?」

　だが、すぐに水中で息を吹ふき出してしまった。

　そしてそうなってしまった原因を、勢いよく水中から引き摺ずり上げる。

「どうしてこんなところにいるんだよ、マリン!?」

　涼すずしげな水色の笠かさを強く鷲わし摑づかみにされても、彼女のつぶらな瞳ひとみはまったく揺ゆらがない。

「ずっと……ここにいた……」

「いや、いなかったよな!?」

「お兄ちゃんが……お湯を張ってる間に……入った……。ずっと……お兄ちゃんの隣となりにいた……」

「マジかよ……気配を消しすぎだろ……」

　そういえばマリンの能力の一つに、『姿を消す』というのがあったなとディオスは思い出した。

　とはいえ、曲がりなりにも拳けん闘とう士としてやってきたディオスにとって、気配をまったく感じなかったことは多少屈くつ辱じよくではあったのだが。

　そこでディオスは「ん？」とあることに気付く。

「いや、ちょっと待て。ずっとって……ずっと？」

「うん……。入る時から……。だからばっちり見た……。今も……」

「ばっちり見るなよ!?」

　ディオスは慌あわてて湯船からマリンを引ひき離はなす。ディオスには露ろ出しゆつの趣味はないので、見られてもまったく嬉うれしくはない。

「お兄ちゃんのこと……もっと知りたいから……」

　ディオスに持ち上げられたまま、突とつ然ぜんマリンは人間形態へと変身した。

「────!?」

　いきなり現れた全ぜん裸らの少女に、ディオスはコンマ数秒放心してしまい──。

　風ふ呂ろ場ばのドアが前まえ触ぶれもなく開いたのは、その時だった。

「ディオっちー。何だか騒さわがしいけど大丈夫？　具合でも悪くなったの？」

　顔を覗のぞかせたのは、人間形態になったルヴィ。神獣形態ではドアが開けられないので、わざわざ人間形態へと変身して様子を見に来たのだが。

　マリンの脇わきの下に手を入れ、彼女の体を持ち上げている状態で固まっていたディオスは、錆さびた歯車を回すようにギギギ……と首だけを動かした。

「ディオっち……これは一体……？　マリぴっぴと何を……？」

「いや、あの、違ちがうんだルヴィ。落ち着いてくれ。俺は何もしていない……」

　マリンの体を持ち上げたままディオスはルヴィに弁明をするが、あまりにも説得力がない状じよう況きようである。

　さらに、非常事態は続く。

「あらあら。どうされたのですかルヴィさん。ご主人様のお風呂、私も覗きたいです」

「ねえディオス。マリンの姿がさっきから見えないの……！」

　さらにルヴィの後ろからエメロードがひょっこりと顔を覗かせ、レイナも慌てた様子でやって来て──そして同じように言葉を失った。

「……ええと。これは、だな。つまり…………誤解だ……」

　状況を覆くつがえすような言葉を何とか探すディオスだったが、結局そうとしか言いようがなかった。

「これはまさか、お風呂の中で激しいプレイ……？　わっ、私もご主人様と一いつ緒しよに入りたいです！　お背中や大事なところを是非とも洗わせてくださいませ！」

「断る！　ていうか、誤解だって言ってるだろうが！　自分を縛しばるなエメロード！」

「そんな……！　ディオスとの共鳴術テグヴエルトはここまでしないといけないっていうの？」

「レイナ違う！　これは共鳴術テグヴエルトなんかじゃないから！」

「あっ、あの、ディオっち落ち着いて！　いくらマリぴっぴが可愛かわいいからって、さすがに見た目的にもアウトっていうか──！」

「だから違うって言ってんだろー!?」

　まったく聞く耳を持ってくれない神獣たちに、絶ぜつ叫きようするディオス。

　そんな中、未いまだに持ち上げられていたマリンが、ディオスにそっと手を伸のばした。

「あ、その…………マリン……？」

「このままお風呂で……絆を深める……」

　マリンの言葉に、即そく座ざに反応したのはエメロードだった。体を縛っていた蔦をシュルリと解き、さらに衣服まで素早く脱ぬぎ捨すてる。

「おわあ!?　エメロード!?」

「マリンさんの提案に賛成です。一緒にお風呂に入ることで、ご主人様との絆も深まる。素晴らしいじゃないですか」

　そしてエメロードは湯船に直行。さらに彼女の背から蔦が伸び、目を丸くしていたルヴィと、そしてレイナの衣服を次々とはぎ取っていく。

「ちょっ!?　エメ姉!?」

「や、やめてよエメロード！」

　二人の抗こう議ぎもエメロードはまったく意に介かいさず、数本の蔦を巧たくみに使って、衣服を脱がせ──。

　さらには蔦で二人の体を縛り、強制的に湯船まで運んだのだ。

　たちまちディオスの隣に並ばされる、ルヴィとレイナ。

　エメロードの力ちから業わざに、ディオスは口を開けて呆ほうけることしかできなかった。

　ただでさえ狭せまかった浴よく槽そうに、五人がぎゅうぎゅう詰づめ。

　体のあちらこちらに、柔らかい何かを当てられている。

　ディオスは、意識を無理やり遠くに飛ばすことしかできなかった。

「何で……こんなことに……」

「うふふ。みんなでお風ふ呂ろ、楽しいですね、ご主人様」

「わ、私は楽しくなんてないし！」

「とか言いつつレイにゃん。出ないのは何で？」

「だ、だって……み、見られちゃうじゃない……裸はだか……」

「恥はずかしがること……ない……」

「思ったけど、マリぴっぴって結構大だい胆たんだよねー」

「ですよね。私、びっくりしてしまいました」

「わ、私はこういうの、やっぱりよくないと思う。だってマリンの見た目的に、こう──」

「レイナ……大丈夫。私……神獣だから……。お兄ちゃん……犯罪者にならない……」

「物ぶつ騒そうなことを言うのはやめてくれ……」

　ディオスは虚こ空くうを見つめながら控ひかえめに抗議するが、その目にはまったく生気がなかった。意識を無理やり遠くに飛ばさないと、やっていられなかったのだ。

　ディオスがまったく寛くつろげない風呂の時間は、その後もしばらく続いたのだった。




　ディオスの精神が大変だったお風呂を終えた、明くる日の朝。

　レイナら神しん獣じゆうたちとの絆きずなを深めるべく、ディオスは街に出ていた。

「それにしても、凄すごい人だなぁ」

　事前大会モナーフエスを目当てにした観光客は、昨日よりもさらに増えている気がした。

　通りを歩くだけで、他人と肩かたがぶつかりそうになる。元々田舎いなか育ちのディオスには、人混みの中を移動するという経験は新しん鮮せんであった。

　様々な声が喧けん噪そうとなって、辺り一帯に広がっている。その音さえもどこか楽しんでいた、その時。

「ん？　お前もしかして、レイナじゃないか？」

　不意にレイナを呼ぶ、ディオスが聞いたことがない声。

　声のした方を振ふり返かえると、一人の女性がディオスを──正確にはレイナを見つめていた。

　レイナが小さく息を吞のんだ。ディオスの肩かた越ごしに、彼女の緊きん張ちようが伝わってくる。どうやら知り合いのようだが、あまり好ましい感情は抱いだいていないらしいことはすぐに察した。

「あなたは……ビオレッタ……」

　女性にレイナが反応をするが、その声は非常に小さかった。おそらく、女性には届いていない。

　レイナがビオレッタと呼んだ紫むらさきの髪かみの女性は、黒い服に身を包んでいた。彼女の目付きは、ナイフのように鋭するどい。特に何をされたわけでもないのに、ディオスは思わず一歩後退してしまった。

　よく見ると彼女の肩には、サソリのような生物が鎮ちん座ざしている。女性の服の色とほぼ同化していて、すぐに気付かなかったのだ。

（肩のサソリは魔ま物ものとはちょっと違うみたいだ。神サ獣マ使ナいーか？）

　レイナの知り合いということは、その可能性が高いだろう。

　ビオレッタは、口くちの端はしに笑みを浮うかべながら続ける。

「いやあ、驚おどろいた。まさかこんな所でお前の姿を見かけるなんて、想像すらしてなかったもんでな。どうだ？　あれからちょっとでも強くなったのか？」

　レイナは答えない。心なしかその体は震ふるえている。

「んん……？　ていうか、お前なんで男と一緒にいんの？　もしかして神獣として役に立たなすぎて、ついに魔物使いに仕えることにしたってわけ？　はっ、魔物堕おちした神獣とか面白すぎるんだけど！」

「ちょっとあんた──！」

「魔物なんかじゃないっ！」

　ルヴィが文句を言い切る前に、その言葉に逆上したレイナが、ディオスの肩から飛び降りていた。牙きばを剝むき出だしにしながらビオレッタに向かい、風のように駆かけていく。

　しかしビオレッタはまったく動じない。

　レイナはビオレッタの前まで来ると、全身の毛を逆立てて光を発した。通りが、一いつ瞬しゆんだけ閃せん光こうに支配される。

　……だが、それ以上は何も起こらない。

「相変わらずザコいな」

　ビオレッタはスッと目を細めた。明らかにその表情には、嘲あざけりの類たぐいが浮かんでいる。

「おい、シェイゾ」

　短くひと言だけ告げると、ビオレッタの肩からサソリが飛び降りた。

　シェイゾと呼ばれたサソリを睨にらみ警けい戒かいするレイナだったが──。次の瞬しゆん間かん、レイナの体は宙を舞まっていた。

「なっ──!?」

　ディオスは思わず目を見張る。目にも留まらぬ速さでシェイゾが尻尾しつぽを振るい、レイナの体を弾はじき飛ばしたのだ。

　ディオスが慌あわててレイナを受け止めたので、地に叩たたきつけられる事態は免まぬかれた。幸いにも、体に傷はない。しかし、受け止めたレイナの体は酷ひどく震えている。

「あんた、悪いことは言わない。そいつ、くっそザコいからやめときな」

　そうディオスに言い捨てると、紫し紺こんの髪を風に靡なびかせ、ビオレッタはシェイゾを引き連れて悠ゆう々ゆうと雑ざつ踏とうの中に消えていった。

　一連の出来事に、何も言葉を発することができなかったディオス。そこでようやく見えない呪じゆ縛ばくから解き放たれたかのように、小さく息を吐はいた。

　だが、彼らの周囲には既すでに多くの野次馬が集まっていた。

　レイナの光に加え、シェイゾとのやり取りが注目を集めてしまったのだ。

　腕うでの中で震えるレイナの体を優しく撫なでながら、ディオスは慌てて今来た道を引き返していくのだった。




　レイナを抱かかえたまま、民家と民家の間の路地裏まで来たディオス。さすがにここまで追ってくる野次馬はおらず、ようやくディオスは安あん堵どの息を吐いた。

　レイナは先ほどよりは落ち着いているが、その目はどこか虚うつろだった。

「大だい丈じよう夫ぶか、レイナ？」

「ディオス……。みんなも、いきなりごめん……」

「さっきの女は、もしかして──」

「うん……。あいつ、私が前に召しよう喚かんされた神サ獣マ使ナいーなの。まぁ、すぐに追い返されちゃったんだけどね……」

　レイナは自じ嘲ちようする。ディオスはギリ、と奥歯を強く嚙かむことしかできない。

　神サ獣マ使ナいーの常識をディオスは知らない。だから、弱い神獣を追い返すことが普ふ通つうなのかもしれない。けれど、やはり自分が召喚した神獣をあのように馬ば鹿かにされて、良い気分にはならなかった。

「レイナ、気にするな。俺が必ず、お前を強くしてやるから」

　力強い目でディオスが告げると、他の神獣たちも次々と身を乗り出した。

「私も……レイナに……協力する……」

「レイにゃん。あんな年とし増まおばさんに言われたこと、気にしちゃダメだかんね」

「次にお会いした時は、私の蔦つたの鞭むちであのお口を縛ってさしあげたいですね。……とにかくレイナさん。ここは焦あせらず、じっくりといきましょう？」

「みんな……ありがとう……。本当にありがとう……」

　レイナは肩を震わせ、目の端はしに涙なみだを浮かべるのだった。




　気を取り直し、再び人の行き交う通りまで戻った一行。

　人間形態になった神獣たちが、ディオスとレイナを見つめていた。

「さてさて。ご主人様とレイナさんの仲も少しずつ深まってきておりますが──。先ほども言いました通り、さらにお二人の仲を深めるべく、私たちがデートをレクチャーいたしますね」

「レクチャーって……。そもそもの疑問なんだけれど、神サ獣マ使ナいーって今までに女性しかいなかったわけだよね？」

「はい、そうですが」

「つまり、仲良くなるために『デート』をしたことがある神獣は、いないわけだよね？」

「まぁ……そうかも……？」

「だったら、お前たちもデートをレクチャーするほどの何たるかは、本当は知らないってことじゃあ──」

「ディオっち？　それ以上言ったら、ルヴィがディオっちの体にぎゅーってしてあつーくしちゃうよ？」

　ニッコリと微笑ほほえむルヴィだが、目が笑っていない。

「何でもないです……」
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　得体の知れない恐怖を抱いてしまったディオスは、無駄に首を横に振るのだった。

「とまぁさすがにそれは冗談だけど、ディオっちの質問には黙秘権を行使するし？」

「右に同じく」

「同じく……」

　びしびしっと、ルヴィを指さすエメロードとマリン。

「お前ら……」

　変なところで息がピッタリの神獣たちに、ディオスはただ脱だつ力りよくしてしまう。

「ともかく……これはご主人様とレイナさんの仲をさらに深めるため、なのです。まずは普通にデートを楽しんでください。適てき宜ぎ、私たちが参りますので」

　細い指をピンと立て、真しん剣けんな面おも持もちで言うエメロードに、ディオスは「もう好きにしてくれ……」と言うことしかできないのであった。




　街の通りを並んで歩くディオスとレイナ。ディオスは改めて通りを見み渡わたす。今まで来たことのない通りに来ているので、立ち並ぶ店も初めて見るものばかりだ。

「ええと……。とりあえず、何か食べる？」

「え、もう？　さっき朝ご飯を食べたばかりじゃない」

「すみません……気が利かない男ですみません……生きててすみません……」

「い、いや、その──わ、わかったわよ……。少しくらいなら食べるから……」

　ディオスのあまりの落ち込みっぷりにばつが悪くなったのか、レイナは慌てて撤てつ回かいした。

　これは愛情ではない。同情されている──。

　悲しい気持ちを引きずりながらも、ディオスは一番近くにあった喫きつ茶さ店てんに入った。

　店の中では、ディオスたちと同様の男女二人連れ数組が談笑している。

「私、こういうお店に入ったの、初めて……」

「そ、そうか。実は俺もなんだ。ちょっと緊張しちゃうね、はは……」

　笑って空気を誤ご魔ま化かしつつ、メニューに一通り目を通すと、早速ディオスはチーズケーキを注文。レイナは飲み物だけを注文した。

　ほどなくして、店員が注文した料理を持って来る。

「さて──」

　食べようとフォークを手にしたその時、ディオスの視界の端に、ある光景が映り込んだ。

「はい、ミカリン。あーんして？」

「そ、そんなぁ。恥はずかしいよガクリン」

　声の出所は、向かい側の席の仲なか睦むつまじいカップル。女の方は「恥ずかしい」とクネクネと体をよじらせながらも、大きく口を開け、男から差し出された食べ物を頰ほお張ばっていた。

「…………」

　しばしその様子を眺ながめていたディオスは、やがておもむろにレイナの方へ向いた。

「あの、レイナ……」

「や、やらない！　やらないからね!?」

「いや、でも、あれをすることでさらに仲良くなれる気がするし……」

　ディオスの顔は真剣だった。そこに下心はない。全すべてはレイナとの絆きずなを深め、彼女を強くするため──。

　それがわかったからこそ、レイナは「うっ……」と言葉を詰つまらせてしまった。

「し、仕方がないわね……。なら、一回だけ……」

「ええと、それじゃあ……」

　ディオスはフォークで少量のケーキを取り──。

「はい、あーん──」

「あー……」

「ぱくっ☆」

「………………」

　一瞬、何が起きたのか理解できなかった二人。

　なぜか、ディオスの正面にはルヴィがいた。

　ディオスが差し出したケーキを、いきなり現れたルヴィが食べたのだ。

「むぐむぐむぐ。ん……おいひい」

　ごっくんとケーキを飲み込んでから、ようやくルヴィは二人の視線に気付いた。

「あ、ゴメンゴメン。見ていたらちょっと羨うらやましくなったっていうか──えへへ」

　笑いながら、こつんと自分の頭を叩たたくルヴィ。そんな彼女を、ディオスは目を丸くして見つめていた。

「いつの間に……」

「最初からだよー。ディオっちとレイにゃんがちゃんと仲を深められるか、バッチリ監視しないとだし」

「別にしなくてもいいよね!?」

　レイナは口を開けた状態で、ぷるぷると体を震ふるわせている。その顔はリンゴのように真っ赤だ。ルヴィはディオスの手からフォークを取ると、ケーキを切り分け、レイナの口の中に入れた。

「ふむっ!?」

「えへへ、ルヴィで予行演習的な？　レイにゃん、真っ赤になってマジきゃわたんだし」

「ひゃ、ひゃわいくなんて──」

「ほらほら、口に入れたまま喋しやべらない。邪じや魔ましちゃってゴメンねー」

　ルヴィはチーズケーキをもう一口だけ頰張ると、急に立ち上がった。

「うん、でもディオっち、今の行動は超ナイスだったと思うよー。ルヴィもつい釣られちゃったくらいだし……。てことで、今度こそ二人でごゆっくりー。ルヴィは遠くから見守ってるから」

「見守らなくていいから！」

　あははと軽く笑いつつ、ルヴィは手を振りながら店から出ていった。

「ええと……その……」

「う、うん……」

　再び顔を見合わせる二人の間には、微妙な空気が流れるのだった。




　喫茶店を後にした二人が続いて入ったのは、小さな美術館だった。

　天井の高い館内の壁一面に、写実的なものから抽象的なものまで、様々な絵が飾かざられている。館内は静けさに包まれており、飾られている絵と相まって、厳おごそかな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。
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　ディオスもレイナも絵のことに関してはまったく無知であったが、心に訴うつたえかけられる何かを感じ、一枚一枚に見入っていた。

「綺き麗れい……」

　紫むらさきを基調にした星空と城の絵を、うっとりと見つめるレイナ。その隣となりにいたディオスも、彼女の言葉に同調した。

「あぁ。確かにきれ──」

「さぁご主人様。ここでさり気なく手を繫つなぐのです……！」

　突とつ然ぜんディオスの背後に現れ、アドバイスを始めるエメロード。

　サングラスとマスクを装着して変装しているつもりなのだろうが、逆にとても目立っていた。これと比べたら、神獣形態の方が何倍も目立たないであろう。

　さらに、根本的な問題が一つ。このアドバイス、隣のレイナにも丸聞こえなのである。

「いや、ええと……」

　隣のレイナをチラリと見ると、顔を赤くして俯うつむいていた。

　まぁ、そういう反応になるよなぁとディオスが少し呆あきれた、その時。

　ディオスの手首から先が、何かに縛しばられた。

「……え」

　見ると、エメロードの蔦がディオスとレイナの手を縛っていたのだ。

「ちょ、ちょっとエメロード！」

「うふふ。そうしているとまさに恋こい人びと同士にしか見えないですね」

「強制的に手を蔦でグルグル巻きにされている、この状じよう況きようでも？」

「はい。危ないプレイを楽しんでいる恋人にしか見えません」

「その言い方はやめてよ……」

「とか言いつつ。レイナさん、ちょっと嬉うれしそうですね？」

「そ、そんなことないもん！」

「あらあら。でもしばらくは解ほどけないと思いますよ？　頑がん丈じように巻きましたので」

　ニコニコと笑いながら、怪あやしい格好のエメロードは変装を解く。

　そこでディオスは、ある違和感の正体に気付く。よくよく見ると、レイナだけでなくエメロードの手も重なっていたのだ。

「……これは？」

「うふふ。私もご主人様と一緒に回りたいです」

「いや、とても移動しにくいんだけど。それにこれじゃあ、デートとは言わない気が……」

「両手に花なダブルデートですよ、ご主人様。もっと喜んでください」

「いや、ダブルデートの意味違うよね？」

　レイナの冷静なツッコミにも、エメロードは頰に手を当ててうふふと笑うだけであった。

「それでは、三人でのロマンチックデートといきましょう！」

　有無を言わさず引っ張っていくエメロードに、ディオスとレイナはただ引きずられるのだった。




　今日はどこかの施し設せつに入れば、神しん獣じゆうたちのアドバイスという名の邪魔が入る──。

　ルヴィとエメロードの件で確信したディオスは、しばらくの間、ふらふらと当てもなく歩いていた。

　だが人通りが少ない路地に来た時、正面からマリンはやって来た。ディオスは思わず身構えてしまう。

「女の子が……キュンとときめく瞬しゆん間かん……。それは……危ない輩やからから……身みを呈ていして守ってくれる男の子の姿を見た時……」

　突然始まったマリンのアドバイスに、ディオスは顔を引きつらせていた。

　内容にこのような反応をしたわけではない。彼女は堂々とディオスとレイナの前に立ち、今のセリフを言い放ったのだ。

　アドバイスというより、もはや三人で雑談している風景にしか見えない。

　既すでにディオスも、ツッコむのを諦あきらめていた。疲つかれていたのだ。

「それで……俺に危ない輩からレイナを守れと？」

　神獣界から何らかの不思議な力が働いて、マリンの姿をレイナが認識していなかったらいいなぁ──という、ほぼありえない願望を抱いだきながら、マリンに問い返すディオス。

「うん……。そういうわけで……危ない輩をご用意しました……」

「ご用意できるものなの!?」

「どうぞー……」

　覇は気きのない声の後、マリンの姿がいきなり二人に分ぶん裂れつした。

「これは、水の力を使った分身!?」

　紛まがう方かたなく、これはマリンの能力だ。しかし、ディオスは首を捻ひねる。

「ええと……。危ない輩はどこに……？」

　呟つぶやいた瞬間。

　二人のマリンの指先から、ディオスに向けて槍やりのような鋭するどい水流が放たれた。

　咄とつ嗟さに体を仰のけ反ぞらせ、それを避よけるディオス。外れた水流は、石いし畳だたみの路地に当たると、深い穴を空けた。

「え……まさか、マリンがその危ない輩とか、そういう……？」

　無言のまま放たれた二撃目の水流は、ディオスの横の髪かみをパシュンと切り落とした。

「……正解……」

「とっても危ない輩ああああああっ！」

　ディオスはレイナを脇わきに抱かかえ、慌あわててマリンから逃にげ出す。しかし、分身の一体が素早くディオスの前に移動し、回り込まれてしまった。

　思わず顔を引きつらせてしまうディオス。

「ちょっとマリン、本気なの？」

「うん……」

　焦るレイナに、分身のマリンが静かに答えたその直後。

　ディオスの背後から、腰に腕が回された。

「……お？」

　振り返ると、マリンが抱きついていた。マリンは眠そうな目でディオスを見上げると、ほんの少しだけ頰を染めた。

「……お兄ちゃん……隙あり……」

「え？　え？」

　混乱のあまり、目を丸くすることしかできないディオス。マリンの足元にはポタポタと水が垂れている。そのうちに、ディオスの背中にひんやりとした感覚が広がっていく。

「マリン。冷たいんだけど……」

「……もう少し……このまま……」

「いや、本格的に濡ぬれてきたし！」

　ディオスが抗議するも、マリンはしばらくディオスに抱きついたままであった。




　その後、ルヴィとエメロードとも合流を果たしたディオスとレイナ。結局全員、ディオスとレイナの様子をずっと観察していたらしい。

　マリンに背中から下半身にかけてびしょ濡れにされてしまったディオスは、ルヴィの火の力で乾かしてもらっている最中であった。

「それにしてもマリぴっぴ、容よう赦しやなさすぎー。単に脅おどしだとしてもマジすぎてルヴィもちょいビビったよ」

「そう……？　手加減……したのに……」

「あれで手加減とか……。マリンの本気が恐おそろしいよ……」

　うな垂れながら、ディオスは心の底から呟いた。

「でも、マリンさんの路線はなかなか良いと思うんですけれどねえ。例えば、『魔ま物ものに囲まれて大ピンチ！　身を呈してレイナさんを庇かばうご主人様』とか、私としてもかなり興奮するのですが」

「いや、エメロードが興奮してもなぁ」

　ため息を吐つくディオスに対し、エメロードはいつものように本心の見えない笑みを浮かべ──。




「──って、本当に魔物の群れの中に放り込む奴やつがいるかーッ!?」

　街の外。

　平原の真ん中でジェリー・バトの大群に囲まれながら、ディオスは絶ぜつ叫きようしていた。

　エメロードの蔦に縛られたディオスとレイナは、有無を言わさずジェリー・バトたちの縄張りの中に放り込まれてしまったのだ。

「ここにいますよ？」

「それは、人間社会では屁へ理り屈くつっていうんだよ……」

　わざと嫌いや味みたらしく言っても、エメロードにはまったく効果がない。相変わらずニコニコと笑っているだけだった。

「私、思い出したのです。以前、ご主人様の『先せん輩ぱい』は、ご主人様のことをこう仰おつしやっておりました。『耐たい久きゆう力は無む駄だにある』と。その無駄な耐久力を使い、レイナさんを守るのです！　ご主人様も鍛きたえられるでしょうし、一石二鳥ですよ！」

「無駄って言うな!?」

　文句を言いながらも、ディオスはレイナを抱だきしめるようにして、ジェリー・バトからの攻こう撃げきの盾たてになる。最弱の魔物ではあるが、以前レイナはまったく歯が立たなかったので、彼女にしてみればジェリー・バトも驚きよう異いの存在であった。

「ディオス……。だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ。これくらいの攻撃なら、どうってことないぐふっ!?」

「大丈夫じゃなさそうなんだけど!?」

「いや……今のは……ちょっと打ち所がはぐっ!?」

　次々とジェリー・バトの体当たりを受けるディオス。縄張りに入られたことが許せないのか、ジェリー・バトたちはプルプルとした体で、執しつ拗ように攻撃を仕掛けてきた。

「おー。なかなか活いきが良いジェリー・バトたちだねー」

「吞のん気きに言ってくれるな!?　というか、これいつまでやればいいんだよ!?」

「んー。ジェリー・バトたちが飽あきるまで？」

「それまでに俺が死ぬわ!?」

　文句を言いつつも、レイナを守るディオスの体たい勢せいは一切変わらない。その腕の中に守られているレイナの頰ほおが赤くなっているのを、この場の誰もが気付いていなかったのだった。




　ジェリー・バトたちの攻撃でディオスが限界を迎える前に、エメロードが蔦でディオスとレイナを救出。そのままトルバ・マディナまで戻ってきていたディオスたちは、再び街中を歩いていた。

「というわけで、散々な目に遭あったわけだけど……」

　ディオスの横には、少女姿の三人の神獣がいた。皆みんな、ディオスの腕にしがみつくようにして歩いている。レイナだけが神獣形態に戻もどり、ディオスの肩かたに乗っていた。

「お前たちもデートがしたかったのなら、最初からそう言ってくれたら良かったのに……」

「だってぇ……何かレイにゃんに悪いじゃん？」

「へにゃっ!?　そ、そんなことないし!?」

「うふふ。慌てる姿も可愛かわいいです。……でも、こうして時間を作ってくださってありがとうございます、ご主人様」

「いやあ、それはまぁ、みんなも俺が召喚した神獣なわけだし。むしろ当たり前というか」

「でも……こうしてお兄ちゃんと並んで歩くの……楽しい……」

「そうか。それなら良かったよ」

「なにせ、初めての男の神サ獣マ使ナいーですからね。本当に、興きよう味み津しん々しんで……興奮します」

　エメロードはまた、自分で自分の体を縛しばり始めてしまった。ディオスは慌ててエメロードから目を逸そらす。彼女の蔦つたが柔やわらかそうな胸に食い込む光景は、わかっていても目の毒にしかならない。

「エメ姉、いちいちエロいよね……」

「これは歩くわいせつ罪にならないのかと、結構ヒヤヒヤしてるんだけど……」

「そんなヒヤヒヤするご主人様も素敵です……」

「お前の守しゆ備び範はん囲いの広さにびっくりするわ」

「エメロードの興奮スイッチ……時々わからない……」

「いや、それは時々じゃなくて、いつもわからなくてよい気がするんだ……」

　そんなやり取りをしながら歩いていたのだが──。

　突然、ディオスの足が止まった。なぜか、顔面が蒼そう白はくになっている。

　疑ぎ問もん符ふを顔に浮うかべる神獣たちだったが、その理由はすぐに知れた。

　ディオスの視線の先。

　頭に太ましい猫ねこを乗せた茶ちや髪ぱつの少女が、ディオスを凝ぎよう視ししていたからだ。

「あ、あなたはあの時の、破は廉れん恥ち男……！」

　ディオスを指さし、ワナワナと震ふるえる少女。内心マズイと思いつつも、これはあの時の誤解を解くチャンスなのでは──と、ディオスは瞬時に思考を切きり替かえた。

「あの、あれは誤解です！　信じられないかもしれないけれど、実は俺、神サ獣マ使ナいーで。あれは、共鳴術テグヴエルトをしていただけで──！」

「そんなあからさまな噓うそには騙だまされません！　潔く認めた方が男らしいですよ!?」

「いや、噓じゃなくて本当に……」

　少女の有無を言わさぬ雰ふん囲い気きに吞のまれ、ディオスの語気が弱くなる。

「お兄ちゃん……もっと強気で言わないと……」

「あのぉ、すんませーん。ディオっちが言ってることは噓じゃないでース」

「ご主人様は本当に神サ獣マ使ナいーなのです」

「証しよう拠こ……見せるから……」

　神獣たちは互いに顔を見合わせて頷く。そして少女の目の前で、人間形態から神獣形態に戻ったのだった。

「えっ──!?」

　神しん獣じゆうたちの変化を目まの当たりにした少女は、口をポカンと開けてしばし絶句する。

「ほら。噓じゃないっしょ？」

「本物なのです」

　得意げにする神獣たちによろよろと近付いた少女は、彼女たちの体におそるおそる触ふれた。

「幻げん術じゆつでもない……。ということは、本当にこの子たちは神獣？　昼間から堂々と愛人たちを侍はべらせていたのではなく？」

「そんなふうに認識されていたの!?　みんな神獣だよ！」

「四体もの神獣を引き連れて──。ということは、最近噂うわさになっていた『男の神サ獣マ使ナいー』って、まさか──」

「たぶん、俺のこと、かな……？」

　噂の詳しよう細さいは知らなかったが、自分が規格外の存在だという自覚は、既に十分すぎるほど持っていた。少女はなぜか、そこでススス……とディオスから距きよ離りを取る。

「し、信じられないです……。本当に男の神サ獣マ使ナいーが存在していたとか……。しかも、よりによってこんな変態だったなんて──！」

「はぐっ!?」

　生まれて初めて言われた、変態という単語。そういうものとは無む縁えんと思っていただけに、ディオスの精神に刺ささるダメージは大きかった。胸を押さえて静かに悶もん絶ぜつするディオスを後しり目めに、少女は何かを決心したかのように両の拳こぶしを握にぎった。

「私、決めました……。清く正しい神獣との絆きずなの深め方を、あなたに教授いたします！　同じ神サ獣マ使ナいーとして！」

「え？」

　目を点にするディオスの手首を摑つかんだ少女は、ディオスを強引に引きずりながら歩き出す。

「では、さっそく参りましょう。私、神サ獣マ使ナいーのコーシカ・ブラウンと申します。そして神獣のまんぷくちゃんです」

「まんぷくちゃん？」

「私の頭の上にいるでしょう？」

　コーシカの頭の上に乗っている太ましい猫は、先ほどからずっと目を閉じており、微び動どうだにしない。本当にまったく動かないので、置物のようである。

「あ、この猫……。か、変わった名前だね……」

「本当はアガートと言うのですけれど」

「あだ名!?　本名の原形がまったくないな!?」

「そんなことより、早く行きますよ！」

　小こ柄がらなのにパワフルなコーシカに、ディオスはただ引きずられていくのだった。




　露ろ店てんの多く並ぶ通りまで移動したコーシカは、腰こしに両手を当て、真しん剣けんな眼まな差ざしでディオスと神獣を見つめていた。

「では早速、私とまんぷくちゃんの絆の深め方を実じつ践せんしてごらんにいれましょう！　そのだらしない目によく刻んでおいてください！」

　コーシカは大きな声で宣言してから、人の行き交う通りを颯さつ爽そうと歩いていく。ディオスたちは、少し離はなれて彼女の後についていった。

「……にゅ」

　しばらく歩いていると、コーシカの頭の上のまんぷくちゃんが、猫のようなそうでないような微び妙みような声を発した。

「あ、まんぷくちゃん。なるほど、これが食べたいのですね」

　コーシカはとある露店の前で立ち止まる。軟やわらかそうなワッフルを置いている露店だった。露店の奥では、調理器具と真剣に睨にらみ合あいをしているおじさんがいる。どうやらできたてを店頭に出しているらしい。

「確かに美お味いしそうです。すみません、これを一つください」

　コーシカは躊ちゆう躇ちよすることなくワッフルを買うと、すぐにまんぷくちゃんに渡わたした。

　大きく開かれたまんぷくちゃんの口の中に、あっという間に吸い込まれていくワッフル。まんぷくちゃんは数回だけ咀そ嚼しやくすると、またどっしりと置物のようになってしまった。

「凄すごい……何というか……」

「驚おどろきの吸引力……」

　まんぷくちゃんの食べっぷりに、思わずディオスとレイナは感かん嘆たんの声を洩もらしていた。

「美味しかったですか、まんぷくちゃん？　では次に行ってみましょう」

　次にコーシカが止まったのは、また食べ物を置いてある露店であった。今度はドーナツだ。嬉き々きとしながらドーナツを買うコーシカ。そしてすぐさま、ドーナツはまんぷくちゃんの腹の中に収まった。

　その後も、コーシカは次々とまんぷくちゃんに食べ物を与あたえていく。

　肉にパン、様々なお菓か子し──。

　まんぷくちゃんの食べっぷりは、凄いものであった。小さいのに、ディオスを遥はるかに凌しのぐ食べっぷり。げふっ、とようやくまんぷくちゃんが小さくゲップをした頃ころには、既すでにコーシカはかなりの金額を露店に費やしていた。しかしコーシカは悲観することなく、得意満面にディオスたちへと振ふり返かえる。

「どうです？　これが私とまんぷくちゃんの絆の深め方！　清く正しい神サ獣マ使ナいーの絆の深め方です！」

　ドヤ顔で告げるコーシカに、しかしディオスたち一行は腑ふに落ちない顔をしていた。

「ええと、コーシカ……。絆を深めるというか、俺には猫に餌え付づけをしているようにしか見えなかったんだけど……」

「何てことを言うのですか!?　食は大事な体のエネルギー！　神獣にも大事な要素なのですよ！」

「いや、でも……私たちは、あんなに食べないよ……？」

「え、噓!?」

　レイナの発言に、コーシカはズガガンッとショックを受けたように後ずさった。

「わ、私とまんぷくちゃんは、ずっとこのような絆の深め方をしてきているのですが……」

「だいぶ……変わってるね？」

　マリンに言われたコーシカは、目の端はしにうっすらと水を浮かばせ──。

「で、でもっ！　あなたたちの絆の深め方も、やっぱりおかしいと思いますっ！　だって、人間と神獣があんないかがわしい──！」

「あ、はい……。今はあの時の話は、その、忘れて欲しいなって……」

「忘れられませんよ!?」

「ですよねー……」

「とにかく、神獣たちとのあのような触れ合いだけは慎つつしんでください！　あなたのせいで、正常な神サ獣マ使ナいーに対する世間の目も変わってしまいます！」

「それは……善処します……」

　とはいえ、ディオスの共鳴術テグヴエルトはなぜか普ふ通つうではないので、慎んでくれと言われても難しい話ではあるのだが。コーシカの言い分もわかるので、今後は外でやるのはやめよう──と、心に誓ちかうディオスだった。

「私は大事な用事がありますので、今日のところはこれでお別れいたしますが──。次にお会いした時も、あなたの行動が行き過ぎないかチェックさせていただきますから！」

「ええええ!?」

　あからさまに嫌いやな顔をするディオスに背を向け、コーシカは颯爽と去っていく。

「何だか、おもしろい人と知り合ってしまいましたねえ」

　まるで他ひ人と事ごとのように、のんきに言うエメロード。

　コーシカの後ろ姿を見送りながら、ディオスは肩かたを落とすのだった。







　その日もいつもと同じように、ディオスは神獣たちを体に乗せ、街中を散策していた。

　いつもと違ちがうのは、人ひと混ごみから離れた外がい壁へきの近くを移動していた、ということ。

　毎日人混みに揉もまれることに、さすがに少し疲つかれてきたのだ。そういうわけで、ほとんど人の姿の見えない外壁近くの並木通りを歩いていたわけなのだが──。

「あ……。あれ……」

　最初に気付いたのは、マリンだった。

　マリンの触しよく手しゆが指す方に視線をやると、三人の人物が外壁の近くに佇たたずんでいた。

　三人の内の二人は、頭に黒のフードを深く被かぶり、黒の外がい套とうに身を包んでいた。

　一人は背が高く、一人は背が低いのだが、男性なのか女性なのか、ここから判断することはできない。三人の内一人だけ見分けがつくのは、紫むらさき色いろの長い髪かみを束ねた女性だった。

　女性の姿を見た瞬しゆん間かん、ディオスの肩に乗っていたレイナが小さく息を吞む。

「ビオレッタ……」

「あの女、この前の嫌な奴やつじゃん」

　ディオスは咄とつ嗟さに木の陰かげに身を隠かくした。見つかれば、またレイナに嫌いや味みを吐はいてくるかもしれないと判断したからだ。それにディオス自身も彼女の雰囲気が少し苦手──というのもあった。

　息を潜ひそめ、ディオスは三人の動向をジッと見守る。こちらの存在に気付かぬようにと祈いのりながら、彼らがこの場から去るのを待つことにした。

「合い言葉は」

　背の高い方の黒フードが、低い声でビオレッタに言う。声からすると男のようだ。

「鳥を空へ」

　ビオレッタが答えると、黒フードの男は小さく鼻を鳴らした。

「……遅おそいぞ」

「こっちだって色々とあるんだよ。それより、用意は順調なのか？」

「問題ない。これから渡す。付いてこい」

「ふん。いよいよ事前大会モナーフエスの終しゆう了りようが近付いてきたってわけか」

　ビオレッタが小さく笑うと、彼女と怪あやしい黒フードの二人は、『関係者以外立ち入り禁止』の看板が掲かかげられている外壁の扉とびらを開き、中に入っていった。

　隠れていた木の陰から出たディオスたちは、彼らが姿を消した扉を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「ねえ……。今あいつら、変なこと言ってなかった？」

「事前大会モナーフエスの……終了って……」

　ルヴィに続き、マリンが不安げに告げる。確かに、それはディオスにも聞こえていた。

「何か企たくらんでいるのか……？」

　ディオスは眉み間けんに皺しわを寄せる。ビオレッタはともかく、彼女が接せつ触しよくしていた全身黒ずくめの二人は、どう見ても怪しい。まっとうな生き方をしている人間は、まずあんな格好をしないであろう。それに加え、彼らは合い言葉でわざわざ確認を取っていた。となると、何かの組織である可能性が高い。

　だからこそ、ディオスは戸と惑まどった。ここで深入りしても、果たして自分に何かできるのか──。今までの人生において、何もできなかった自分にできることがあるのか、と。

「ご主人様。ここは後を付けてみましょう」

　そんな悩なやむディオスの背を押したのは、神しん獣じゆうたちだった。

「え、でも──」

「ルヴィも賛成。あんな不ふ穏おんな単語を聞いて、放っておくとかできないって感じ。それに、見るからにヤバげじゃん、あの黒フードたち」

「見つかったらどうするんだよ」

「その時はその時っしょ」

「襲おそってきたら……私たち……戦うし……」

「あーもう、わかったよ……」

　神獣たちのやる気に押され、ディオスは髪をわしわしと搔かくことしかできなかった。

　そして、ビオレッタたちが入った扉の前まで移動するディオス。

「なあ。看板に書いてあるとおり、あの人たちが本当に『関係者』だったりしたら──」

「その時は、何も知らない振りをして謝りましょう」

　うふふ、と笑いながら言うエメロードに、いよいよディオスは観念せざるをえなかった。

　少し緊きん張ちようした面おも持もちで、静かに扉を押し開ける。

　扉を開けてすぐ、下に繫つながる階段が続いていた。ディオスが静かに扉を閉めると、たちまち周囲は暗くら闇やみに支配された。すかさず、レイナが体から光を発する。

「助かるよ、レイナ」

「私は、これしかできないし……」

　自じ虐ぎやくしながらも、少しだけレイナの声は嬉うれしそうだ。

　レイナの光を頼たよりに、ディオスは慎しん重ちように階段を下りていく。階段を下りきった先には、水路が続いていた。

　壁かべには小さな明かりが点在しており、レイナの光がなくとも足元は確認できる。

「地下水路か」

「このひんやりとした空気。悪わる巧だくみをするには、うってつけという感じですねえ」

「あいつらは……？」

　ルヴィがキョロキョロと周囲を見回す。

　ディオスが耳を澄すませると、遠ざかっていく足音が聞こえた。ビオレッタたちのもので間ま違ちがいないだろう。

「お兄ちゃん……。念のため……足音消す……」

「ん、足音？」

　ディオスの腕うでから降りたマリンは、体から小さな光を発し人間形態になった。そしてディオスの腕に、小さな手を這はわせる。

　間を置かず、水の膜まくがディオスの足元を覆おおっていく。

「おお、これは？」

「消音……。水が音を吸収する……これで足音が消える……はず……」

「そんなこともできるんだな、マリン……」

　マリンは照れたように頰ほおを赤く染めた後、またクラゲの姿に戻もどり、ディオスの腕に巻き付いた。

　文字通り、音を立てずに移動を開始する。ビオレッタたちに追いつくために少し走ってみるが、マリンの能力のおかげで無音のままだ。

　通路の曲がり角に来た時、ディオスはピタリと足を止めた。

　壁の向こう側から、声が聞こえてきたからだ。

「トルバ・マディナでの計画は、全すべてお前に任せることになる。本当に大だい丈じよう夫ぶだろうな」

「しつこいな。大丈夫だって言ってるだろ」

　男の声に苛いらだたしげに答えた声は、ビオレッタのものだった。

「ふん……。その言葉、信じるぞ」

「ところで『例の物』は、どこに隠してあるんだ」

「ここだ」

　男の短い声の後、壁がゴリッと動く音がした。

「……三つか」

「これでも十分すぎるほどに致ち死し量だ。……不安か？」

「はっ。そんなわけないだろ。私が存分に力を引き出してやるよ」

（何だ？　致死量？　一体こいつらは何をしようとしているんだ？）

　ディオスは壁に背を預け、緊張しながら耳をそばだてる。

　だが、彼らの会話はそこで止まった。

「……どうやら、鼠ねずみが入り込んだか」

　その男の声は、ビオレッタに向けてのものではない──明確に、ディオスへと向けられていた。ディオスの心臓が跳はね上がる。神獣たちも、思わず息を止めていた。

「これはお前の不始末だな。どうにかしろ」

　男がそう言うと、二人分の気配があっという間に通路の奥へと遠ざかっていく。

「まったく、何で私のせいになるんだよ。意味がわかんねえ。でもまぁこの程度の鼠、すぐに処理してやるよ」

　ビオレッタの足音が近付いてくる。

　顔を強こわ張ばらせながら、ディオスは神獣たちの顔を流し見た。

　──逃にげよう。

　口だけを動かした、その時。

　通路の奥から現れたビオレッタと、ディオスの目が交差した。








三章　怪しい組織に深入りは禁物ですよ？









　時間は少し、巻き戻る。




　今日も観光都市は、朝から大変な賑にぎわいをみせていた。食事や飲酒、買い物を楽しむ人々で、円形の街には声が溢あふれている。

　そんな街の一角を、太ましい猫ねこを頭に乗せた少女──コーシカが、目を輝かがやかせながら歩いていた。

「見てくださいまんぷくちゃん。あそこの屋台のお肉、とても変わっています。お肉に棒を突つき刺さして焼いているんです。あぁ、良い匂においがしてきました。とても美お味いしそうですよ！」

　コーシカに話しかけられたまんぷくちゃんは、しかしまったく反応しない。寝ねているのか起きているのかわからない細い目を動かすことなく、ただじっとコーシカの上に座っているばかりだった。

「よし、次はあのお肉を食べましょう」

　そんなまんぷくちゃんの反応に構うことなく、コーシカは嬉き々きとしながら屋台に近付いていく。

「おじさん、このお肉を二本ください」

「あいよー」

　頭に白い布を巻いた店主に、コーシカは革かわ袋ぶくろからお金を取り出して渡わたす。ほどなくして、店主はコーシカに串くし刺ざしの肉を二本手渡した。

「へい、どうぞ。お。もしかしてお嬢じようちゃん、神サ獣マ使ナいーかい？」

「はい、そうです」

「へええ。まだ若いのになぁ。どれ、一本おまけだ。これからも頑がん張ばってくれよな」

「わあ！　ありがとうございます！」

　爽さわやかに礼を告げた後、コーシカはほくほくとした顔で屋台を離はなれる。そして屋台の横の路地に入った。通りからほんの少し中に入っただけなのに、周囲の喧けん噪そうがわずかに遠くなる。

　コーシカは頭上のまんぷくちゃんに、「はい」と肉を差し出した。

「まんぷくちゃん、串で喉のどを刺さないように気をつけてくださ──」

　コーシカの忠告が終わる前に、まんぷくちゃんは肉をばくん、とひと飲みにした。

「あららら。相変わらず惚ほれ惚ぼれするほど良い食べっぷりです。では二本目もどうぞ」

　続けて差し出された肉も、同じように一いつ瞬しゆんでまんぷくちゃんの口の中に消えていった。そのまま、まんぷくちゃんはまた彫ちよう像ぞうのように動かなくなる。コーシカはその様子に満足げな笑みを浮うかべると、ようやく自分用の肉を頰ほお張ばった。

「はああぁぁ、これはとても美味しいですね！　硬かたすぎず軟やわらかすぎずな絶ぜつ妙みような焼き具合。炭火の香かおりも良いですねえ。こういう食べ物と巡めぐり合えるなら、毎日が事前大会モナーフエスのお祭まつり騒さわぎでもいいくらいです」

　頰に手を当て、感激するコーシカ。彼女もあっという間に肉を平らげてしまった。

　残った串を屋台近くに設置されたくず入れに放ると、コーシカは路地裏の民家の壁に寄りかかった。ひんやりとした背中の感かん触しよくが心地よい。

「やはり美味しいものを食べると、幸せな気分になっちゃいますね。嫌いやなことも吹ふき飛とんじゃいます」

　そう言ってから、コーシカの表情が一いつ瞬しゆん凍こおり付く。自分の言葉で、数日前に見た『嫌なこと』を思い出してしまったのだ。

　街の外れで見てしまった、男女の睦むつみ合い──。

　途と端たんにコーシカの顔は真っ赤に染まる。

「いや、久々にお昼ご飯を静かな場所で食べたくなって、あんな所に迷い込んでしまった私も悪いですが──。でもっ、やっぱり外であんなふうにイチャイチャするなんておかしいです……！　しかもあれが神しん獣じゆうだったなんて！」

　先日ディオスと会って彼の正体はわかったものの、それでもコーシカは納得できないところがあった。

「でもちょっと……興味あるかも……」

　小さく呟つぶやいたところで、コーシカは「な、何を言ってるんですか私!?」と首をぶんぶんと横に振ふった。頭の上のまんぷくちゃんも一いつ緒しよに揺ゆれるが、まったく動じることなくのほほんとしている。

「そ、そもそも私には、大事な使命が……！　それに、神サ獣マ使ナいーの私が破は廉れん恥ちなことに興味があるなんてそんなこと……！　ふしだらな女になってしまいますよ私!?」

　自分の発言に自分でツッコんだ、その時だった。コーシカの目が、路地裏を駆かけ抜ける人ひと影かげを捉とらえたのは。

「むむ？　女性……？」

　コーシカは眉まゆを寄せる。今の人物の髪かみの色に、コーシカは見覚えがあったのだ。

「人ひと気けのない道を颯さつ爽そうと駆けていったことといい、まさか……。まんぷくちゃん、ここは追つい跡せきです！」

　前方を指さし、路地裏へと駆けていくコーシカ。まんぷくちゃんはそれでも無反応のまま、コーシカの頭の上にどっしりと座っていたのだった。




　時は戻り、再び地下水路──。




　通路からビオレッタが現れた瞬しゆん間かん、レイナを除く神獣たちは、すぐに人間形態へと変身した。

「レイにゃんは、ディオっちにしっかりつかまってて」

「う、うん」

　ディオスの盾たてになるように、三人の神獣たちは立つ。

「なっ──!?　人間形態!?　まさかお前、神サ獣マ使ナいーなのか!?」

　彼女たちの変わるさまを見ていたビオレッタは、あからさまに動どう揺ようしていた。

　今までに見たことのない、男の神サ獣マ使ナいー。一人につき一体しか召しよう喚かんできない神獣を、複数従えている──。

　この事実に、驚おどろかない人間はまずいない。

　その隙すきを利用して、エメロードが先に仕し掛かけた。

　背中から数本の蔦つたを伸のばし、ビオレッタの足を狙ねらう。文字通り『足止め』を狙った攻こう撃げき。

　だがビオレッタの足に届く直前、蔦の先せん端たんが突とつ如じよ何かに切きり裂さかれた。

「──!?」

　ビオレッタの正面に、サソリの尾おを持つ褐かつ色しよくの肌はだの女性が立っていた。

　彼女の肩かたに乗っていた神獣──シェイゾが、人間形態になったのだ。

　エメロードの蔦を切り裂いたのは、シェイゾの尾の先端であった。

「ふん……。男の神サ獣マ使ナいーだろうが関係ない。まさか鼠が、レイナとそのご一行だったとはな。……シェイゾ、やれ」

「御ぎよ意い」

　ビオレッタがシェイゾに命令を下した瞬間──。

　彼女の姿が、かき消えた。

（いや、違ちがう──）

　視認できないほどの速さで、神獣たちに接近したのだ。

　拳けん闘とう士としての動体視力で、かろうじてそれを捉えたディオスだったが、神獣たちに注意を促うながすには間に合わなかった。

　シェイゾはエメロードの懐ふところまで一気に潜もぐり込むと、彼女の腹に向けて拳こぶしを繰くり出だす。

　だがエメロードは再生させた蔦を素早く腹に集め、何とかその一いち撃げきをガードした。

　神獣たちにも、シェイゾの動きは見えていたのだ。

　ディオスは小さく安あん堵どする。そこはやはり、初日から圧あつ倒とう的な強さを見せてくれた彼女たちだ。

　すぐさま、反はん撃げき態勢になる神獣たち。

　水の力を使い、姿を消すマリン。

　同時にルヴィが彼女の横で、掌てのひらから炎ほのおを次々と撃うち放った。短たん剣けんのような形をした炎は、超ちよう速そく度どでシェイゾに向かう。

　一度距きよ離りを取ろうと後方に跳とんでいたシェイゾに、ルヴィの炎が一いつ斉せいに襲おそいかかった。

　シェイゾの体に着ちやく弾だんした瞬間、短剣形の炎は小爆ばく発はつを起こす。地下水路内に響ひびき渡る破は裂れつ音と、爆発で生じた煙けむりが、一時的にシェイゾの姿をかき消した。

「よっしゃ直ちよく撃げき！」

　思わず指を鳴らすルヴィ。

　薄うすれた煙の中から現れたのは、仰あお向むけになって倒たおれているシェイゾの姿だった。
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「これで勝負は──」

　ルヴィの言葉の途と中ちゆうで、シェイゾは静かに立ち上がる。その表情は無のままだ。

「ありゃりゃ。意外と丈じよう夫ぶ」

　しかし、確実に大きなダメージになったのだろう。シェイゾは少しフラフラとしている。

「ねえ、まだやるの？」

「……行け」

　ルヴィの呼びかけへの返答は、ビオレッタの短い命令だった。

　姿勢を低くしたシェイゾは、ルヴィに向けて素早く再接近。

「うええ!?」

　その勢いに驚いたルヴィが、少し怯ひるんだ時。

　突とつ然ぜん発生した水流に押され、シェイゾの体が横に吹き飛んだ。

「これは、マリンか!?」

　ディオスの予想通り、姿を消したマリンの奇き襲しゆう攻こう撃げきだった。

　壁かべに激しく叩たたきつけられたシェイゾ。短い呻うめき声を発し、ズルリと床ゆかに倒れ込む。

　マリンは姿を現すと、再びディオスの前に立った。

「もう……やめる……。いたぶるの……好きじゃない……」

　それでも、ビオレッタはシェイゾを止めない。そしてシェイゾもまた立ち上がり、神獣たちへ冷たい瞳ひとみを向けていた。

「どうやら、降参してくれるような雰ふん囲い気きではないですねえ……。かといって、逃にがしてくれそうにもないですし」

「んじゃ仕方ないけど、ここは立ち上がれなくするしかないじゃん？」

　ルヴィが掌に炎を集め、シェイゾに向けて再度炎を放とうとした、その時──。

　謎なぞの煙が、ルヴィの眼前に突如発生した。

「な──!?」

　いきなり視界を白に染められたルヴィは、驚きよう愕がくの声を発する。

「うぐっ──!?」

　そして、すぐに呻き声を上げた。

　シェイゾの尾の先端が、ルヴィの二にの腕うでに刺ささっていたからだ。

「ルヴィ！」

　悲鳴をあげるエメロード。シェイゾはルヴィを刺したまま、エメロードに拳を繰り出す。

　その一方で、彼女の巨きよ大だいなサソリの尾は、刺していたルヴィの腕からズルリと抜けた。その瞬間、ルヴィの体はまるで人形のように頽くずおれる。

　堪たまらず、ルヴィに駆け寄よろうとするディオス。だが、彼の前にマリンが立った。

　マリンはディオスに背を向けた状態で、両りよう腕うでを目いっぱい広げた。その彼女の手から、たちまち水が広がり、ディオスを護まもる盾を形成した。

　水の防ぼう御ぎよ壁へき。

　主あるじに危険が迫せまらないように──。神獣としての本能が、咄とつ嗟さにマリンを動かしていたのだ。

　今度はそのマリンに向けて、シェイゾの尾の先端が迫る。

「くっ……！」

　床を転がり、尾の一撃を避よけるマリン。空振った尾が、石造りの通路に穴を空ける。

「何だか、急に動きが鋭するどくなってません!?」

　蔦で防御に徹てつしていたエメロードが、そこで腕を振るった。

　葉の形をした刃やいばが無数、彼女の腕からシェイゾに飛んでいく。

　リーフダガー。草属性のエメロードが扱あつかう、強力な斬ざん撃げきだ。

　シェイゾは一度エメロードから離はなれると、空中で後方に一回転した。

　金属同士がぶつかるような、甲かん高だかい音が無数響き渡わたる。

　シェイゾは自身の尾で、エメロードの攻撃を次々に払はらったのだ。

「とても硬かたい尻尾しつぽですね……！」

　苦笑するエメロードの横から、さらにマリンが水流を放つ。それを華か麗れいな身のこなしで避けたシェイゾ。そして疾しつ風ぷうのような速さで、マリンとエメロードに最接近した。

「なっ──！」

　急激に近付いてきたシェイゾに、咄嗟に構える二人。

　その二人に向け、シェイゾは掌を向けた。放たれるのは、白く細い針。

　毒針だった。

　本能的に危険を察知した二人は、それぞれ別の方向に体を反らせて毒針を躱かわす。

　それまで無表情だったシェイゾだが、そこで口元が僅わずかに上がった。

「……また！」

　マリンが小さく声を上げる。彼女の眼前に、ルヴィの時と同じような白い煙が発生したからだ。

　そしてマリンの眼前に、突如として現れるシェイゾの尾。

「──！」

　地から生えてきたシェイゾの尾を、マリンは避けきることができなかった。

　勢いよく胸を突つかれたマリンの小さな体は、大きく後方に飛ばされる。

　シェイゾは自身の尾を地に潜らせ、煙に気を取られた一いつ瞬しゆんの隙を突き、攻撃を仕掛けたのだ。

　この隙に体勢を整えたエメロード。シェイゾを見み据すえるその顔には、いつもの余よ裕ゆうはない。

「ディオス……！　あの煙、ビオレッタが──！」

　レイナが告げたその時、ディオスは見た。

　ビオレッタが小さな『何か』を、エメロードに向けて放り投げるのを。

「今さら気付いても遅おせえよ」

　ビオレッタが不敵な笑みを浮うかべた、瞬間。

　エメロードの視界を遮さえぎるように、また煙が発生した。それに合わせ、シェイゾが動く。

「あぐっ!?」

　エメロードの脚あしに、シェイゾの尾の先端が刺さっていた。

　シェイゾは尾をゆっくりと引ひき抜ぬく。その動きに合わせるかのように、エメロードの体もゆっくりと地に倒れ伏ふすのだった。

　その光景を見やりながら、ディオスはただ硬こう直ちよくしていた。

　神しん獣じゆうたちが次々と倒れていくというのに、指先一つ動かすことができない。

　強い──。

　突然強くなったシェイゾ。間ま違ちがいなく、ビオレッタが何かをしたからだ。

　ディオスは、血が滲にじまんばかりに拳を強く握にぎる。

　マリンが張ってくれた防御壁が、今の最後の砦とりでだ。だが、これもいつまで持つのか──。

「残りはお前だけみたいだなぁ、レイナ？　ほら、お前も人間形態になれよ」

　レイナはディオスの肩で、カタカタと震ふるえている。

（どうする。どうすればいい？　神獣たちを回収して逃げるか？）

　ディオスは目だけを動かして、倒れた神獣たちの姿を流し見る。神獣たちは気を失ったせいか、全員が人間形態から元の神獣の姿へと戻もどっていた。

（だが、彼女たちを回収する隙すきを、シェイゾが与あたえてくれるはずがない。ならば、戦うしかないのか。でも、この震えているレイナで？）

　ディオスは必死に考えを巡めぐらせるが、この場を打開する案は何一つ浮かんではこない。

（どうする。どうすれば。考えろ、考えろ──）

「おやめなさい！」

　突とつ如じよ入ってきた第三者の声に、ビオレッタも、そして思考を強制遮しや断だんされたディオスも振ふり返かえる。

　そこには、太ましい猫ねこを頭に乗せた少女──コーシカが立っていた。

「コーシカ!?」

「ディオスさん、話は後です」

　コーシカは短く告げると、ビオレッタに向けて真っ直すぐに指を突き出した。

「ビオレッタ・ソルバー！　こんな所で何をしているのです！」

「うるさい奴やつが来たな……。コーシカ、お前こそどうしてこんな所にいる」

「あなたを追ってきたからです！　……やはり『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』に入ったという噂うわさは本当だったのですね……」

「──!?」

　コーシカの出した単語にディオスは息を吞のみ、目を見開いた。

　ビオレッタは面めん倒どうくさそうに鼻を鳴らす。

「それがどうした」

「どうしたも何もっ──！『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』は、神──ガルフネーデ様に関する施し設せつを破は壊かいしている、テロ組織なのですよ!?」

　ディオスも、その組織の名前を聞いたことがあった。

『神を殺す』という名目の下もとに破壊活動を行っているという、危険な組織であると。

「そんなテロ組織に、なぜ入ってしまったのですか!?　神サ獣マ使ナいーのあなたが！」

「……私は組織の理念に同意しただけだ。お前には関係ないだろうが」

「でも──！」

「お前、知っているか？　神獣がどうやって生まれているのかを」

「え……？」

　突然問われ、コーシカは言葉を詰まらせる。その横で、ディオスが静かに答えた。

「詳しくは知らないが、ガルフネーデ様から生まれてくるんじゃないのか……？」

「そう、神ガルフネーデ。その神がクソッタレな存在だということを、私は組織の皆に教えてもらった。だから『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の一員になった。何も知らずに捕らえられている哀おれまなえ小た鳥ちを、鳥とり篭かごの中から出してやるためにな。テロ行為は、神に対して私らの存在を主張しているだけにすぎない」

「それは、どういう──」

「ふん。こっちには無む駄だなお喋しやべりをしている時間はない」

　ビオレッタは言葉を遮ると、黒のローブをはためかせ、振り返る。

「おい、シェイゾ」

　ビオレッタが呼びかけると、シェイゾは無表情のまま、コーシカやディオスに掌てのひらを向けた。その手から、たちまち白い霧きりのようなものが発生する。

「これは──！　皆みなさん、息を吸ったらいけません！」

　コーシカの呼びかけに、ディオスは慌あわてて腕で口元を覆おおう。レイナもさらに体勢を低くし、短い前足で鼻を隠かくした。

「遊んでいる暇ひまはない。この場は引かせてもらう」

「ま、待ちなさい！」

「待つかよ。……次は事前大会モナーフエスで会おうぜ。私が楽しい舞ぶ台たいを演出してやるよ」

　ビオレッタは笑いながら、シェイゾと共に通路の奥へと姿を消した。

「くっ──追いたいですが、今は仕方がないですね。ディオスさん！　すぐに倒たおれている子たちを連れて、この煙けむりから離れてください！」

「わ、わかった！」

　今は彼女の言う通りにするしかない。意識を失った神獣たちをディオスは次々に拾い上げていく。そして、元来た道を駆かけ戻るのだった。




　地上まで戻ったディオスは、外に出た瞬しゆん間かん、がっくりと膝ひざを突いた。

「これは……？　急に体が、動かなく……？」

　立ち上がろうとしても、ディオスの全身は小さく震えるばかり。その肩かたに乗っていたレイナもまた、ぐったりとしていた。

　その後を追ってきたコーシカが、ディオスの顔を心配そうにのぞき込む。

「先ほどの煙を少し吸ってしまいましたか……。ビオレッタの神獣シェイゾは、毒の神獣なのです。私の予想通り、あれは麻ま痺ひの成分を含ふくんだ煙だったようですね」

「毒の神獣……」

　ディオスは力なく呟つぶやきながら、気を失った神獣たちを見つめる。

「こいつらが今まったく動かないのは、毒のせいなのか──」

「ひとまず、応急処置ですが治ち療りようを行います。……まんぷくちゃん」

　コーシカが呼びかけると、まんぷくちゃん──ことアガートが地に飛び下りた。

　アガートは開いているのか閉じているのかわからない目でディオスを見つめた後──ぽふっと、前足をディオスの背に置いた。

「……お？」

　猫の肉球の感かん触しよくを背に受けた、直後。

　アガートの体から、漆しつ黒こくの光が広がった。光はディオスの全身に瞬またたく間まに広がり、肩に乗っていたレイナや、ディオスが抱かかえていた神獣たちの体をも吞のみ込んだ。

「な、何か禍まが々まがしい光に包まれているんだけど……本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、これ？」

「何を言うんですか！　まんぷくちゃんがせっかく治療をしているというのに」

「あ、はい……」

　とりあえず、今は彼女の言葉を信じるしかない。

　しばらくそのまま待ち続けていると──。

「あれ？　体が軽くなった？」

「だから、治療をしていると言ったじゃないですか」

「ごめん……」

　素直に謝り、ようやく立ち上がるディオス。

　だが、神獣三体の意識が戻る気配はない。その様子を見たコーシカは眉まゆをひそめた。

「これは……？　もしかしてこの子たち、何か特とく殊しゆな毒を受けたりしました？」

「ええと、あのシェイゾって奴の尻尾に刺さされてたな──」

　途と端たん、コーシカの顔が険しくなる。

「そうですか……。となると、ここは一度、教会に行って看みてもらった方が良いでしょうね。まんぷくちゃんの能力では、あくまで簡単な解毒しかできませんから」

「あの、今さらだけど、本当に助かったよ。ありがとうコーシカ」

「わ、私は神サ獣マ使ナいーとして当然のことをしたまでで、お礼を言われるようなことでは！　それよりディオスさん、すぐに教会に向かいましょう」

「ああ」

　頷うなずいてから、ディオスは神獣たちを抱えたまま、教会へと向かう。




　すっかり静せい寂じやくを取り戻していた地下水路、そのさらに奥──。

　壁かべに取り付けられた結けつ晶しよう製のランプの火が煌こう々こうと光を放ち、赤茶けた壁と、シェイゾの顔を照らしていた。褐かつ色しよくの肌はだはランプの光を受け、今は少し明るく見える。

　人形のような精せい巧こうな顔付きを変えぬまま、シェイゾは眼前の主人を見据えていた。

「あのまま、口くち封ふうじをしなくても良かったのですか」

　淡たん々たんと告げるシェイゾに、ビオレッタは小さく鼻を鳴らした。

「お前の毒針を撃うち込んだのだろう？　しばらく何もできやしないさ。それにどうせ、事前大会モナーフエスの時に全員まとめてあの世行きだろうしな」

　ビオレッタは、水面に映る自分の顔を見つめる。

「神──か。くだらねえ……」

　透とう明めい度の高い水に、氷のような笑みを浮かべたビオレッタの顔が揺ゆらめいていた。




　神獣たちの解毒を頼たのむため、ディオスはコーシカの後を追いかけ、足早に教会に向かっていた。

「なぁ、コーシカ……」

「何ですか？」

「ビオレッタとは、知り合いなの？」

　途端、コーシカが大きく目を見開き、振り返った。

「彼女は……」

　言いかけてから、コーシカは静かに目を伏せた。

「いや。言いにくいことなら、別に無理にとは──」

「いえ。彼女に襲おそわれたあなたには、知る権利があります……」

　コーシカはそこで息を整えると、おもむろに口を開いた。

「彼女は昔、教会に所属していた、神サ獣マ使ナいーだったんです……」

「あいつが、教会に……？」

「はい」

　信じられない、といった顔をするディオスの肩で、レイナは気まずそうに耳と尻尾しつぽを垂れていた。

「ですが、あまり素行が良くなくて──。神獣を面白半分に召しよう喚かんしては、追い返すのを繰くり返したり。悩なやみを相談しに来た市民の方に、酷ひどい暴言を吐はいたり。神獣が生み出す『結晶』を使った、詐さ欺ぎ事件まで起こしたり──。それでも神サ獣マ使ナいーは数が少ないですから、司祭様は何とかして彼女を更こう生せいさせ、立派な神サ獣マ使ナいーにしようとしていました」

　神獣が生み出す『結晶』。

　人々の生活に深く根付いている物であるが、当然のように神サ獣マ使ナいーがいないと、結晶を生み出すことなどできない。

　それ以外にも、市民の悩み相談を受けたり、簡易な治療を施ほどこしたりと、神サ獣マ使ナいーは社会に対する役割が大きい。ゆえに、彼女らの供給が足りていないのが実態であった。

「なのに、彼女は突とつ然ぜん教会から姿を消しました。当然、教会は彼女を捜さがしました。でも、見つけることができなかった。捜そう索さくを諦あきらめかけたある日、何とかたどり着いたのが、ある噂でした」

「ある噂……」

「はい。テロ組織『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の一員になった、と──。その噂の真相を確かめるべく、私は教会から特別に指示を受け、ビオレッタを捜し続けていたのです。それで、偶ぐう然ぜん彼女を見つけ、後を追いかけたら──」

「襲われている俺たちに会った、と」

　コーシカはこくりと頷き、ディオスの言葉を肯こう定ていした。

「あなたこそ、どうしてビオレッタと？　どこで知り合ったのです？」

「ええと……。正確には俺が知り合いってわけではなくて。この、レイナが……」

　話を振ふられたレイナは、コーシカに対し俯うつむくばかりだった。しかしコーシカは、それだけで全すべてを察したらしい。

「なるほど……」

　やがてコーシカは、街の外れにある教会の前で足を止めた。

「ここが……」

　ディオスは知らず、小さく呟く。

　白い壁に彩いろどられた教会。入り口には、鷹たかの羽が生えた狼おおかみの彫ちよう像ぞうが飾かざられている。これは『神しん獣じゆう』の存在を表した像である。

　教会の前に立ったディオスは、中で祀まつられている神、ガルフネーデに思いを馳はせる。

　スリアンヴォスの優勝者のみが会うことを許された存在であるが、その正体は不明な点が多い。

　この世界セント・エスピリを創造した存在で、神獣たちを生み出す。

　わかっているのはそれくらいだが、どこから来たのか、何者なのか、それを知る者はいない。そして人々も、深く考えはしない。

　神とは、想像の及およばない存在。そういう概がい念ねんを持っているからだ。

　ちなみに、スリアンヴォスの優勝者はガルフネーデについて話すことを一切禁じられており、仮にそれを破った場合、叶かなえた願いを反ほ故ごにされるという。

「では、入りますよ」

　コーシカは短く宣言してから、木製の扉とびらを押し開けた。ディオスもその後に続く。

　いくつもの長なが椅い子すが左右二列に並び、真正面に教きよう壇だんが立つ光景は、どの街に行ってもほとんど変わらない。

　ディオスの村にも小さな教会があったが、ここも似たような造りをしていた。唯ゆい一いつ違ちがうのは、教壇の背後で神秘的な光を室内に落としている、巨きよ大だいなステンドグラスくらいか。

　やがてコーシカは、教会の端はしに佇たたずんでいた金きん髪ぱつの神サ獣マ使ナいーと話を始めた。金髪の神サ獣マ使ナいーは、オウム形の神獣を肩に乗せている。

　ディオスは神獣たちを腕うでに抱いたまま、彼女たちの後ろ姿をしばらく眺ながめていた。

　やがてコーシカが手招きをする。ディオスはおずおずと前に進み出た。

「あのオウムさんは、この教会で一番回復能力の高い神獣です」

　すれ違ちがいざま、コーシカはディオスに小声で呟く。金髪の神サ獣マ使ナいーの女性は、ディオスと目が合うと小さく微笑ほほえんだ。

「あ、あの……。どうかお願いします……」

　ディオスが頭を下げると、金髪の神サ獣マ使ナいーは、神獣たちの頭にそっと手を置く。

　その瞬間、オウム形の神獣の体が、青い光に包まれた。青い光は神サ獣マ使ナいーの手を介かいし、それぞれに神獣たちの体を包んでいく。

「これは……」

　すぐに、青い光がかき消えた。金髪の神サ獣マ使ナいーの表情が、険しいものに変わる。

　しばらくその体勢で待ち続けるが、何も変化は起こらない。

「解毒が効かないみたいですね……」

　コーシカの言葉に、ディオスとレイナは肩かたを落とした。

「申し訳ございません。お力になることができなくて……」

　金髪の神サ獣マ使ナいーも落らく胆たんを滲にじませながら、小さく頭を下げた。

「いえ。そんな……」

「今は、このまま様子を見守るしか……。一応、自然治ち癒ゆ力を高める術は施しておきましたが……。もし容体が急変したら、速やかにこちらへお越こしください」

「わかりました……。ありがとうございます」

　礼を言ってから、ディオスは静かに下がった。

「コーシカ、あなたはどうするの？」

「また捜索に出ます。私は事前大会モナーフエスにもエントリーしていますし」

「そうだったわね……。色々と大変だろうけど、頑がん張ばってね」

「はい、ありがとうございます」

　そしてディオスたちは、教会を後にする。その表情は、一様に沈しずんでいた。

「すみません。まさか教会でも解毒できないなんて──」

　コーシカは悔くやしそうに顔を歪ゆがめた。

「いや、コーシカには十分助けられたから感謝しているよ。……ていうか、コーシカも事前大会モナーフエスに出るんだな。びっくりしたよ」

「私がエントリーをしたのは、これまでの『組織』の行動を警けい戒かいしてのことだったのですが……。どうやらビオレッタも出るみたいですし、正解だったようです」

「そうだったんだ……。しかし『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』か。話には聞いたことがあるけど、まさかこんな所に現れるなんて」

「元は、大陸の中央部だけで活動している組織だったのですが……。最近動きが活発化しています。間違いなく、スリアンヴォスの開かい催さいに合わせてのことだと思います」

「物ぶつ騒そうな話だな……。それにしても、どうしてコーシカはこんなに助けてくれるの？」

　嫌きらわれているはずなのに──とディオスが心の中で続けると、コーシカはなぜか急にあわあわと両手を顔の前で振り始めた。

「そっ、それは、その……！　あなたのことが、気になる……というか……」

「……え？」

「い、今までに存在しなかった男の神サ獣マ使ナいーですし！　つまり──その……そう！　生物学的に興味があるというだけですから！」

「俺は珍獣か……」

　あながち間違った認識ではないだけに、ディオスは複雑な気持ちになってしまう。そのディオスの肩で、レイナは怪け訝げんな視線をコーシカへと向けていた。

「それに、たとえあなたが変態さんでも、神獣を想おもう心に罪はありません！」

「やっぱり俺の認識は変態なんだ……」

　それでも、ディオスはコーシカの言葉が嬉うれしかった。

　自分以外にも、彼女たちの身を案じてくれる人がいるという事実に。

「と、ところで、あなたの利用している宿はどこですか？」

「宿？　街の西側にあるよ」

「では、私もお供いたします」

「ええっ!?」

　コーシカの返答に、思わずディオスは仰のけ反ぞってしまう。驚おどろいたのはディオスだけではなかった。レイナもまた、目を丸くしてコーシカを凝ぎよう視ししていた。

「ま、まさか……。ディオスと一いつ緒しよの部屋に泊とまるつもりじゃあ……」

「な、何でそうなるのですか!?　勘かん違ちがいしないでください！　あくまで私は、あなたの神獣たちの容体を見守るだけですから！　当然、部屋も別に取ります！」

「そ、そう。それなら良かった……」

　レイナはホッと息を吐くが、レイナが安あん堵どする意味がいまいちわからなかったディオスは、密ひそかに首を捻ひねるのだった。




　宿に到とう着ちやくすると、早速コーシカは受付にて手続きを開始。ほどなくして手続きを終えると、彼女は待っていたディオスの許もとへと寄る。

「ディオスさんの隣となりの部屋が空いているようでしたので、そこにしてもらいました」

「え。何もそこまでしなくても──」

「いえ。全ては神獣のためです。ディオスさんのことはともかく、私は神サ獣マ使ナいーとして神獣を愛しておりますから。ディオスさんのことはともかく」

「そんなに強調しなくてもわかってるから……」

「もちろん、私が一番愛しているのはまんぷくちゃんであることは、これから先も変わりようがない事実ですけどね！」

　キリッとした顔で言うコーシカは、おそらく本気だ。

　当のまんぷくちゃんは、彼女の頭の上で興味なさそうに大きなあくびをしていた。

「そういうことですので、もし神獣たちに異変があったら、すぐに呼んでくださいね」

「わかった。……ありがとう」

「お、お礼を言われるにはまだ早いです」

　コーシカはあからさまに照れながら、部屋へと向かったのだった。




　夜の澄すんだ空気が、宿の部屋の中を包んでいく。

　神獣たちは、穏おだやかな寝ね息いきを立て続けていた。

　そしてディオスもまた、神獣たちと同じベッドで眠ねむり続けていた。




　　　　※　※　※




　ディオスと双ふた子ごの妹メルアは、赤子の時に捨てられていた。

　彼らを拾ったのは、とある村で拳けん闘とう士の道場を経営している男だった。

　男は当たり前のように、双子を自分の道場に連れて帰った。

　数年前に離り婚こんを経験していた男であったが、子供はいたことがなかった。しかし子供に対する憧あこがれというものは、以前から持っていたのだ。

　とはいえ、二人の赤子を育てることは想像以上に大変なことであった。何をして良いかわからず、右往左往する男。子育て経験のない男を見かねて、彼の弟子たちや村の人間も、赤子たちの面めん倒どうを見ることになる。

　双子は、ディオスとメルアと名付けられた。




　男と道場の者、そして村の人間に囲まれ、ディオスとメルアはすくすくと成長していく。

　双子といえど、二人の性格はまったく違った。

　ディオスは引っ込み思案で、メルアは少しおしゃま。口くち喧げん嘩かをすると、ディオスの方が泣かされてしまう時が多かった。




　藍あい髪かみのディオスたちに対し、育ての親である男の髪は、目を見張るような新緑色をしていた。二人にその違いを指し摘てきされる前に、男は二人が物心ついた時に、自分が実の父親でないことを告げる。

　二人は最初こそ驚きを隠かくせないでいたものの、すんなりと事実を受け入れた。

　前から密かに疑問に思っていたことに加え、母親という存在を周囲に微み塵じんも感じなかったことが大きかったかもしれない。

　血の繫つながりのない自分たちに対して実の子供のように接し、育ててくれたことには、ディオスは幼いながらに感謝していた。

　父親からの愛情も十分に感じていた。しかし、どうしても我が慢まんできないことがあった。

　拳闘士の道場を経営し、自ら師となって弟子たちに指導していた父親。自分の子供となったからには、ディオスとメルアも拳闘士として鍛たん錬れんを積むことが当然だと、父は思っていた。

　その拳闘士としての稽けい古こが、ディオスにはとにかく苦痛だったのだ。

　体なんて動かしたくない。痛い目なんてまっぴらごめんだ。そもそも、強くなんてなりたくない──。

　七歳を過ぎた頃ころから、ディオスは事あるごとに隠れ、稽古をサボるようになっていた。

　そんなある日、稽古をサボるディオスを見かねたのか、メルアが彼を捜さがしにやってきた。

「ここにいた」

　メルアは腰こしに手を当て、呆あきれたように呟つぶやいた。

　ディオスが隠れていたのは、炊すい事じ場ばにある数年前から使わなくなった釜かまの中だった。ディオスは暗い釜の中で、膝ひざを抱かかえたまま無視を決めこんでいた。

　無言の抗こう議ぎを続けるディオスに、メルアは「はい」とリンゴを差し出した。どうせ何も食べてないまま引きこもっていたのでしょ、と小さく付け加えて。

　ディオスは無言のままリンゴを受け取り、メルアの方を見ずにかじりつく。彼の心を表したかのように、リンゴは少し酸っぱかった。

　隠れ場ば所しよは見つかってしまったが、メルアは父には言わなかった。その代わり、ディオスを引きずりながら稽古場まで行くのだ。

　その後も、何回か同じことを繰くり返かえした。

　メルアが隠れたディオスを見つけ、引きずりながら稽古場へと連れていく日々。

　別の場所に隠れても、双子としての勘かんなのか、なぜかメルアに見つかってしまう──。

　焦あせりと鬱うつ陶とうしさを覚え始めたディオスは、ある日、外に逃にげ出すことにした。

　道場があるのは、森に囲まれたのどかな村だ。

　森の中ならばそう簡単に見つかることはないだろう──。

　その選せん択たくが後こう悔かいを生むことになるとは、この時のディオスは考えもしなかった。

　ディオスの思おも惑わく通り、その日はメルアに見つかることなく、一日が終わろうとしていた。

　日が暮れかけた頃、もうそろそろ良いだろうとディオスは帰ることにした。規則正しい生活を信条としている父親は、夕方には稽古を終えるのだ。

　帰ったらいつも以上に父とメルアに怒おこられるのだろう。憂ゆう鬱うつになりながら顔を上げると、村の様子がいつもとは違ちがっていた。

　ディオスが目にしたのは、血相を変えて走り回る村の人たちだった。いや、村の人たちだけではない。道場で見る馴な染じみの顔も多くいる。

　ディオスの胸が大きくざわつく。彼らは、ディオスとメルアの名前を大きな声で呼んでいたからだ。

　そんな中、一人の男性が立ち尽つくすディオスの姿に気付いた。男性は安堵の表情を浮うかべながらディオスに近付いてくる。

「ディオス……！　今までどこにいたんだ！　心配したんだぞ！」

「す、すみません……」

　男性は「ディオスがいたぞ！」と声を張り上げ、周囲の人たちに知らせる。

　ディオスはたちまち、多くの人に囲まれた。これだけ多くの人を心配させてしまったことに、ディオスは申し訳なさでいっぱいになる。

「……メルアちゃんは一緒じゃないのか？」

　ディオスが首を横に振ふると、村の人たちの顔が険しくなった。

「昼過ぎにお前を捜しに行ったようなのだが……どこに行ったんだろう。全然見つからないんだ」

　全身の血の気が引く音を、ディオスは聞いた気がした。

　メルアが行方不明。勘の良いメルアのことだ。ディオスが道場内にいないことがわかり、おそらく外に出たのだろう。

「──っ。メルア！」

　ディオスもメルアの名前を叫さけび、捜そう索さくに加わるのだった。




　既すでに日は沈しずみ、夜の色が少しずつ濃こくなっていく。それでも、メルアは見つからない。

　そんな中もたらされた新たな報しらせは、ディオスの心をさらにかき乱すことになる。

　森の中で、メルアの服だけが見つかった──。

　攫さらわれた──。

　誰だれもがそう思った。幼いディオスでさえも、その考えが頭をよぎった。

　捜索は夜よを徹てつして行われたが、メルアの姿は見つからなかった。

　落ち込むディオスを、父は𠮟しからなかった。それがまた、ディオスの心を苦しめた。お前のせいだと言って欲しかった。

　だからディオスは、自分で自分を責めた。

　自分のせいだ。自分が稽古から逃げ出さなければ、メルアは行方不明になっていない。自分のせいだ。自分のせいだ──。




　自分を責め続けていたある日、父からあることを聞いた。スリアンヴォスという、神に願いを叶かなえて貰もらえる大会があるということを。

　しかしディオスにとってそれは、単なる夢物語の一つにすぎなかった。

　どんなに修行を重ねても、全然強くなることができない。そんな自分が、スリアンヴォスで優勝などできるはずがない、と。

　でも、もし──。

　もし、何かの弾はずみで、とてつもない幸運が舞まい降おりて、自分が優勝するようなことにでもなったら。

　その時は神に、メルアの居場所を聞こう──。




　メルアが行方不明になってから、十年経たった。

　ディオスは星を摑つかみに行くような思いで、スリアンヴォスへの参加を決意したのだった。




　　　　※　※　※




　不意に、ディオスは目が覚めた。

　窓を見ると、空はまだ暗い。しばらく瞼まぶたを閉じたまま、物思いに耽ふける。

　たった一人の肉親、メルア。

　ディオスの脳裏に浮かぶ姿は、いなくなったあの日のままだ。

　奴ど隷れい商に捕つかまり、売られてしまったのか。それとも、既に──。

　いや、どのような姿でもいい。ただ、とにかく居場所を知りたい。連れて帰りたい。

　あれから随ずい分ぶんと時が経ってしまったけれど、叶うのであれば、また兄妹きようだいで一いつ緒しよに暮らしたい──。

　静かに顔を横に向けた先には、神しん獣じゆうたちが同じベッドの上で寝ねている。

　ルヴィ、マリン、エメロード。

　寝付く前には穏おだやかだった彼女たちの呼吸だが、今は乱れ、苦しそうにしていた。

　このような状態の神獣たちを、事前大会モナーフエスに出場させるわけにはいかない。しかし──。

「事前大会モナーフエスに、出たい……」

　ポツリと、本音が洩もれた。スリアンヴォスに出場するために必要な、四枚の推すい薦せん状。その中で、一番獲かく得とくが容易とされているのが、トルバ・マディナの推薦状だ。

　スリアンヴォスは、十年に一度。今を逃のがすと、また十年待たなければならない。

　今、どうしても入手しておきたい──。拳闘士として事前大会モナーフエスにエントリーしようとした時には、ここまで強い想おもいを抱いだかなかった。

　でも、ディオスは神獣たちの強大な力を得た。

　願いが、手の届く範はん囲いにある──。

　一度でも抱いてしまった願いを、そう簡単に諦あきらめることなどできなかった。

　ならば、今はできる限り足あ搔がきたい。

　ディオスは、ベッドの上で眠ねむるもう一体の神獣、レイナを静かに見つめた。




　翌朝。ノックもそこそこに、早速コーシカがディオスの部屋を訪ねてきた。

　夜には苦しそうにしていた神獣たちだが、今は比ひ較かく的てき容体が落ち着いている。そんな神獣たちの様子を一通り確認した後、コーシカは小さくため息を吐ついた。

「教会で自然治ち癒ゆ力を高めてもらったからか、昨日よりは安定しておりますね。ひとまず今日も、まんぷくちゃんの解毒を施ほどこしてから安静に──」

「ご主人様……」

　いきなり呼びかけられたディオスは、小さく息を吞のんだ。コーシカも目を丸くしている。エメロードが、ゆっくりと頭を持ち上げたからだ。

「エメロード！」

「気がついたのね！　良かった……」

　心の底から安あん堵どするディオスとレイナ。

　その声に呼応したかのように、さらにルヴィとマリンの目も開いた。

「あっるぇー……？　ここは……？」

「体が……重い……」

「ルヴィとマリンも！」

「このまま気がつかなかったらと、本当に心配したぞ！」

「んー……ディオっちにレイにゃん、そんな顔してどうしたのー……？」

　地下水路での件以降の記き憶おくが抜ぬけ落ちている神獣たちに、ディオスはこれまでのことを簡単に説明した。

「コーシカさんが、私たちを助けてくださったのですね……。ありがとうございます」

「いえ。困っている神獣を助けるのもまた、神サ獣マ使ナいーとしての務めですから」

　コーシカが神獣たちに向ける表情は、温かく柔やわらかい。ディオスに対する時とは随分と違っていた。

「……体がとても重いのは……シェイゾの毒が原因……」

「そういうことだマリン。ごめん……。何とか解毒しようとはしたんだが、今のところ有効な手段が見つからない」

「でも、ディオス。こうしてみんな気がついたことだし、安静にしていればそのうち治るんじゃないかな？」

　レイナの言う通り、治る見込みがでてきたのは喜ばしいことであった。

　でも──とディオスは心の中で続ける。

　そのうち治るのを待っていては、事前大会モナーフエスに間に合わない。

　既に、事前大会モナーフエスの開催は明日に迫っていたからだ。

　皆みんなに気付かれないように拳こぶしを握にぎったディオスは、ある決心を言葉に乗せ始める。

「みんな、聞いてくれ……。事前大会モナーフエスには、俺とレイナだけで出場しようと思うんだ」

「え──!?」

　その発言に、コーシカを除く全員が驚おどろいた。

「ほ、本気なの？　ディオっち……」

「あぁ……。だってお前たち、動けないだろう？」

「確かに……そうだけど……」

「で、でもご主人様……。それなら私たち、無理にでも出場を──」

「それはダメだ」

　ディオスは強い口調で言い切った。今まで見たことのないディオスの気き迫はくに、神獣たちは小さく息を吞む。

「無理はさせられない。もし、無理に出場したせいで症しよう状じようが悪化して命に関わることにでもなったら──。俺は絶対に、自分で自分が許せなくなる。……もう二度と、自分のせいで誰かを失いたくないんだよ……」

「ディオス……？」

　唇くちびるを嚙かむディオスを、レイナや神獣たちが不思議そうに見上げる。

　ディオスの脳裏を過よぎるのは、メルアの屈くつ託たくのない笑顔。

　あの時のような絶望を、再び味わうくらいなら──。

「みんな、ごめん……。レイナも無理を言ってすまない。自分でも、無茶なお願いをしていることはわかっているんだ。でも、頼たのむ……」

　苦く渋じゆうを滲にじませながら懇こん願がんするディオスに、神獣たちはしばらく顔を伏ふせていたが、やがて──。

「……わかりました」

　神獣にとって、主あるじである神サ獣マ使ナいーの言葉は絶対だ。これ以上、もの申すことはできない。

　神獣たちは俯うつむきながらも、静かに承しよう諾だくしたのだった。








四章　神獣と神サ獣マ使ナいーの絆きずなは最強ですよ？









　薄青く晴れ渡った空に、燃えるような夕日から発生したオレンジ色が混ざり合う、トルバ・マディナの夕暮れ。ディオスはグラデーションの空をぼんやりと眺めたあと、空に向けて長い息を吐き、昇のぼり始めた小さな月に背を向けた。

　気分転換を兼ね、ディオスは宿のテラスから外の空気を吸っていたのだ。

　部屋に戻もどると、コーシカとアガートはベッドに突つっ伏ぷし、ウトウトとしていた。看病で少し疲つかれが出たのだろう。

　レイナも虎とらの姿で、他の神獣たちと寄より添そうようにして眠っていた。

「コーシカ。帰ったよ」

　ディオスがコーシカの肩かたを揺ゆすると、彼女は「わひゃぃっ!?」と奇き声せいを上げ、大きく飛び退のいた。

「いや、そんなに驚かなくても……」

「ゆ、夢を見ていたので！　夢と感覚がリンクしたから驚いたのですっ！」

　両りよう腕うでを胸の前でクロスさせる謎なぞのポーズを取りながら、コーシカは大きな声で反論する。心なしかその顔は赤い。

「ちなみに、どんな夢？」

「えっと……ディオスさんが出てきて、私に対して……あの、その……。そ、そんなことより！　何か事前大会モナーフエスに向けての良い案は思いついたのですか!?」

　ディオスが無言のまま首を横に振ふると、コーシカの表情はたちまち暗くなった。

「そう……ですか。私の方もあれからまんぷくちゃんに何度か解毒を頼んだのですが、効果なし、です……」

　まんぷくちゃん、ことアガートがそこで大きなあくびをし、目を覚ました。

「そうか……」

　静せい寂じやくと共に、重い空気が部屋を支配する。

　が──。

　ぐぎゅるるるる。

　動物の鳴き声のような音で、その場の空気が一変した。

　発生源は聞かずとも容易に知れた。コーシカが顔を真っ赤に染め、小さくなっていたからだ。

「まぁ、そろそろ夕飯の時間だもんな……」

　ディオスは思わず苦笑を洩らしてしまう。

「ご飯、食べておいでよ」

　レイナの声に振り返ると、彼女は顔だけを上げて二人を見つめていた。

「みんなは、私が見ているから」

　ディオスとコーシカは、レイナの言葉に甘えることにしたのだった。




　陽気な声に包まれている酒場。そこかしこで乾かん杯ぱいの声が上がり、笑い声が響ひびいている。

　トルバ・マディナの街中はここ数日ウロウロしていたので、ディオスは飲食店の場所も大体把は握あくしていた。そして宿からもっとも近い場所にあるのは、この酒場だ。

　セント・エスピリでは、十八歳から酒を飲むことを許されるのが一いつ般ぱん的な慣習だ。

　コーシカはまだ酒が飲める年ねん齢れいではないそうだが「食べる物があれば何でも大だい丈じよう夫ぶですので、早く……」と切せつ羽ぱ詰つまった彼女の言葉に、ディオスは場所を選ぶことを放ほう棄きしたのだった。

　ディオスは神獣たちを看病してくれた礼も兼ねて、コーシカの食事を奢おごることにした。

　最初は遠えん慮りよしていたコーシカだが、その話を聞いていたアガートが突とつ然ぜん意味ありげにぬるり……と立ち上がったことで、必然的にコーシカの選せん択たくは決まったのだった。

　端はしのテーブルに着いたディオスとコーシカは、早速料理を注文する。だがコーシカの注文の量が自分の倍以上あったので、ディオスは目が点になるのだった。

　そういえば、アガートの異常な食べっぷりを忘れていた。

　とはいえ、自分から奢ると言っておきながら「もっと量を控ひかえて」とはなかなか言い出しにくい。

「楽しみですね、まんぷくちゃん」

　コーシカが言った直後、料理が運ばれてきた。野菜を煮に込こんだ、熱々のスープが二つ。どちらもコーシカが頼んだのだが、テーブルにスープが置かれた瞬しゆん間かん、アガートがのそのそ……とテーブルまで下りて来た。

　あぁ、こういう場所で食べる時はちゃんと頭から下りてくるのか──と納得した瞬間。二つのスープだったものは、皿だけになっていた。

「…………へ？」

　驚きよう愕がくするディオスの目に映るのは、満足そうに口の周りを舌で舐なめるアガートの姿。

「まんぷくちゃん、今日もとても良い食べっぷりですね」

　手を胸の前で合わせ、コーシカは感激している。

「あ、いや……。よく考えたら猫ねこ舌じたじゃないの？　大丈夫なの？」

　ディオスの質問に、コーシカはなぜか誇ほこらしげに胸を張った。

「私のまんぷくちゃんは、熱々のものもキンキンに冷えたものもいけちゃうのです。凄すごいでしょう？」

「はぁ……」

　気の抜けた返事をした後、さらに料理が運ばれてきた。その料理もテーブルの上に置かれた瞬間、アガートの腹の中に消えてしまう。

「あぁ、やっぱりまんぷくちゃんの食べっぷりは、いつ見ても惚ほれ惚ぼれしちゃいます」

　うっとりと呟つぶやくコーシカに対し、「いや、あんなにお腹なかを鳴らしていたお前は食べなくてもいいんかい」とは言い出せなかった。アガートを見るコーシカの目が、あまりにもキラキラしていたものだから。

　とりあえず、自分の頼んだ料理だけは死守しよう──。そう心に決めたディオスは、店員がテーブルの上に置く前に受け取って事なきをえる。

　その後もアガートは恐おそろしい速度で食べ続けた。まさに『まんぷくちゃん』の呼び名に恥はじない食べっぷりであった。コーシカが自分の食事に手を付けたのは、ディオスが金銭面のことを考え、泣きたくなった時だった。

（もう、コーシカを食事に誘さそうのはやめよう……）

　テーブルの上に積み上げられた大量の皿を目にしながら、ディオスは固く決意するのだった。

　アガートとは違ちがい、非常にのんびりと、そして量も少ないコーシカの食事が終わりかけた時──。二人の男が、ディオスたちのテーブルの前に立った。

　赤ら顔の二人は、明らかに酔よっ払ぱらい。ここは酒場なので、それ自体は何らおかしいことではないのだが。素面しらふのディオスにしてみれば、厄やつ介かいであることは間ま違ちがいなかった。

　二十代と思おぼしき二人の男は、ニヤニヤとディオスを見下ろしていた。

「お兄さーん。まだ若いのにダメじゃんー。彼女とのデートはもっと洒落しやれた場所にしないとー？」

　その言葉に反応したのは、ディオスではなくコーシカだった。

「わ、私は別に、かっ、彼女とかではなくて……！」

「おお、照れてる。つまりその前の段階ってことだろ？　若いっていいねぇ」

　ディオスは男二人と目を合わせず、黙もく々もくと水を飲んでいた。

　──こういう輩やからは相手にしないに限る──。

　そう考えつつも、本音は「怖こわいから」であったのだが……。

　しかし二人は、ディオスのその態度が気に入らなかったらしい。ニヤニヤとした顔が一変、イライラを帯びたものへと変へん貌ぼうした。

「おい。せっかく俺が話しかけてやってんのに無視すんなよガキが」

「彼女持ちだからって調子に乗ってるー？　大人に舐めた態度取ると痛い目みること教えちゃおうかー？」

　それでもディオスは二人と視線を合わせない。コーシカはどうすれば良いのかわからず、オロオロと視線を彷徨さまよわせている。

「だから、無視すんなって言ってんだろ！」

　テーブルを強く叩たたく男。その音は存外大きな音となり、店内に響いた。

　楽しげな喧けん噪そうが、少しずつざわめきに変わっていく。

　やばい。注目を浴び始めている──。

　ディオスは震ふるえる心を抑おさえながら、テーブルを叩いた男を見上げた。

「あの……。お酒、飲み過ぎじゃないですか？」

「くっ──。てめぇ、ガキのくせに俺に生意気な目を向けんじゃねえ！」

　激高した男は、ディオスに向かって拳こぶしを振り抜ぬいた。

　男のストレートパンチが、ディオスの顔面に綺き麗れいに決まる。

「きゃあっ!?　ディオスさん！」

　その光景に思わず悲鳴を上げるコーシカ。男はしてやったような笑みを浮うかべ──。

「え──？」

　そして、固まった。

　ディオスが、微び動どうだにしなかったからだ。

「な、何だよお前……。強がってんじゃねえぞ！」

　さらにディオスの腹に、拳を叩き込こむもう一人の男。それでも、ディオスの表情はまったく変わらない。

「な、何だこのガキ……？」

「……終わりですか？」

　感情を乗せず淡たん々たんと聞き返したディオスに、男たちは顔を青くした。

「ぐ──！　お、覚えてろよ！」

　そそくさとディオスたちから離はなれる男たち。それを機に、一部始終を見守っていた店内の客たちも、また各おの々おのの会話に戻るのであった。

「何も、三流の悪役っぽい捨て台詞ぜりふを残していかなくても──」

　男たちを見送りながら、思わずディオスは苦笑する。

「ディオスさん……。す、凄いんですね……」

　半分硬こう直ちよくした状態で、コーシカが呟いた。

　あぁ、そうか──とディオスは納得した。自分が元は拳けん闘とう士だったことを、彼女には言っていない。

「俺、昔から頑がん丈じようさだけが取とり柄えでさ……。あいつらが殴なぐるのに飽あきたのを見計らってから逃にげだそうかなと思っていたんだけど、こんなふうに上う手まくいくとは……」

　ふと、ディオスは自分の脳内で出した単語に反応する。

　拳闘士──。

「そうだ……。俺には元々、コレがあるじゃないか……」

　先ほど殴られた腹を見つめたまま、ディオスは呆ぼう然ぜんと呟いた。

　神サ獣マ使ナいーとしての力があることがわかってから、神しん獣じゆうの力だけで事前大会モナーフエスに出ることばかりを考えていた。

　拳闘士としては、限りなく実力が下だったディオス。でも──。

『お前弱いくせに、耐たい久きゆう力だけは無む駄だにあるからな──』

　不意にディオスの脳内に、ラズミールの言葉が再生される。

「そうだ……」

　ディオスはもう一度、呟いた。

「俺が、レイナを守ればいい……」

　ディオスの目には、強い決意が湛たたえられていた。




　その後、宿に戻もどったディオスとコーシカは、就しゆう寝しんの挨あい拶さつをして部屋の前で別れた。




　夜の帳とばりが下り、皆みんなが寝ね静しずまった頃ころ。

　ディオスは、ふと何かの気配を察知し、目を覚ました。顔を上げると、足元で寝ねていたはずのレイナが、人間形態になってディオスの横に佇たたずんでいた。

「何をしているんだ、レイナ？」

　しかし、レイナは首を横に振ふる。

「事前大会モナーフエス、明日なんでしょ？」

「そうだけど……」

「だったら、共鳴術テグヴエルトで私を強くして」

「え、何を言っているんだ……？　だってレイナは──嫌いやなんだろ？」

「い、嫌じゃない……。その、男は苦手だけど、でも、ディオスなら──」

　レイナは、そこで、ディオスの腕うでに縋すがり付いてきた。

「それに、みんな毒で動けない。ここで私が頑がん張ばらないと……」

「だから、無理して頑張らなくても──」

　ディオスの言葉が途と切ぎれたのは、レイナの目の端はしから一筋の涙なみだが頰ほおを伝ったのを見たからだ。神獣とはいえ、目の前で女の子に泣かれては、ディオスも動どう揺ようするほかない。

「お、おい……」

「無理じゃない、から……。ごめんなさい……。……私が弱いせいで、ディオスを不安にさせてしまって……。本当にごめんなさい……」

　レイナは肩かたを震わせ、俯うつむいた。

「レイナのせいじゃないよ」

「だって、みんなが戦った時、私だけ何もできなかったのよ──！　……だからお願い。共鳴術テグヴエルトをして。ほんの少しでもいい。私、役に立ちたいの。ディオスの役に立ちたい」

「レイナ……」

「私は弱い……。それは十分わかってる。それでも──」

「レイナは、弱くなんかない」

　強く、はっきりとした口調でディオスは言い切った。

「ここまで強い意思を貫つらぬくことができたら、それ自体がもう『強さ』だ。レイナは弱くなんてない。むしろ俺の方が、よっぽど──」

「ディオス……？」

「だからこそ、今はゆっくりと休む時だと思うんだ。レイナは今日、ずっとみんなを看病してくれていただろ？」

「ちょっと待って、ディオっち……」

　突とつ然ぜん横からかけられた声に、ディオスは思わず肩を震わせてしまった。

「ル、ルヴィ？　起きていたのか」

　ルヴィだけではない。マリンもエメロードも目を開け、ディオスを見つめていた。

「まぁ、そこまで大きな声を出されたら普ふ通つうは気付くし……？　てかディオっち、レイにゃんに共鳴術テグヴエルトを使ってあげてよ……」

「ご主人様、私からもお願いです。どうかレイナさんに共鳴術テグヴエルトを……」

「私も……お願い……」

　神獣たちの言葉に、ディオスは眉まゆを開いて驚おどろいた。

「お前ら、どうして？」

「ルヴィたち神獣はさぁ、やっぱり神サ獣マ使ナいーの役に立ちたいと思うわけなのよ……」

「それが……本能……」

「そうです……。だから私がご主人様を想おもって体を火ほ照てらせてしまうのは、仕方のないことなのです……」

「お前のせいで、台無し感が凄すごいんだけど……」

　ぐったりとしているのに、それでも自分を縛しばり始めたエメロードに、ディオスは思わず呆あきれてしまった。

　エメロードはともかく、ディオスは今言われた言葉を頭の中で反はん芻すうする。

　彼女たちの心を受け止めてあげるのが、神サ獣マ使ナいーとして正しいことなのだとしたら──。

　ディオスは改めてレイナを見る。

　ディオスを見み据すえるその瞳ひとみに、迷いはない。

「……後こう悔かい、しないか？」

「しない。絶対にしない。今何もしない方が、きっと後悔すると思うから」

「そこまで言うなら……わかった」

　その時マリンが入り口の前に行き、人間形態に変身して両手を開いた。

「マリン、無理に動くな。どうしたんだ突然？」

「大だい丈じよう夫ぶ……。防音するだけ……」

　そのひと言でディオスは察した。コーシカにバレないようにするためだと。

　何だか本当にやましいことを始めるようで、急激に背徳感が湧わき上がってくる。しかし、ここは背に腹は替えられない。

　マリンが手をドアに這はわせると、薄うすい透とう明めいな膜まくが一いつ瞬しゆんの内に広がり、そしてすぐに見えなくなる。地下水路で、ディオスの足音を消した時と同じ能力だろう。

　ルヴィも空気を読み、ヒヨコ姿のままベッドの端へと移動する。

　エメロードは体を縛った状態で、ベッドの中央に移動する。どうやら特等席で共鳴術テグヴエルトを見学するつもりらしい。

　エメロードが乱入する危険を察知したマリンが、慌あわてて彼女の体を引き摺ずって遠ざける。

　着々と準備を整えてくれる神獣たちに、ディオスの鼓こ動どうが早はや鐘がねを打ち始めていた。

　まるで初めての夜を監かん視しされている、王族のような気分になってしまう。

　そんなディオスの動揺など知らず、レイナはディオスと向かい合わせにベッドの上に座る。

　人間形態の時のレイナの肌はだは陶とう磁じ器きのように白いのだが、今は暗くら闇やみのせいか、より白く見える。

「ディ、ディオスの、好きにしていいから……」
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　緊張気味に告げるレイナ。そのレイナの顔に、ディオスはそっと指を這わせた。触れただけで彼女の体が壊れてしまいそうに思え、指先が少し震える。

　レイナの口から、熱っぽい吐と息いきが洩もれた。

　頰、首、鎖さ骨こつ、肩、腕。

　ディオスが優しく指を滑すべらせる度たびに、レイナの力がディオスの中に巡めぐる。

　明るく、激しく、そして少しだけ優しい力。

（これが、レイナの力──）

　レイナの力が血のようにディオスの全身を巡った時。突然、ディオスの全身がドクンと大きく脈打った。

（何だ、これ──？）

　何かが、入ってきた気がした。レイナの力ではない。何か、まったく別の──。

　ディオスの手が、意思とは関係なく持ち上がる。逆らえない。

（どうしたんだ俺。何だ。一体何が──）

　冷たい感覚が背を走り抜ぬける。それは、恐きよう怖ふ。しかし、その感覚は何かによってすぐに上書きされていく。

　レイナの力のような、でも違ちがう、白い何か。

　ただ体の赴おもむくままに、ディオスはレイナの胸の上に手を置いた。レイナの白い顔に、サッと赤みが差す。

「ちょっ──!?　そ、そんなところまで!?」

　それでも、嫌がってはいない。それは彼女から流れてくる力が、何よりも証明している。

　最初は優しく、次第に激しく。ディオスの手は、レイナの柔やわらかい胸を攻せめ続けた。

「はぁっ──はぁっ──……」

　レイナの吐息は、次第に荒あらくなっていく。

　ディオスは柔らかな胸の谷間に顔を埋うずめ、軽く吸い上げる。

「うにゃっ……!?」

　口を離はなすと、小さな痣あざが浮うかび上あがった。所有印ができたことに満足げな表情を浮かべたディオスの顔は、いつもの穏おだやかさとは違う鋭するどさを帯びていた。

　同時にディオスの中で、ある感情が急激に肥大した。

　それは、今まで共鳴術テグヴエルトを行うたびに感じていた気がする。初めての感覚ではない。

　この感情は、恋こいではない。今までに恋れん愛あいを経験したことはないのだが、それでも違うということは直感で理解した。

　家族に抱いだく愛情とも違う。

　でも、愛いとおしい。

　そうだ。共鳴術テグヴエルトを行っている時、神しん獣じゆうたちが皆、愛おしく感じられるのだ。

　同時に、とても激しい感情も突つき上がってくる。

　神獣たちは、全て自分のものである、と。

（いや、何で。それはおかしい。俺はそんな──）

　その考えも、目の前の潤うるんだ瞳のレイナを前に霧む散さんする。

　気付いたらディオスの体は、レイナの体を押おし潰つぶすように密着していた。

　無防備な脇わきをたっぷりと視し姦かんしてから、片手でレイナの胸を強く摑つかむ。

「やぁっ──！」

　温かく激しい力は、うねりを増してディオスの中で加速していく。

　ディオスの手は、そこで下へ。レイナの尾びてい骨こつから伸のびる尻尾しつぽを摑んだ。

「ひあっ!?」

　レイナが小さな悲鳴を上げる。

　ディオスの手は、レイナの尻尾を上に下にと往復する。その度に、レイナの下半身がピクリと小さく痙けい攣れんを繰くり返かえす。

「あっ──尻尾は、やめっ──!?」

　実は、レイナは尻尾に触れられることがとても苦手だった。全身に言いようのない、ゾクゾクした感覚が走り抜けていくからだ。

　レイナの顔と声がそこで明らかに変質したことを受け、何となく勘かん付づいたのだろう。ディオスの尻尾を往復する手付きが変わった。

　時に遅おそく、時に激しく。

　緩かん急きゆうを付けたディオスの手の動きに、レイナはただ翻ほん弄ろうされていた。

「ひぁっ……！　ぁんっ……！　そ、そこはやめて……！」

　ついにレイナは小さな声で鳴き始める。高く、切なく、短い声で。

　レイナの力の奔ほん流りゆうは、止とどまるところを知らない。

　ディオスの額にはうっすらと汗あせが滲にじんでいた。このまま続けると、ディオスの方が先にレイナの力に吞のまれ、果ててしまうかもしれない。

　レイナの鳴き声が、いっそう艶えんを増して大きくなる。その声に応えるかのように、ディオスの手の動きが加速した。

「んんっ、ああぁぁっ──！」

　ビクンっ、と体を大きく震わせ、レイナはついに昂たかぶりに達した。ディオスの中で感じていたレイナの力も、大きく弾はじけ、散る。

　同時に、ディオスを支配していた何かも──。

（何だったんだ、あれは……）

　疑問に思うが、今はそこまで頭が回らない。体を重ねたまま、しばらく二人は息を切らせていた。

「……私も……共鳴術テグヴエルト、したくなった……」

　ぽそり、と呟つぶやいたのはマリンだった。二人の共鳴術テグヴエルトを見守っていたマリンの足元に、水たまりができていた。彼女の体からは、まだポタポタと水すい滴てきが垂れ続けている。

「えっ。マリぴっぴ!?」

「ルヴィはどう……？」

「いっ、いや。ルヴィは、た、体調が悪いし!?　それに、あ、あそこまでは、まだ、その、レベル高すぎっていうか……」

「ルヴィ、照れてる……。可愛かわいい……。マリンみたいな……喋しやべり方になってる……」

「かっ、可愛くないし？　マリぴっぴの方が可愛いし!?」

　などと顔色が悪いのに言い合う二人の横で、エメロードはまたしても自分の体を縛って興奮していた。

「あぁ、ご主人様……。あそこまでやっておきながら一線を越こえないなんて、とても罪なお方です。とても見たかったのに……。おかげで私、益ます々ます興奮してしまいました……。少し、苦しいです……」

　頰ほおを染めながら、地をのたうつエメロード。

「いや、だから寝ねとけよな……？」

　もはやエメロードに対しては、呆れるほかないディオス。その言葉の中に照れ隠しも含まれていたことに、今は誰も気付かない。

　コーシカは隣となりの部屋でそのような光景が繰り広げられていることなど知らず、穏やかに眠ねむり続けていた。

　彼女の枕まくら元もとで丸くなっていたアガートだけが、青い目を隣の部屋へ向けていたのだった。







　トルバ・マディナの中心に堂々と立つ闘とう技ぎ場。現在そこには、数えるのも億おつ劫くうなほど、多くの人間が押しかけていた。

　ついに、事前大会モナーフエスが始まるのだ。

　その観客席の一席に、コーシカの姿もあった。

　彼女の試合は三日目だ。ということで、コーシカは見学に回っていたのだ。ディオスの神獣たちと共に。

　コーシカの膝ひざの上には、マリンとルヴィ、そしてエメロードが座り、舞ぶ台たいに視線を送っていた。

　三体とも、どうしてもディオスを応おう援えんしたいと、無理を言って出てきたのだ。神獣形態なので皆みんなの表情はわからないが、幾いく分ぶんか緊きん張ちようしているようにコーシカには見えた。

　闘技場の壁かべには、巨きよ大だいな白いスクリーンが存在している。これも神獣たちの『結けつ晶しよう』の力によって生み出されたものだ。

「ねえコーちゃん……。あのでっかくて白い壁は何……？」

「あれは、試合の経過を観客たちにわかりやすく見せるためのものですね。試合が始まればわかると思いますよ」

「へー……」

　コーシカに説明を受けたルヴィだが、おそらくわかっていないであろう返事をした後、また静かになる。

「あ、始まるみたいですよ」

　舞台の端はしから一人の中年の男が現れると、観客席の声がより大きくなった。

　皆、期待に胸を躍おどらせているのだ。

　この大会を待っていたのは、挑戦者ヴアンデラーたちだけではない。

　手てに汗あせ握にぎる闘たたかいを観みて、束つかの間の興奮を得るために、今日という日を待っていた人間も多いのだ。

「皆みな様さま、大変長らくお待たせいたしました」

　どういう原理なのか、男の声はこの広い闘技場内に非常に良く響ひびいた。おそらく、これも結晶を使った道具を使用しているのだろう。

「トルバ・マディナの事前大会モナーフエスの開始を、今ここに宣言いたします！」

　その瞬しゆん間かん、闘技場は津つ波なみのような大だい声せい援えんに包まれる。

　十年に一度開かい催さいされる、神に通ずる大会スリアンヴォス。その参加権を得るための試合の一つ、事前大会モナーフエスがついに始まったのだ。




　闘技場の舞台袖そでの奥にある、挑戦者ヴアンデラーたちの控ひかえ室しつ。

　ディオスはレイナを肩かたに乗せ、壁かべ際ぎわで瞑めい想そうをしていた。

　外からは、大きな声が途と切ぎれることなく聞こえてくる。ついに事前大会モナーフエスが始まったらしい。

　声につられ、レイナがピクリと反応する。しかし、その動きはどこか散さん漫まんだ。

　昨夜、初めて行った共鳴術テグヴエルトの後こう遺い症しようが出ていたのだ。それでも、レイナは朝から一度も弱音を吐はいていない。

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　レイナを安心させるべく、何より自分に言い聞かせるべく、ディオスは声をかけた。レイナは闘技場の方を見つめたまま「うん」と小さく答えた。




　観客たちの声が大きくなったり、嘆たん息そくしたり。時にざわついたり、そして大だい歓かん声せいになったり──。

　それを何度か繰り返したところで、ディオスに声がかけられた。

「ディオス・ソマさん。準備をしてください」

　進行を手伝う女性に声をかけられたディオスは、気合いを入れるべく頰を両手で叩たたいた。

　レイナも神獣形態から、人間形態へと変わる。その顔は、目に見えて緊張していた。

「俺がレイナを守る。レイナは隙すきを見て能力を使い、相手の気を引いてくれ」

「わ、わかった……」

　上う手まくいくかはわからない。だが昨日、ディオスはこの方法で行くと決心していた。

　そして、ディオスはレイナと共に歩いていく。闘技場の舞台へと。

　真っ先にディオスの目に入ってきたのは、巨大なスクリーン。壁に取り付けられた白い壁には、現在の自分の姿が大きく映し出されていた。

「出てきましたのは、ディオス・ソマ！　こちらの手元にある情報では、職業は神サ獣マ使ナいーとなっております。なんと、男の神サ獣マ使ナいー！　前代未聞です！」

　多くの人間が一いつ斉せいにディオスたちへと視線を注ぎ、急にざわつき始めた。

「無む駄だに煽あおらないでくれ……」

　ある程度予想していたとはいえ、自分への注目度がさらに上がってしまい、弥いやが上にも緊張は高まる。ディオスはあえて、それらの視線を見ないようにした。

「対する相手はビオレッタ・ソルバー！　彼女も神サ獣マ使ナいー！　今回の対戦は、同じ職業同士のカードとなりました！」

「なっ──!?」

　対戦相手の名を聞いた瞬間、ディオスもレイナも大きく目を見開いた。

　向かい側の舞ぶ台たい袖そでから歩いてくる、紫むらさきの髪かみを持つ女性。

　レイナと同じく人間形態へと変わっているシェイゾは、ビオレッタに影かげのように寄より添そいながら出てきた。

「まさか、相手があいつだなんて……」

「そんな……」

　運命のイタズラというのは、どこまでも残ざん酷こくだった。

　トルバ・マディナの事前大会モナーフエスは、難易度が一番低いと言われている。一回勝てばそれでいいからだ。その一回ですら、今のディオスにはほぼ越えられない壁と同義となってしまった。

（いや、まだだ……。最初から諦あきらめていたら、あいつらに合わせる顔がない……）

　観客席のどこかにいるルヴィとマリン、そしてエメロードの姿を思い浮うかべたディオスは、静かに奮起した。

　ビオレッタはディオスと向かい合わせに立った瞬間、嘲あざけりを隠かくすことなく笑った。

「よう。すっげー注目されてんなお前。まぁ、男の神サ獣マ使ナいーだから当然か。……ところで、レイナのお友達は今日はいないんだな？」

　ディオスは拳こぶしを強く握にぎり、頭に血が上りそうになるのを懸けん命めいに堪こらえた。彼女は全すべてわかっている上で言ってきたのだ。

　挑ちよう発はつに乗るな。冷静になれ──。

「では各自、一歩前へ」

　審しん判ぱん役の男の声が、ディオスの興奮を抑おさえる役目を果たした。

　巨大なスクリーンに、ディオスたちの姿が映し出される。

「制限時間は三十分。神サ獣マ使ナいーが対戦相手の場合、先に相手の神しん獣じゆうを戦せん闘とう不能にした方が勝者です」

　審判の男は淡たん々たんとルールを告げると、二人から離はなれ、闘技場の端まで移動する。二人も一度距きよ離りを取り、向かい合わせに立つ。

　そして──。

「始め！」

　声高らかに、審判の男は試合の開始を告げた。

　開始早々、シェイゾはレイナに向けて駆かけ出だした。

　長いサソリの尾おを鞭むちのように振ふるい、レイナの体を側面から狙ねらう。

　だがそのレイナの前に、ディオスが回り込んだ。ディオスは身を呈ていし、シェイゾの尾からレイナを守る。

「なっ──!?」

　ビオレッタもシェイゾも驚きよう愕がくする。神サ獣マ使ナいー自らが神獣を守るなど、通常では考えられないことだったからだ。

「なんとディオス選手！　自分を盾たてにして神獣を守りました！　とんでもない神サ獣マ使ナいーだあっ！」

　観客たちもディオスのいきなりのありえない行動に、ただ息を吞のんだ。

　その隙を利用し、シェイゾの真正面まで移動したディオス。彼女の正面に来た瞬間、姿勢を低くした。

　ディオスが狙うは、シェイゾの足。

　素早く体を反転、足あし払ばらいをかける。シェイゾはかろうじて後ろに跳とんで躱かわすが、ディオスはそこから伸のび上がるようにして、彼女に拳を繰くり出していた。

（──外した！）

　ディオスは小さく舌打ちをする。

　彼が元は拳けん闘とう士だということを知らないビオレッタたちの裏をかき、ディオスは先制攻こう撃げきをしかけたのだ。だが、それを外してしまった。おそらくもう、同じ手は通用しない。

　元々冷れい淡たんだったシェイゾの目が、さらに冷気を帯びたものに変わる。

「びっくりさせやがって……。シェイゾ、さっさと終わらせろ」

「わかりました」

　シェイゾは淡々とした口調で答えると、背からサソリの尾をズルリと伸ばした。

「男は無視しろ。神サ獣マ使ナいーを倒たおしてもルール上意味がない。レイナだ。あのザコを狙えばすぐに終わる」

　シェイゾはディオスの後方で控えている、レイナを鋭するどく見み据すえた。

　レイナは気き丈じようにも立っているが、その顔色は悪い。生まれて初めて経験する、大きな舞台での戦いに震ふるえていたのだ。

　背を低くし、シェイゾが地を蹴けった。レイナに向かって真っ直すぐに。

　しかし、その前にまたしてもディオスが立ちはだかる。

　シェイゾの尾が伸び、ディオスの顔面を狙う。それを横に跳び避よけたディオスだったが、尾の先から無数の毒針が放たれた。ルヴィたちに撃うち込んだものと同じものだった。

（これは受けたらやばそうなやつ！）

　本能的に危険を察したディオスは、地を転がり毒針の追つい撃げきを避さける。だがその隙に、シェイゾは既すでにレイナへと接近していた。

　まずい──。

　レイナは目前まで迫せまったシェイゾを前に動くことができない。ディオスは慌あわててシェイゾに向かう。

　シェイゾがレイナを今まさに打うち砕くだかんとした時──。

　足元が、揺ゆらいだ。

「えっ!?」

　闘とう技ぎ場全体が、激しく振しん動どうしている。

（地じ震しんか──!?）

　ディオスはそう思ったが、すぐにそれが間ま違ちがいだと知る。

　突とつ如じよ、闘技場の舞ぶ台たいから巨きよ大だいな岩が突つき抜ぬけ、飛び出してきたのだ。それは、一ヶ所だけではない。同時多発的に、あちらこちらで同じようなことが起こっている。

「何だ、これは──」

　飛び出した地面の上に立っていたディオスの体は、今度は唐とう突とつな浮ふ遊ゆう感かんに襲おそわれる。今飛び出したばかりの地面が、沈しずんでいる。

　ディオスは目を疑った。闘技場の舞台全体が、激しく隆りゆう起きしていたのだ。




　観客席でディオスを応おう援えんしていた神獣たちは、目の前の光景に驚おどろきを隠せないでいた。

「うっわ……！　地面がボッコボコ動いてる!?」

「これも、シェイゾの能力なのでしょうか……？」

「いえ、これは神獣の能力ではありません。トルバ・マディナは『土』の特性を持つ闘技場ということは知っていましたが、なるほどこのようになるのですね……」

　コーシカは顎あごに手を置きながら感心している。

「土……特性……？」

　マリンがコーシカに聞く。

「あぁ、はい。事前大会モナーフエスは四つの国で行われるのですが、それぞれの闘技場の舞台に、その国の特性を利用した地形効果が時々発動されるそうなのです。他に火、水、風の国でも行われるのですが、対戦相手だけでなく地形効果も見ないと、思いがけないところで足をすくわれる、ということですね」

　コーシカが視線を送る巨大モニターには、『地形効果発動中』の文字が浮かび上がっていた。

　事前大会モナーフエスは、挑戦者ヴアンデラーたちの実力を試すための大会。同時に、観客たちに『魅みせる』ための大会でもあるのだ。

「あらあら、それは大変です……。しかし、なんだか興奮してきちゃう隆起の仕方ですね。あの高くそびえ立った一部とか特に……うふふ」

「地面を見て興奮するとか……。エメ姉ってレベル高すぎだよねー……」

　そのルヴィの意見に、コーシカは顔を引きつらせながら全面同意するのだった。




　地震よりもさらに激しい振動に、ディオスだけでなくレイナも、そしてシェイゾも翻ほん弄ろうされていた。

「ここで来ました、地形効果！　果たしてこれが、戦局にどう影えい響きようを与あたえるのか！　注目です！」

　司会の男が意い気き揚よう々ようと説明をすると、観客席はより一層盛り上がりの声を上げた。

　ビオレッタだけが、闘技場の端はしにいたので巻き込まれていない。しかし不意打ちだったのは彼女も同じらしく、眉み間けんには皺しわが数本寄っている。

「シェイゾ！　一度戻もどれ！」

「くっ──。かしこまりました」

　隆起する地を蹴りながら、シェイゾはビオレッタの許もとまで下がる。

　ディオスもレイナの許へ駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶかレイナ？」

「うん。ごめんねディオス。何もできなくて……」

「まだ始まったばかりだ。あとは隙すきを見て、閃せん光こうを放ってくれたらそれでいい。できれば、俺がレイナに背を向けている時にしてくれ」

「わ、わかった……」

　答えるレイナの声に、覇は気きはない。

（本当に勝てるの？　私たち……）

　ディオスは、拳闘士としての能力は低いと言っていた。

　今でこそ、懸命に立ち回ってはいる。が、仮にレイナが隙を作ったとしても、果たしてシェイゾを打ち破るほどの力が、彼にあるのか──。

　既にレイナの心は、不安で押おし潰つぶされそうになっていた。




「ご主人様。『アレ』はどうされますか？」

　一度引いたシェイゾは淡々とビオレッタに問うが、彼女からの返事はない。

「ご主人様……？」

「あぁ、すまん。わかっている……。そろそろ、派手にやってやろうじゃねえか、シェイゾ」

「はい」

「煙えん幕まく代わりの毒ガスを放て。その間に私は準備する。お前はしばらく、レイナたちと適当に遊んでろ」

「御ぎよ意い」

「見てろよ。私が事前大会モナーフエスの……いや、スリアンヴォスの破は滅めつの合図を、華はな々ばなしく上げてやるからよ」

　ビオレッタは懐ふところから何かを取り出すと、口くちの端はしを大きく上げた。




　再びシェイゾに向かっていたディオス。だが視界が突とつ然ぜん白はく濁だくし、たたらを踏ふんだ。

「これは……？」

　ビオレッタたちが何か仕し掛かけたのだろう。しかしその姿は、煙けむりで完全に見えなくなってしまった。

「おおっと！　ビオレッタ選手が何か仕掛けたようです！　煙に覆おおわれ、ここからも何も見えません！」

　レイナを背後に守りながら、ディオスは周囲を警けい戒かいする。

　どこから仕掛けてくるのか──。

　五秒。十秒。二十秒──。

　相手の出方を待つディオスには、その時間は異様に長く感じられた。

　三十秒。

　既に煙は薄うすらいでいる。しかしまだ、シェイゾの姿は見えない。が──。

（来る……！）

　明確な殺気を感じた。

　ディオスは隆起する地を蹴り、跳ちよう躍やくする。下に、シェイゾの姿が見えた。

　このまま蹴りを──。

「馬ば鹿かめ。見え見えの動きに私がやられると思うか」

　しかし、シェイゾもディオスの動きは読んでいたらしい。彼女は鋭いサソリの尾おの先せん端たんをディオスに向け、振ふるう。

「あぐっ──!?」

　鞭むちのようにしなる尾の側面が、ディオスの腹に直ちよく撃げきした。

　しかしその瞬しゆん間かん、ディオスは笑みを浮うかべた。シェイゾがその意味を知る前に、ディオスの姿は白色に塗ぬりつぶされる。

　いや、違ちがう──。

「ぐっ、閃光か！　小こ賢ざかしい！」

　レイナが閃光を放ったのだ。

　それは、闘技場に視線を送っていたもの全員の視界を、一いつ瞬しゆんだけ奪うばうほどの光量。

　レイナの光の能力はディオスとの共鳴術テグヴエルト、なにより絆きずなを深めたことにより、確実に上がっていた。

　シェイゾが怯ひるんだ隙に、ディオスは彼女に突きを繰くり出だす。

　だがその拳こぶしは、あっさりと止められてしまった。

「男の神サ獣マ使ナいーよ。拳けん闘とう士まがいのお前の動きでは、私に傷を負わせることはできない」

　シェイゾは無機質な声を放つと、摑つかんでいたディオスの手を捻ひねり、隆起する地に背中から叩たたきつけた。

「ぐあっ！」

「ディオス！」

　悲鳴を上げるレイナの許へ、すかさずシェイゾは跳とんだ。

　シェイゾの冷たい目が、レイナの全身を射い貫ぬく。

　再びシェイゾの長い尾が蛇へびのように蠢うごめき、レイナへと向かう。

　刹せつ那なの間にレイナが直撃を覚かく悟ごし、全すべてを諦あきらめた、その時。

　レイナの目の前に、ディオスが現れた。

「え──」

　バチンッ！

　雷かみなりが落ちたかのような激しい音と共に、シェイゾの尾がディオスの背に激しく打ち付けられる。しかし、ディオスは歯を強く食くい縛しばり、それに耐たえた。

　ディオスはそのまま、レイナの体を強く抱だきしめた。シェイゾの攻こう撃げき全てから、レイナを庇かばうために。

「な、何やってるのよディオス!?」

「俺、拳闘士時代は突きも蹴けりもダメだったけど……無む駄だに耐たい久きゆう力だけはあったから……」

「だからってこんなことをしてたら、いくらディオスでも──！」

「自ら神獣の盾たてとなるか。その根性だけは見上げたものだ」

　冷静に呟つぶやきながら何度もディオスの背を攻撃するシェイゾ。

　それでも、ディオスはレイナから離はなれない。

「本当に笑えるな！　クッソ弱い神獣をそこまでして守って、何になるってんだ！」

　耳みみ障ざわりな甲高い笑い声は、ビオレッタのもの。ディオスはレイナの体を守りながら、遠くから嘲あざ笑わらうビオレッタに向けて鋭い眼光を飛ばした。

「お前は以前レイナを召しよう喚かんしたっていうのに、気付かなかったんだな。レイナは弱くなんてない」

「はっ！　神サ獣マ使ナいーに守ってもらう神獣が強いだと!?　ジェリー・バトの羽以上に役に立たない、弱い神獣だろうが！」

「弱くなんてない。……今まで自分の実力に対してただ諦めて、適当に笑って誤ご魔ま化かしてきた俺なんかよりも、よっぽどレイナは強い！　上っ面つらしか見ていないお前にはわからないかもしれないけどな！」

「ディオス……」

　レイナの目が揺ゆらめく。

　ディオスの言葉を受け、ビオレッタは不ふ機き嫌げんに目を細める。彼女の心に呼応するかのように、シェイゾの攻撃は鋭するどさを増していく。

「さらに激しい攻撃が続くっ！　それでもまだ、ディオス選手が身を盾にして神獣を庇っているううっ！　これが、男の神サ獣マ使ナいー！　まさに規格外の存在です！」

　司会と共に、観客の興奮もさらに高まり、闘技場内は熱気に包まれていく。その声すらも、今のディオスには届いていなかった。

「レイナ……。どんな奴やつにも、必ず隙ができる……。だから、その時に……」

　力なく、レイナの耳元で囁ささやくディオス。

「無理……もう無理だよ。だって私は、光ることしかできない……」

　しかし彼の腕うでの中で、レイナはただ涙なみだを流し続けるばかりだった。

　どんなにディオスがレイナの身を庇ってくれても、攻撃能力を持たない自分に、一体何ができるというのか──。

　それでも、ボロボロにされながらも、ディオスの目は光を失っていなかった。

「ごめんな、レイナ……。俺、弱くて……。でも、お前たちと出会って初めて思ったんだ。諦めたくないって──」

　レイナはディオスの真しん剣けんな目を見て、ハッとする。

「頼たのむ……一生のお願いだ……。もう少しだけ、諦めないでくれるか……」

「ディオス……私……」

　ルールでは、神獣のレイナが倒たおれるまで勝負が決することはない。

（だったら、まだ諦めたらダメだよね……）

　レイナは、小さく頷うなずいた。それは、彼女が初めて抱いだいた勇気だった。

　しかしその間も、シェイゾの尾による攻撃は、まったく勢いが衰おとろえることのないまま続いていた。

　もう何度目になるかわからない、シェイゾのディオスに対する攻撃。

　既すでに、ディオスの背はボロボロだった。代わり映えしない光景に、シェイゾが飽あき始めた時。

「な──!?」

　声を上げたのは、シェイゾの方だった。

　ディオスの手が、背中越ごしにシェイゾの尾を摑んでいたのだ。

「何度も何度も、同じ攻撃をしてくれてありがとう……。おかげで拳闘士の修行時代、ラズミール先せん輩ぱいにボコられた時のことを思い出したよ……。いくら強い人でも、同じ目標に対して攻撃を繰り返していると、だんだんと一定のリズムができあがっていくんだよね……」

　それはおそらく、何度も殴なぐられてきたディオスだからこそ理解できた感覚。

「そのリズムを摑んだら、後はタイミングを待つだけ……。もっとも、こっちが先に倒れてしまったら、それで終わりだけれど──」

　ディオスはそこで、摑んだシェイゾの尾を思いっきり前に引っ張った。

「俺は今初めて、自分の頑がん丈じようさに感謝してるよ！」

「しまっ──!?」

　細いシェイゾの体が、闘とう技ぎ場の宙を舞まった。

「いけ、レイナ！」

「う、うん！」

　レイナは再び、全身から光を発した。

　眩まばゆい光が、一瞬だけ闘技場全体を覆う。

　それは、攻撃能力のないただの光。だが、それこそがディオスの狙ねらいだった。

　シェイゾが逃にげ出せない状じよう況きようを作り、レイナの光で一瞬だけ目を眩くらませる──。

　その一瞬の間に、ディオスは体を捻り、シェイゾの腹に拳を叩き込こんだ。

「かはっ──!?」

　たまらず体を二つに折るシェイゾ。

「おおおおおお！　防戦一方だったディオス選手、ついに反はん撃げきだああああ！」

「ぐっ……。くそっ……」

　だがフラフラとよろめきながらも、シェイゾは再び立ち上がった。

「う、噓うそ……。まだ立つなんて……」

「これは……本格的に、やばいかも……」

　レイナの顔が青くなり、ディオスの顔は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたようなものになる。

　今のディオスの攻撃は、本気だった。それでも、シェイゾはまだ倒れなかったのだ。

　もう、同じ手は通用しないだろう。何より、ディオスが立っていられなくなる。

　しばし、互たがいに睨にらみ合っていた、その時。

　唐とう突とつに、煙けむりが発生した。しかし、先ほどの煙とは色が違う。ビオレッタの髪かみのような、毒々しい紫むらさき色いろだった。

「こ、これは!?　また煙です！　これもまた、ビオレッタ選手の攻撃でしょうか!?」

「ふん……。ようやく遊びの時間は終わりか」

　シェイゾは吐はき捨すてるように呟くと、ビオレッタの許もとへ一気に跳ぶ。

　紫の煙を吸い込んでしまったディオスは、突とつ然ぜんその場に膝ひざを突いてしまった。

「──っ!?」

　何とか立ち上がろうとするものの、足に力が入らない。

　いや、足だけではない。全身を動かすことができない。

「これは……ごほっ。レイナ、煙を吸うな……っ！」

　咳せき込むディオスの背を支え、レイナは涙目のまま頷いた。

　ディオスは離れたシェイゾを見るが、彼女が煙を出しているようには見えない。

　ならば、これはどこから──。

「ヒャハハハハ！　これだよ！」

　それは、ビオレッタの声だった。

　ディオスもレイナも、目を疑った。彼女の横に、巨きよ大だいな半円状の物体があったからだ。

「何……あれ？」

　半円状の黒い物体は、ビオレッタの横の一つだけではなかった。ディオスの遥はるか後方と、闘技場の端はし、全部で三つだ。

「いつの間に、あんな物を──？」

　あのような巨大な物、持ち込んでいればすぐに気付くはずだ。おそらく、魔ま法ほうを使って小さくしていたのだろうが──。

「まさか……最初の煙の時に？」

「そうだ。これが私の役割！　トルバ・マディナの事前大会モナーフエスを、この毒ガスでぶっ潰してやるんだよ！」

　高笑いをするビオレッタ。紫色の煙は、瞬またたく間まに闘技場全体に広がっていく。

「いいねえ……。派手な爆ばく発はつより、やっぱりじわじわと広がっていく毒の方が見ていて楽しいぜ。シェイゾも元気になることだしな？」

　装置の駆く動どうに呼応するかのように、シェイゾが受けたダメージが体から消えていく。

「これも一種のドーピングって言えるか？　これを貰もらった時から、何かシェイゾは強くなってたしな」

　地下水路にて、ディオスの神しん獣じゆうたちがシェイゾ一人に次々とやられてしまった理由。その一つは、この装置によるシェイゾの強化にあったことを、ディオスは彼女の会話から瞬しゆん時じに察した。おそらく、解毒が効かなかった理由もこれにあるのだろう。だが、今さらそれを知ったところで何にもならない。

「聞け！　私は『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の一人、ビオレッタ・ソルバー！　クソッタレな神に通じる事前大会モナーフエスを、ぶっ潰しに来てやったぜ！」

　ビオレッタは観客席に向けて、大きな声で言い放つ。

「『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』だと!?」

「あの、中央大陸で活動しているというテロ組織の!?」

「噓だろ!?　何でこんな所に！」

「と、とにかく逃げろ！　逃げるんだ！」

　彼女の声明を聞いた観客席は、瞬時にパニックに陥おちいった。しかし煙は、席を立とうとする観客たちを容よう赦しやなく覆おおっていく。煙に吞のまれた観客たちは、次々と意識を失い、倒れていった。

「ぐ──不覚です……。まさか、試合中に堂々とテロ行こう為いを仕し掛かけてくるなんて──」

「コーシカ……！」

　観客席にいたコーシカと神獣たちもまた、その煙に吞まれてしまったのだった。




「な、何てことを!?」

　倒れていく観客たちを見ながら、レイナが悲鳴を上げる。

「このままじゃまずい……！」

　とにかく、あの黒い装置を止めなければ──。

　ディオスは息を止め、地を這はうような低い姿勢でビオレッタと装置に接近。

　が──。

「くそっ!?　どうすればいいんだ!?」

　見える範はん囲いにスイッチらしき物は何も見つからない。

　試しに殴ってみるが、まったく手応えがなかった。

「馬ば鹿かめ！　この装置に使われている装そう甲こうは、最高級に硬かたいとされる魔ま物ものの外がい皮ひを使用した物だ。これを壊こわすことができる武器は、この世に存在しないだろうよ！」

　高笑いをするビオレッタに、ディオスは呼吸を荒あららげながらも、静かな眼まな差ざしを向けた。

「……どうしてお前は、こんなことをするんだ」

「組織の理念に惹ひかれたからだよ。前に聞いたよな？　神獣がどうやって生まれるかって」

「神から……じゃないのか？」

「半分だけ正解だ。正確には、ガルフネーデは完全な『神』とは呼べない」

「どういう意味なの……？」

　震ふるえる声でレイナが問うと、ビオレッタの口は耳まで裂さけんばかりにつり上がった。

「『人間』だ！　世界中の人間がありがたがっている神獣たちは、『人間』と『特殊な神獣』によって創られている！　つまりガルフネーデという存在は、半分はペテン師みたいなものなんだよ！」

「なっ──!?」

　ビオレッタの告白に絶句するレイナ。

「そんな……」

　しかしディオスは、言葉を最後まで紡つむぐことができなかった。

　毒ガスの影えい響きようで、ついにディオスは、頭から闘技場の舞ぶ台たいに倒たおれ込んでしまったのだ。

　ディオスの体はなすすべもなく隆りゆう起きする大地に遊ばれ、ただいたずらに傷を増やしていくばかりだった。




　レイナは、ディオスのその様子を呆ぼう然ぜんと見やるだけだった。

　ビオレッタの言った言葉が、頭の中に吸収されることなく、グルグルと渦うず巻まいている。

　だが今は、それに関して考えている暇ひまはない。このまま動かないでいると、毒ガスにやられ、自分も倒れてしまう──。

　とにかくディオスを、みんなを助けなければ。

　そう考えてはいるのに、体が思うように動かない。

「レイナ。相変わらずザコだったが、ちょっと楽しませてもらったぜ。せめてもの礼に、お前は苦しまないように意識を失わせてやるよ。おい、シェイゾ」

　シェイゾの冷たい目が、レイナを射い貫ぬく。

　レイナは鉛なまりのように重い足を動かし、慌あわててシェイゾから距きよ離りを取った。だが、すぐに間合いを詰つめられてしまう。

　やばい──。

　もう、ダメだと思った。鼻の奥がじわりとした。それでも、レイナは抗あらがった。

「うあああああああっ！」

　レイナは渾こん身しんの力を込め、全身から光を放出した。

　闘技場全すべてを覆うほどの光だった。あまりの眩まぶしさに、まだ意識のあった人々は思わず顔を逸そらし、瞼まぶたを閉じる。

　レイナの最大の力だった。全てを出し切った。しかし、それでもシェイゾの歩みは止まらない。

「ははっ！　結局、お前は光るだけか！」

　シェイゾの後ろでビオレッタが嘲ちよう笑しようする。完全に、彼女はこの状況を楽しんでいた。

　ついに、レイナの目から涙なみだがこぼれ始めた。

　ビオレッタの言う通りだった。自分は光ることしかできない。

　人間の世界には『窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙む』という言葉があるらしいけれど、自分は神獣なのに鼠ねずみにすらなることができなかった。そもそも、猫を嚙んだあとの鼠はどうなるのだろう。結局、いたぶられて終わるのではないか。

（今の、私のように──）

　レイナは、ただ泣いた。

　マリンみたいに姿を消すことはできないし、ルヴィのように火を放つことも、エメロードのように岩を砕くだくこともできない。ディオスのように、己の体で戦うことすらも。

　もう、何もできない。打つ手がない。このまま負けてしまう。闘技場のみんなを、救うことができない──。

「嫌いやだ……」

　それでもレイナは首を横に振ふる。スリアンヴォスを目指したいと言ったディオス。その道のりを、最初の一歩を、こんな奴やつらに潰されてしまうのか──。

「嫌だ──」

　レイナはもう一度首を横に振った。

「嫌だ、そんなの嫌だ……。私は、神獣として力になりたい！　ディオスの役に立ちたいッ！」

　涙を飛ばしながら、絶ぜつ叫きようしながら、レイナはディオスの許もとへと向かった。

　未いまだ隆起を繰くり返かえす地面に弄もてあそばれていたディオスの体は、先ほどよりもさらに酷ひどい状態になっていた。

　レイナはそんなディオスの体を、優しく抱だきしめた。

「ディオス、目を覚まして。お願い……」

　呼びかけても、ディオスの目は開かない。人形のように、力なく横たわるばかり。

「弱い私を、ディオスは追い返したりしなかった。強くしてやると言ってくれた。男が嫌きらいだと言っているのに、それでも絆きずなを深めようとしてくれた。共鳴術テグヴエルトもしてくれた。そして、お前の心は既すでに強いとまで言ってくれた……」

　レイナの涙がディオスの頰ほおを打つ。それでも、ディオスは答えない。

「お願い、お願いよディオス……。目を覚まして。私は、みんなを助けたい……。何より、あなたを助けたいの」

　涙で濡ぬれたレイナの唇くちびるが、ディオスの乾かわいた唇と重なった。




　ディオスは、『白』の世界の中で目を閉じ、たゆたっていた。

　景色どころか、何もない。音さえもない、ただ白い世界。

　体も、地に着いている感覚がない。重力さえも存在しない世界──。

（俺は、どうなったんだ。確か、闘とう技ぎ場で……）

　目を開けようとしても、瞼が異様に重い。いや、何かに押さえつけられているかのような圧を感じる。

『望め』

　声は、唐とう突とつに聞こえた。

　男か女か、老いているのか若いのか、人間なのかそうでないのか──。

　不思議なことに、まったくわからなかった。が、確かにそれは声であった。

『望め』

　声は同じことを繰り返した。

　ディオスには、何のことなのか見当も付かない。だが、その意図を問うことができない。

[image: ]

　声が出なかったのだ。瞼と同様に、喉のどを押さえつけられているかのように、重い。

『全ての神しん獣じゆうは、お前の物』

　既視感デジヤヴ。

　前にも、同じようなことを言われた気がする。いや、思ったのか？

　でも、思い出せない。

『お前が望み、神獣が願った時。真の絆が築かれた時。その力は、お前の物』

　その言葉を最後に、白の世界が大きく揺ゆらいだ。




　変化は、唐突に訪れた。

　闘技場の舞台に、大きな光の柱が突とつ如じよとして出現したのだ。

　それは、実に不思議な光景だった。

　巨きよ大だいな光の柱は、ディオスの体から立ち上っていたのだ。

「ディオス……？」

　呆然と、レイナが名を呼ぶ。

　動けなくなっていたはずのディオスは、光を全身に纏まとい、静かに立ち上がる。

　その右みぎ腕うで──。

　虎とらを彷ほう彿ふつとさせる巨大な爪つめが付いた手てつ甲こうが、いつの間にか彼の肘ひじまでを覆っていた。




　ディオスは、なぜ自分が立ち上がっていたのか、わかっていなかった。

　切れた額からは血が流れ、シェイゾにやられた背中も、変わらず傷だらけだ。隆起する地面のせいで、倒れる前よりも酷い状態である。なのに、体がとても軽いのだ。

　それは、ディオスの中から溢あふれてくる力のおかげだった。

　明るく、激しく、そして少し優しい力。

「これは……レイナの……？」

　間ま違ちがいない。共鳴術テグヴエルトの時に感じていたレイナの力が、今、ディオスの全身を包んでいる。

　意識した瞬しゆん間かん、ディオスの全身を光が包む。そして信じられないことに、一いつ瞬しゆんで怪け我がが消えた。

（これは、治ち癒ゆの光──？）

「よ、良かった……気がついた……」

　レイナの声に振り返ると、彼女は涙で顔を濡らしたままディオスを見つめていた。既に立つ気力がないのか、その場にへたり込んでいる。

「レイナ……。何か、心配かけたみたいで、ごめん」

「べ、別に心配なんかしてないし」

　この状じよう況きようでも強がるレイナに、ディオスは思わず笑顔になってしまった。

「わ、笑わないでよ……。それより、その武器は──」

「たぶん、レイナの力だよ」

「え……？」

　ディオスは呆ほうけるレイナの頭をくしゃりと撫なでると、さらに屈くつ託たくのない笑顔を向けた。

「ありがとう。もう、大だい丈じよう夫ぶ。だから、少し待ってて」

「あ……」

　ディオスは光の軌き跡せきを描えがきながら、地に下り立った。




　ディオスは、自分の右腕を覆おおう武器を見つめる。

　誰だれかに教えられたわけではない。

　でもなぜか、これが何かわかる。

　ディオスは改めて、眼前のビオレッタとシェイゾを見み据すえる。

　二人は復活したディオスを、ただ目を見開いて見つめていた。

「馬ば鹿かな……。あの毒ガスを受けて立ち上がるなど──！」

　焦あせるビオレッタの目の前で、ディオスは手甲を装着した右腕を振るった。

　巨大な白い手甲から、稲いな妻ずまに似た白い光が走った。

　誰を狙ねらったものでもない一いち撃げきは、しかし確実に変化をもたらした。

　白い光が通った後は、毒ガスが綺き麗れいに消えていたのだ。

　ディオスは続けて腕を振るう。白い光が走るたびに、三つの装置から発生した紫むらさき色いろのガスが、みるみるうちに消えていく。

「なっ──!?　どういうことだ!?」

　さらに、闘技場全体に走り抜ぬけていく光。

「あれ……？」

「どうして倒れてたんだっけ……？」

　光が通った後、倒れていた人々が次々と起き上がっていく。

「ぐっ──」

　ビオレッタは忌いま々いましげにディオスを睨にらむと、真っ直すぐに指を突き出した。

「シェイゾ！　あの男を倒せ！」

　ビオレッタの号令とほぼ同時にディオスはその場から跳ちよう躍やくし、シェイゾの前に下り立った。

「──っ!?」

　今までのディオスの動きからは、考えられないほどの速さだった。

　冷たく無機質だったシェイゾの目が、驚きよう愕がくに見開かれる。

　ディオスはシェイゾの前に一歩踏ふみ込むと、武器を纏まとった右腕を素早く振るった。

「ぐはっ──!?」

　シェイゾの体は、まるで紙のように闘技場の端はしまで吹ふき飛とんだ。壁かべに激しく背を打ちつけた後、シェイゾはそのままうつ伏ぶせに倒たおれ、動かなくなる。

　次にディオスは、半円状の黒い装置の前まで移動する。

　ディオスの一撃を受け、装置は音を立て、砂のように崩くずれ去った。

『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』が用意した、この世に存在する武器では壊こわせないはずのそれは、ディオスの右腕の武器により、三つとも呆あつ気けなく壊されてしまったのだ。

「馬鹿……な……」

　ビオレッタは、ただ目を見開いてその光景を見ているばかりだった。

　その顔に、先ほどまであった余よ裕ゆうは一切ない。

　ディオスは、ビオレッタに向けて跳躍した。

　人間離ばなれした跳躍力だった。
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　光を纏ったディオスのその姿は、どこか神々しささえ醸かもし出していた。

　ビオレッタを前にしたディオスの顔は、静かな怒いかりに満みち溢れている。

「さて。神獣を倒したから、ルール上ではもう俺の勝ちってことだけど……」

　ビオレッタは、ディオスの言葉に何も返すことができなかった。恐きよう怖ふで口くちの端が引きつっていたからだ。

「大勢の人を巻まき添ぞえにしようとしたお前に……どうしても、このままじゃ俺の腹の虫が治まらない」

　そしてディオスは、ビオレッタの顔に向け、渾こん身しんの力を込めて腕を振ふり抜いた。

　ゴガッ──！

　鈍にぶく激しい音と共に、ビオレッタの顔──の横の壁に、武器を纏ったディオスの拳こぶしがめり込んでいた。

　顔を潰つぶされると思ったのだろう。ビオレッタは、恐怖に目を見開き、歯をカチカチと鳴らしていた。

「これで本当に俺の勝ち、だな」

　数秒の静せい寂じやくの後──。

「え、えーと……。何が起こったのか、正直なところ私にも理解できておりません。ビオレッタ選手がテロ行こう為いを仕し掛かけ、毒ガスにやられたところまでは覚えているのですが……。しかし、今これだけはわかります！　勝者、ディオス・ソマ選手！」

　復活した司会の男が声高らかに叫さけぶと、闘技場に割れんばかりの大だい歓かん声せいが響ひびいた。

　すぐさま警備の者が複数現れて、未いまだ恐怖で固まっていたビオレッタを取り囲む。

　そして彼女とシェイゾは、そのまま警備の者たちに連行されていったのだった。

「ふう……」

　ディオスが息を吐はくと、彼を包んでいた光は消しよう滅めつし、右腕を覆っていた武器もパシュンと音を立て、消滅した。そしてディオスは、力が抜けたかのように膝ひざを突いた。

　ディオスはその状態でレイナに振り返ると、力ない笑みを浮うかべた。

「レイナ……。今気付いたけど……顔、ぐしゃぐしゃだな……」

「う、うるさいわね……！」

　ぐしぐしと手の甲で顔を乱暴に擦こするレイナも、小さく笑っていたのだった。




　観客席の端にて。黒のフードを深くかぶり、黒の外がい套とうを身に纏まとった人物が二人、闘とう技ぎ場の舞ぶ台たいをじっと見つめ続けていた。

　興奮冷めやらぬ観客席の中で、その二人の周辺の空気だけが違ちがった。

　仄ほの暗ぐらい、沼ぬまの底を彷ほう彿ふつとさせるような。だが、それに気付く者は誰もいない。

「参ったね……。ここまでやられるとは。しかも男の神サ獣マ使ナいーだとよ。なあ？」

　背の高い方の黒フードが、もう一人の黒フードの人物に話しかける。言葉とは裏腹に、その声はどこか楽しそうだ。

「ディオス……神サ獣マ使ナいー……」

　背の低い黒フードの人物は、そこで歯をギリ、と鳴らした。

「とにかく、これは早急に頭領に報告だな。トルバ・マディナでの計画は失敗──」

「…………あぁ」

　背の高い方の黒フードが、そこで上に跳とんだ。常人では考えられないほどの跳躍力で闘技場の壁を飛び越こえ、そのまま姿を消す。

「やはり神は……ガルフネーデは一度死ぬべきだ」

　吐き捨てるように呟つぶやいたもう一人の黒フードの人物も、同じく壁を飛び越え、観客席を後にした。




　闘技場の大歓声が、外にまで聞こえてくる。また誰かの勝敗が決したのだろう。

　その音を聞きながら、ディオスは沈しずんだ表情のまま立ち尽つくしていた。

　ディオスの腕の中では、神しん獣じゆうの姿に戻もどったレイナがぐったりとしている。試合を終えた直後、レイナは意識を失ってしまったのだ。

　思えば、随ずい分ぶんと無理をさせてしまった。ディオスは申し訳なさでいっぱいになる。

「レイナ……」

　小さく呼びかけると、それに応えるかのようにレイナの目がうっすらと開いた。

「レイナ！　大丈夫か？」

「ディオス……。勝った、ね」

「お前のおかげだよ……。本当にありがとう」

　レイナは小さくはにかんだ。

「お前が勝ったんだ。お前の力で、あいつに。それだけじゃない。お前は、この闘技場にいる全員を救ったんだ」

「……ううん。それは、ディオスがやったんだよ……」

　ディオスは首を横に振る。レイナは今にも泣きそうだ。

「あのね、ディオス。私──」

「ディオスさん！」

　唐とう突とつに呼ばれ、ディオスは振り返る。コーシカと神獣たちが、ディオスに向かって駆かけて来るところだった。

「コーシカ！　みんなも無事だったんだな！」

「ええ。一時はどうなることかと思いましたけど。ディオスさんの光が、闘技場を覆った悪しき力を駆く逐ちくしていくさま、本当に素晴らしかったです！」

　コーシカは両手を握にぎり、興奮気味に語る。

「その時に、なぜか神獣さんたちの毒も、ほら」

「えへへ。なんかねー、治っちゃった」

「そ、そうなのか……？」

「うん……。あの光……とても温かかった……」

「あれは、レイナさんの力ですよね？　凄すごいじゃないですかレイナさん」

「え、えへへ……」

　率直に褒ほめられて、レイナも嬉うれしそうだ。

「事前大会モナーフエスの推すい薦せん状、これで一つクリアってことだね。やったじゃんディオっち！」

「ご主人様……おめでとう……」

「あぁ。みんなの応おう援えんのおかげだよ」

　次々と祝福する神獣たちに、ディオスは笑顔で応えた。

「それにしても、ご主人様の戦うお姿は本当に凜り々りしくて素敵でした……。神サ獣マ使ナいー自らが戦うなんて、これは歴史に残る偉い業ぎようですよ。あぁ、思い出したらまた興奮を……」

「結局、エメロードは毒状態でもそうでなくても、常に興奮してるのな……」

　もういい加減ツッコむのも面めん倒どうくさくなってきたディオスは、嘆たん息そくしながら肩かたを落とした。

「しかし、ディオスさんのあの武器、とても格好良かったですね。何か名前はあるのですか？」

「いや……？　いきなり現れたし、特に決めてないけど」

「そうですか！　では、『光縲アクテイニ虎爪・ヴオリア』とかどうでしょう？　とても合ってそうじゃないですか？」

「あぁ、うん……。じゃあそれで……」

「コーちゃんのセンスって、結構……」

「ん、何ですかルヴィさん？」

「何でもないよー？」

　ルヴィはニコニコと笑って誤ご魔ま化かした。コーシカも特に気にしていない。

「さてさて。今日はディオスさんの勝利を祝して、私が食事を奢おごっちゃいますよ！」

「おお!?　本当かコーシカ！」

「神サ獣マ使ナいーに二言はないのです。パーッとやりましょう！」

「ありがたいけど、コーシカも事前大会モナーフエスにエントリーしているんだろ？　頑がん張ばれよな？」

「当たり前です。私のまんぷくちゃんにかかれば、どんな相手でもイチコロですから！」

　自信満々に胸を叩たたくコーシカ。当の本人はコーシカの頭の上でボーッとしたままなので、今に限って言えば説得力はあまりない。

「前から気になってたんだけどさ、その猫ねこの名前って確かアガートだよな……？　お前は、まんぷくちゃんと呼ばれることに異議はないの？」

　ディオスに話を振られたアガートは、相変わらず開いているのか閉じているのかわからない目をしたまま、コーシカの上でのほほんとしているばかりだ。

「私のまんぷくちゃんに気安く話しかけないでください。今はお昼ひる寝ねの時間なのです」

「いや……わかんないよ」

　そのような会話を交わしながら、ディオスたちは闘技場を後にする。

　神獣たちは、それぞれいつもの位置──ディオスの体──に着いていた。

「そういえばレイナさん。実は私、あの毒ガスが充じゆう満まんした時も少し意識がありまして……。こっそりと、一部始終を見ていたのですが──」

「えっ──!?」

　突とつ然ぜんのエメロードの言葉に、レイナは凄い勢いで振り返る。その顔は明らかに動どう揺ようしていた。

「ん、どしたのエメ姉？　何か見たの？」

「気に……なる……」

「ちょ、ちょちょちょちょっと待って!?　え、エメロード。あ、あれは、別に──」

「あらあら。そんなに顔を赤くして。大だい丈じよう夫ぶですよ。あれは私とレイナさんだけの秘密ということにして、これから興奮の材料とさせてもらいますから、うふふ……」

「そ、それも何か嫌いやなんだけど！」

「エメロードが興奮するようなこと……？　レイナ、俺が意識を失っている時に、一体何を──」

「ディオスは黙だまってて！」

「ふぐっ!?」

　頰ほおにレイナの肉球パンチをくらったディオス。先ほどまでぐったりしていたレイナなのに、神獣たちとの会話ですっかり元気を取り戻したようだ。

「わかったよ……。それについてはもう聞かない。ところでレイナ。さっき、何かを言いかけてただろ？　あれは──」

「そ、それも聞かないで！」

　二発目の肉球パンチが頰にめり込む。

　理由がさっぱりわからないディオスは「理り不ふ尽じんな……」と呟かずにはいられなかったのだった。








エピローグ









　重い──。

　息苦しさでディオスの目は覚めた。

　血がスムーズに流れていないという、体からの救難信号。

　ディオスが重い瞼まぶたを静かに開けると──。

「ってうわあ、お前ら!?」

　ディオスの目の前には、人間形態になったエメロードとマリンがいた。いや、正確には前ではなく、腹の上だが。

　二人はディオスの腹に胸を押し付け、彼を見つめていたのだ。

「おはようございますご主人様。気分はいかがでしょうか？」

「いや、重いから……どいて？」

「朝から絆きずなを深めるのも……いいと思う……」

「俺はよくない。ギリギリまで寝ねたい……」

　抗こう議ぎをしても、二人の神獣は離はなれてくれない。

　そこで「ん、二人？」とディオスは脳内で疑問に思う。あとの二人は──。

「ル、ルヴィは止めたんだよ？　でも、ディオっちの朝は硬かたい、的なものらしいし？　別に、それなら……いいかなって？」

　ルヴィはベッドの端はしで、モジモジとしながらディオスを見つめていた。

「いや、よくないから!?　ていうか、そういう俺が恥はずかしくて死にたくなるようなことは言わないで!?」

「あらあら。別に恥ずかしがることはないですのに」

「ルヴィにいらんことを吹ふき込こんだのは、やはりお前か……」

　うふふと笑うエメロードに、ディオスは思わず重い息を吐はいてしまう。どうして神獣たちは、こんなに朝から元気なのだろう。

「レイナ、止めてくれよ……」

　ただ一人、人間形態になっていなかったレイナ。ディオスは助けを求めたが、レイナはベッドの端で丸くなった状態で「知らない」と言い放つだけだった。

　レイナに視線を送っていたディオスの顔が、急激に何かに塞ふさがれた。

　とても柔やわらかく、温かい物体──。

　エメロードの胸だった。

「ちょっ、何やってんだよ!?　は、離れろ！」

「だって……ご主人様がまったく応じてくださいませんから……」

「あ……エメロード……ずるい……」

　競うように、さらにマリンもディオスの腕うでに密着した。エメロードとは違ちがい『ほぼ』ない状態の彼女の胸だが、その『ほぼ』が今ディオスの腕に押し付けられている。

　ノックの音と共にコーシカの声が聞こえてきたのは、その時だった。

「ディオスさーん。朝ですよー。起きてくださーい」

　やばい。

　ディオスの全身から急激に嫌な汗あせが滲にじみ出でる。

「あっ、いやっ、もう起きてるからだいじょ──」

　抗こう議ぎ虚むなしく、無情にも開かれるドア。

　──終わった。

　この後の惨さん劇げきが容易に想像できてしまったディオスは、思わず遠い目をしてしまった。今見えるのは、エメロードの深い胸の谷間だけだったが──。

　今だけは、神という存在を疑っても罰ばちは当たらないだろう。

　おそるおそる、ディオスは顔を横にずらしコーシカを見てみる。

　案の定、今にも顔から煙けむりが上がりそうなほど、コーシカは真っ赤になって固まっていた。

「ふ……」

「ふ？」

「不潔ですううううっ！　すぐに離れてくださいディオスさんんんんっ！」

「いや、俺に言わないで……」

　ディオスは死んだ魚のような目をしたまま、小さく呟つぶやくのだった。




　トルバ・マディナの街中を並んで歩く、ディオスとコーシカ。ディオスには神しん獣じゆうたちが、コーシカにはアガートがそれぞれ乗っている。二人の距きよ離りは微び妙みように開いていた。

　コーシカと視線を合わせないようにするために、ディオスは懐ふところから推すい薦せん状を取り出した。

　トルバ・マディナでの事前大会モナーフエスが終しゆう了りようし、無事に推薦状を入手できたのだ。コーシカも難なく試合に勝利し、二人揃そろって推薦状を手に入れることに成功していた。

　推薦状には、自分の名と取得した日付、そしてトルバ・マディナの街を領する王の名前が書かれている。王の名前の横には正印が押されており、淡あわい光を放っていた。偽にせ物ものが横行しないよう、複雑な魔ま力りよくが込められているのだ。

　四枚の推薦状の内、一枚を手に入れただけだ。それでも、ディオスにとっては大きな一歩だった。

（メルア、待っててくれ……。必ず優勝して、お前を見つけるから）

　もしかしたらこの先、推薦状の取得が難航するかもしれない。それでも、何十年かかろうとも──ディオスは必ずスリアンヴォスで優勝し、神ガルフネーデに会うと決めていた。

　この神獣たちと一いつ緒しよなら、それが不可能なことではないと思えるから。

　神──。

　その瞬間、ビオレッタが言っていたことを思い出し、ディオスの眉まゆが内に寄る。

　あの時ビオレッタの言葉を聞いていたのは、ディオスとレイナだけだろう。そのレイナも、そのことに関しては特に何も言ってはこない。

　所しよ詮せんは、テロ組織の妄もう言げんか──。

　そうとも思えるし、そうでない気も少しだけする。

　だがどんなに考えを巡めぐらせても、今その答えが出ることはない。全ては、神に直接会えばわかること。スリアンヴォスの優勝を目指すしかない。

（必ず、優勝してやる）

　決意を新たにし、推薦状を懐にしまうと、コーシカがディオスの顔をじっと見つめていることに気付く。彼女の目はどこまでも平へい坦たんだった。

「そもそも、ディオスさんが言ったんじゃないですか……。朝、時間になっても起きてこなかったら起こしてくれって。それなのに、あんな……」

　言っている内に思い出してしまったのか、コーシカの顔は真っ赤に染まった。

「いや、だからあれは誤解だって……」

「そうですよコーシカさん。私たちは共鳴術テグヴエルトをしようとしただけです」

「だから！　その過激な共鳴術テグヴエルトをやめてくださいと言っているのです！」

　ディオスの腕に巻き付いていたエメロードが援えん護ごをするが、逆効果だった。コーシカはますますいきり立ってしまった。この状じよう況きようでも彼女の頭上のアガートは微び動どうだにせず、すやすやと眠ねむり続けている。

「とにかく、神獣を相手にいやらしいことは禁止です！　ディオスさんは神聖な！　神サ獣マ使ナいー！　なんですからね！」

　言葉の一部をやたらと強調し、コーシカはディオスの鼻先に指を突つき出だした。

　ディオスはコーシカに何度も「普ふ通つうの共鳴術テグヴエルトではなぜか効果がない」と説明しているのだが、彼女は一向に信じてくれないのだ。どうやら神獣の体を目当てにしている、変態と認定されてしまったようである。

「それはともかくさー、コーちゃんは何でディオっちと並んで歩いてんの？　ビオレッタを追ってたんでしょ？」

　ディオスの頭の上からルヴィが問うと、コーシカはきゅっと拳こぶしを握にぎった。

「はい、確かにビオレッタは無事に捕とらえることができました。しかし彼女の属していたテロ組織『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』が表面化したことで、私は引き続き新たな任務をまかされました」

「もしかして、組織の調査、とか？」

「その通りです」

「確かに、俺も気になるな……」

　地下水路でビオレッタが接せつ触しよくしていた、黒フードの二人。彼らも『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の人間なのだろう。卑ひ劣れつな手段で、事前大会モナーフエスをめちゃくちゃにしようとした者たち──。

「そして、大きな理由がもう一つ。私は神サ獣マ使ナいーとして決めたんです。ディオスさんの素行を監かん視しすると！」

「えっ──!?　監視って……いや、待ってくれよ!?」

「待ちませんっ。ディオスさんは次の事前大会モナーフエスにも参加するんですよね？　だったら行き先は私と同じですから、何の問題もありません」

「俺には問題だ……」

　常時であれば、女の子と一緒に行動することにディオスも喜んでいただろう。が、監視と言われてしまっては素直に喜べない。

　体力と走力は圧あつ倒とう的にディオスが上だろうから、走れば一時的に撒まくことはできるだろう。でもコーシカの言う通り、目的地は同じなので結局それも意味をなさない。

　諦あきらめの境地に立たされたディオスは、重い息を吐くしかなかった。

　共鳴術テグヴエルトを使用する時は、何が何でも誤ご魔ま化かさないと──。

「くれぐれも、外で人間形態の神獣たちとくっつくのはやめてください。神サ獣マ使ナいーとして品位を落とさないように努めてもらいます！　神獣さんたちも、いいですね!?」

「あらあら。厳しい監かん視し員いんさんがついてしまいましたね」

　そこでエメロードは人間形態になり、ディオスの腕に絡からみ付いた。

「なっ──!?」

　悪びれもしないエメロードに、口をあんぐりと開けるコーシカ。

「コーシカさん。私たちはご主人様と仲を深めるために、『仕方なく』やっているだけにすぎないのですよ？」

「いや、あなたの場合、明らかに自分から喜んでやっていますよね!?」

「そう……お兄ちゃんは……特とく殊しゆ……。仕方ない……こと……」

　続けてマリンも人間形態になり、ディオスの腕にギュッと抱だきつく。

「マ、マリンさんまで……！　は、離れてください！」

「嫌いや……。ほら、ルヴィも……」

　マリンがディオスの頭の上にいるルヴィに促うながすと、彼女は小さな手羽をパタパタとさせた。

「ル、ルヴィはその、あの、ディオっちの共鳴術テグヴエルトは好きだけど、そのっ──！」

「あらあら可愛かわいい。そういう反応をされると興奮しちゃいます」

　ルヴィを見上げながらエメロードは頰ほおを染め、自分の体を蔦つたで縛しばり始めてしまった。

「うえぇっ!?　ルヴィまでターゲットにするのやめー!?　レイにゃん助けて！」

「わ、私に振ふらないでよ！　せっかく寝たふりをしてスルーしようとしていたのに！」

「レイナも……あの夜のように……お兄ちゃん……誘ゆう惑わくする」

「や、やってないし!?　変なことを言わないでよマリン！」

「ちょっと待ってください！　神獣から求められるほど既すでに深い関係だというのですかディオスさん!?　それは聞き捨てなりません！」

　女三人寄ればなんとやら。四体の神獣にコーシカまで加わってしまっては、もはやディオスに止めるすべはない。

「何でこうなるかなー……。俺は穏おだやかに、静かに行きたいだけなんだけどなー……」

　周囲から大変な注目を浴びる一行。羞しゆう恥ちに耐たえられなくなったディオスは、顔を下に向けて歩くしかない。既に意味のない行動ではあるのだけれど。

　賑にぎやかなやり取りをしながら、彼らはトルバ・マディナを出て、次の街へ向かう。

　レイナが嬉うれしそうに尻尾しつぽを立てているのを、神獣たちは、温かい目で見ていたのだった。








あとがき






　皆みな様さま初めまして。福ふく山やま陽はる士しと申します。『陽』と書いて『はる』と読みます。人の名前に付ける時に限り、このような呼び方があるのです（赤ちゃんの名付け辞典をめくりながら）。だからキラキラネームじゃないやい、ということを控ひかえめに主張したいと思います。




　本作は、第29回ファンタジア大賞の入選作を大おお幅はば改かい稿こうしたものです。

　本編を読んでくださった方、ありがとうございます。楽しんでいただけたでしょうか。

「いや、あとがきから読んでるから」派の方。気が合いますね。私もです。

　というわけで、あとがきはネタバレなしの安心仕様でお送りいたします。




　早速ですが、イラストについて語らせてください。嫌いやだと言われても勝手に語ります。

　私はとても書きたいシーン以外は、脳内で絵や映像が浮うかばないという、作家としては割と致ち命めい的てきな感覚をしておりまして。ほとんどのシーンは、頭の中で声だけが再生される『脳内ドラマＣＤ』状態で執しつ筆ぴつしておりました（とても書きたいシーンは脳内で漫まん画がが展開）。だからキャラの容姿も、とても大まかな部分しか考えていなかったわけです。

　そんなわけで、ラフイラストを頂いた時は目から鱗うろこが落ちまくりでした。君たち、こんな姿をしていたのか……！　と。

　おかげで脳内ドラマＣＤは、脳内アドベンチャーゲームくらいにパワーアップ。とても書きたいシーンは、脳内漫画から脳内アニメーション（背景も演出もカメラアングルまで完かん璧ぺき）に進化しました。やったぜ。

　そして各キャラについて。

　レイナの尻尾しつぽの装そう飾しよくを見た時、天才かと思いました。柔やわらかい部分に硬かたそうな装飾がキュッとはまっているのが最高です。私の中の何かもキュッとなります。

　マリンは色が大好物すぎてやばいです。私、子供の頃ころから『青と赤が隣となり合あった状態』を見るのが大好きで。特に水色とピンクとか、最高級に好きな色同士なのでやばいです。やばすぎて語ご彙いが出てこないです。やばい。

　ルヴィはギャル系というのと、厚底サンダルくらいしか私は考えていなかったので、全体像を見てとても感動しました。女子力高い。薄うすい重ね着最高。

　エメロードに至っては、胸以外は完全にお任せでした。左右非対たい称しようなデザインがとても好きです。あと、あえての手て袋ぶくろがエロいですね。良いいですね。

　皆様はどのキャラがお気に入りでしょうか。是ぜ非ひ、教えていただきたいなと思います。




　最後になりましたが謝辞を。

　まずは、拾い上げてくださった編集部の方々。とにかく全力で取り組み、いつかご恩をお返ししたいと思っております。

　担当様。ここに至るまでに色々とありましたが（遠い目）、未熟な私をここまで導いてくださり、誠まことにありがとうございました。仕事の疲つかれで電話の声が死んでいる時がたまにあると思いますが、打ち合わせはとても楽しいです。引き続き、よろしくお願いいたします。

　素敵なイラストを描かいてくださった、おりょう様。

　ただでさえキャラが多いのに、さらには神しん獣じゆう形態と人間形態まで存在するという、絵師様にとってこの上もなく面めん倒どうくさい設定で、内心申し訳なさでいっぱいでした……。どの子も魅み力りよく的なキャラに仕上げていただき、感謝しかありません。本当にありがとうございました。

　そして、このお話を読んでくださった読者の皆様。ただただ、ありがとうございます。

　それでは、またお目にかかれることを願って。




























神獣わたしたちと一いつ緒しよなら世せ界かい最さい強きようイケちゃいますよ？
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